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　そもそも、僕はこんな話題を初はつ雪きさんに振ふるべきじゃなかったのだ。

「それじゃあ──」

　場所はそう、職員室や進路相談室、ついでに校長室などが密みつ集しゆうする、生徒があまり近寄らない北校舎の屋おく上じようで。

「いいですか？　初雪さん」

　僕、森もり口ぐち織おり人とは、濃こい茄な子す色いろの制服に身を包む黒くろ髪かみの同級生へと、よせばいいのに、始めてしまったのだ。

「は、はい。おねがいします、織人さん……」

　二年Ｇ組、出席番号二十八番・遥はる奈な原ばら初雪さんは、クラスでは隣となりの席に座すわる女の子だった。

　ちょっとだけ不安げに。けれど大きな瞳ひとみに微かすかな好こう奇き心しんの光を湛たたえた彼女は、きゅぅっと、両手を包む黒くろ革かわの手て套ぶくろを鳴らすようにして、自らの両りよう腕うでを抱だき、僕を見上げる。

「たとえば……、そうですね……」

　僕は眩まぶしくなってしまって、思わずそっと黒髪の彼女から空へと視し線せんを逸そらす。

　だってしかたがない。

　今現在、目の前でなめらかな墨すみを流し込んだかのような黒髪を揺ゆらし、こちらの魂たましいを吸すい込こんでしまうんじゃないかっていうくらい透すき通とおった大きな瞳で見つめてくるのは、僕が片かた想おもいしている少女なのだ。

「……ある日、初雪さんがコンビニに行ったとしましょう」

　そんな、ある種マボロシのような外見の持ち主、呆あつ気けに取られてしまうくらいスラリと長い手て脚あしを濃い茄子色の制服内に閉じ込めた陰おん陽みようの少女は、真しん剣けんな表情で僕の話に耳を傾かたむけてくれている。

「す、すいません織人さん」

　それが証しよう拠こに、僕が発するセリフの抑よく揚よう、言葉の使い方に、彼女は繊せん細さいすぎるほどの反はん応のうを見せる。今も初雪さんは、背せ筋すじをそっと羽はね箒ぼうきでなぞられたかのようにぴくんと反応させ、恐おそる恐おそる尋たずねてくるのだ。

「そのコンビニは、セブンイレブン……ですか？　それともローソン？　もしかして、ヤマザキ・デイリーストアとか……」

「ひょっとして、どんな店なのかも重要なんですか？」

「は、はい」

　頰ほおを赤く染そめ、伏ふし目めがちに肩かたをすぼめてしまう黒くろ髪かみの少女。僕は呼こ吸きゆうを整えるふりをしながら思案する。

　ちょっと待てよ？　と。

　そもそも彼女・遥はる奈な原ばら初はつ雪きさんは『遥奈原財閥グループ』という複合企き業ぎよう体たいを統すべる家いえ柄がらのお嬢様だったりする。

　ゆえに、コンビニという場所には、そんなに馴な染じみがないかもしれない。

　……んー、けどけどけど、初雪さんはどんな理由からかこんな平へい凡ぼんな公立の──しまった、この『吝やぶ華さか高校』は公立といえども普ふ通つうだとは言えないぞ!?　──まあ、上流階級的じゃない高校に通うからには、コンビニ的な庶しよ民みんの文化にも、あえて精せい通つうしているはず。

　ならば、

「じゃあ、ええと、コンビニはミニストップにしましょう。ありますか？　近所にミニストップは」

　ここまで来たら後には引けなかった。僕としてはコンビニの中でもコダワリの暖かメニューラインナップが豊ほう富ふっぽいミニストップをチョイスしてみる。

「はい、あの、ミニストップなら、あります……」

　よっしゃぁ。

「それでは、初雪さんはそこに『バニラのソフトクリーム』を買いに行ったとします」

「はい。ミニストップのソフトクリームは美お味いしいですから……」

「あ、初雪さん詳くわしいんですね、よかった」

　言いい忘わすれたけど、クラスでは隣となりの席だったりする初雪さんは、返事をしてくれる代わりに革かわの黒くろ手て套ぶくろに包まれた両手を合わせて、なんだかふわりと笑う。その仕草だけで僕の胸むねの中はきゅぅうんと締しめつけられ、それこそソフトクリームのようにスイートな汁しるがホトバシる。

「はい。ミニストップはレジでソフトクリームを注文すると、『こちらの番号でお待ちください』って、レシートを渡わたされるんです」

　彼女の表情から察さつするに、どうやら彼女は甘いモノが好きらしい。あるいは初雪さんというお嬢様はかなり、そのような情じよう報ほうに聡さとかったりするのかもしれないと、僕は思ったり。

「よく知ってますね初雪さん。カウンターの奥おくで作ってるんですよね、あれって」

　そうとわかれば話が早かった。

　彼女はすでにココロの中で、家の近所にあるというミニストップに来店しているらしく、この北校舎の屋おく上じようを店内と見立てるようにして制服を揺ゆらし、ステップを踏ふみ始はじめている。

「それから私は店員さんに呼よばれるまで、雑誌を立ち読みするんです」

　僕はもう慣なれている。初雪さんはするりと、音もなく空想の中に入り込んでいた。彼女にはそういうところがあるのだ。良く言えばファナティック。こういうトコロが『砂すな御み門かど大たい社しや』という神社の巫み女こさんっぽくもあるなぁとか、僕は思う。

「しばらくすると、『バニラのソフトクリームでお待ちのお客様』って声をかけられて──」

　どうやら初はつ雪きさんの中では屋おく上じようのフェンス側が、コンビニ内の雑誌ラックに対たい応おうしているらしい。……こうなったら僕も店員さん役で、初雪さんの空くう想そうに混まざったほうがいいのだろうか。でも、僕にお芝しば居いの才さい能のうがあるとは思えないし……

「──それで、レジに戻もどってみると、店員さんに『こちら』ですって……」

　とかとか、考えていると。

「……店の奥おくに……、案内、されて……」

「え、は、初雪さん？」

「私は『なんでこんな所に？』って尋たずねるのに、店員……さんは、私の……私のっ、カラダを、特製のソフトクリームマシーンに括くくりつけて、……それから、それから……っ！」

「ちょっと初雪さん!?　どうして制服を一枚一枚脱ぎ始めるんですか!?　そして、どうして制服の下に体たい操そう着ぎを!?　ストップ！　ストップです初雪さんっ！」

　けれど、制服ならともかく薄うすい体操着姿すがたのクラスメイトに触ふれるのが、なんだか僕には躊躇ためらわれてしまう。すらりと白く、長い手て脚あしを見せつけてくるような彼女の姿＆立たち振ふる舞まいに怖おじ気けづいている僕の前で、

「店員さんは……私の、肌はだの上に、白いソフトクリームを、こう、くるくる、くるくるって、順番に、作っていくんです……。私は『冷たいです、や、やめてください……っ！』って、一いつ生しよう懸けん命めいお願いしてるのに、店員さんは、ソフトクリームを作るのを、絶ぜつ対たいに、や、やめて、くれなくて……そ、そのまま、私は……コンビニのレジとは反対側の壁かべ側にある、飲み物がたくさん並ならべられている、大きなガラス張ばりの冷蔵庫の中に連れて行かれて……、ジュースと一いつ緒しよに並べられ……『すぐにお客さんが注文して、ソフトクリームを食べてくれますよ』って、言われて……そのままガラスケースの中に陳ちん列れつされちゃうんです……！」

「あ、ぁああっ！　もしかして、初雪さんのこれ、空想じゃなくて、妄想モードに入ってる!?」

　なんで気付かなかったのか。初雪さんはいつの間にやら、ちょっといけない妄想に突とつ入にゆうしているのだ。

「そ、それから、たくさんの、お客さんがやって来て、その姿をじろじろ見られて……そこに、お、織おり人とさんが……っ！」

「え？　ぼ、僕が出てきた!?　ちょっと初雪さん！　そんなにフェンスを揺ゆらしたら危あぶないです！　早く正気に戻ってください！　これは全部僕からの『たとえ話』なんですよ!?」

「……はッ!?」

　初雪さんは前のめりでフェンスにしがみついたままとこちらを振り向く。

「す、すいません……、取り乱して、しまいました……」

　彼女は顔を真っ赤にしてうつむき、息も絶たえ絶だえに、そのまま屋上にへたり込んでしまう。

　ここ、北校舎の屋上に僕を呼よんだのは、初雪さんだった。




　昼休みに携けい帯たいに一通のメール。


件名：織おり人とさん

本文：放課後、屋おく上じようへ来てくださいませんか？



　──同じクラス、隣となりの席に座すわる初はつ雪きさんから送信されたメールは、もちろん僕をここへ運んだ。先に屋上で待っていたのは彼女だった。

　落ち合った二人はついさっきまで何気ない雑談をしていて、ちょっとだけ話につまった僕は、初雪さんにこう言ってしまったのだ。




「初雪さんのイマジネーションて、ちょっと僕、凄すごいんじゃないかって思うんです。そういうのって、たとえば、どんな状じよう況きようでも頭に浮うかんできちゃうんですか？」




　とか、なんとか。

　そして僕が設定した状況が、とあるコンビニだったというわけで。

　今から思えばなんで僕はそんなコトをしたんだろうと後こう悔かいしきりなわけなんだけど、先に立たないのがソレなわけで……。

「や、やっぱり、織人さんは……」

　不意に、

「はい、なんですか？　初雪さん」

　体たい操そう着ぎに身を包んだ黒くろ髪かみの女の子はセメントで固められた屋上に座り込んだまま、もじもじと僕を見上げて、

「こ、こんなコトばかり考えてしまう、女の子は……お嫌きらい、ですか？」

　確たしかにそう言った。

「え？　い、いや！　なにを言ってるんですか初雪さん!?」

　もちろん僕は度ど胆ぎもを抜ぬかれてしまう。彼女を嫌う理由なんか僕のどこを探さがしたってありはしない。だからと言って、その気持ちをとっさにありのままに伝えるコトは難むずかしくて、だから慌あわてて、

「は、初雪さんが嫌いとか、僕はぜんぜんないです！　人には良いとか悪いとかに関係なく、いろいろとあるものですよ!?　だから初雪さんは、あまりその部分を気にしないほうが、いいと思うんですが……っ」

「そ、そうで、しょうか……」

　素す直なおすぎる黒髪の少女は、こちらを窺うかがうように見つめてくる。僕はまくし立てる。

「僕はそう思います。初雪さんがそういう傾けい向こうを持っているのと同じように、みんなにも少なからずあるもんです、そういうコトは」

「じゃあ、それは……織おり人とさんにも、ですか？」

「え……？」

　なにかを、また踏ふみ外はずしてしまった音がする。その残ざん響きようが僕にだけ聞こえたのだ。

「織人さんにも、あるんですか？　こういうことが……」

「は、え、ええっ!?　ちょ、初はつ雪き、さんっ!?」

　なんということだろう。僕は、片かた想おもいをしている女の子から、『あなたはえっちですか？』と聞かれているのだ。そんなの、決まってる。

「え、あ、あの、ぼ、ぼ、僕は、その……っ！」

　けれど、言えるわけがなかった。しかし、いいのか。もしかしたら初雪さんは僕に同類であるコトを望んでいるのかもしれない。いや、おそらくはそうなのだ。

　ここに来て僕だけ良い子の振ふりするわけにはいかない。しかし、けれども……

「ええと、僕も、それなりに──」

　……ここは、できるだけ正直に答えようとした、その時だった。

「そんなハズありません織人さんっ!!」

「ッ!?　ちょ、は、初雪さん!?」

「織人さんは、ぜんぜん、えっちなんかじゃないです！　ちっとも、変なんかじゃ、ないんです。私は知っています。織人さんは、とても立りつ派ぱな人なんです……！」

「ちょ、ちょっと、初雪さん……？」

　けれど、黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの少女はふるふると首を振って、

「私が……私が、変なんです。私が、え、えっち、だから……。こんな……人には言えない妄もう想そうばかり、しちゃう、変な娘こ、だから──」

「そ、それこそ違ちがいます！　初雪さんは変な娘なんかじゃないでいですよ!?　そんなことないですってば！」

　すると、動きを止めた彼女はふっと僕を見つめるのだ。

「じゃあ、織人さんも、え……えっち、なんですか？」

「僕がですか!?　そ……そりゃ、僕も男ですから、た、多少は……」

「それは例えば、どんなふうにですか？　教えてくださいっ！」

「ちょ、待って！　待ってください初雪さん！　落ち着いてくださいっ！」

　僕は陰おん陽みようの少女に両りよう腕うでを摑つかまれて揺ゆすぶられてしまうのだ。

「だってずるいです私のばかり知って！　織人さんがえっちなんだったら、どんなふうにえっちなのか、私にも教えてください！　」

「は、あ、なぁえッ!?　ぼ、僕が、どういうふうに、えっちか、ですかッ!?」

「はい、お願いします！　私、知りたいんです……！」

「って、だから僕の手を握にぎっちゃだめです！　み、見えてます！　初雪さんの思考が〝映像ビジヨン〟になって、僕の脳に流れ込んで来てるんですっ!!」

「だったら……だったら織おり人とさんも、私に流し込んでください。織人さんのえっちなのも私にください……！　私の体質、この『強く思ったことが肌はだを通して他人に伝わってしまう』という能のう力りよくは本来ならばこの革かわ手て套ぶくろ〝月つく撫なで〟で封ふうじられているハズなんです。けれど、織人さんにだけは、伝わってしまう。だったら織人さんの考えていることも、私に流れてくるハズです！　だから……」

　初雪さんは本気だった。

「織人さんのも私にください……っ!!」

　本気と書いて、マジで僕から吸すい取とろうとしていた。

「む、無茶を、言わないでください初雪さんっ！」

　けれども。

　結けつ構こうな力で僕の両りよう腕うでを締しめ上あげてくる初雪さんの黒い革手套越しの両手は、彼女の思考だけを、僕へと流し込む。

　そこに例外はなかった。

　それが陰おん陽みよう師じ遥はる奈な原ばら初雪の《体質》なのだった。

　彼女の言う通り、強すぎる自分の思考が他人に流れ込んでしまうという特とく殊しゆな能力。

　僕はその怒ど涛とうの如き生体電流パルスが脳のう内ないに描えがき出だす、ソフトクリームまみれな初雪さんの〝映像ビジヨン〟に、気を失いそうになっていた。

　気力と気力の勝負では、けれど、僕に勝ち目はない。

　──しかし、

「……え？　は、初雪、さん？」

　ふいにその時、脳内から、まるでコンセントを抜ぬいたように〝映像〟がかき消えてしまう。気が付けば、初雪さんはいつの間にか両腕を僕から離はなしていて。

「自分でも、わかっているんです……。こんなコトばかり考えちゃだめだって。それなのに、私という人間は……」

　彼女は黒い革手套に包まれた両手で自分の顔を覆おおい、しがみつくようにして体重をフェンスへと預あずけてしまうのだ。

　大変なコトになって来た。なんで僕は初雪さんを落ち込ませているのだろう。

　僕がやりたいことは、その逆ぎやくのコトなハズなのだ。

　ご覧らんの通り。初雪さんは、あまりにも多くの問題を抱かかえてしまっている女の子だった。そして、彼女はその秘ひ密みつを誰だれにも明かせないでこれまで生きてきている。

　誰かが、そこに触ふれて、そっと解ときほぐす必要があった。解きほぐし、彼女がもっと楽しくのびのびと世界を生きられるようにするべきだった。

　そして、そんな状じよう況きようが、僕の目の前にあったのだ。

「わ、わかりました。言います、僕の秘ひ密みつも、初はつ雪きさんに」

　覚かく悟ごはとうに、できていたハズなのだ。僕の中に。

「ほ、本当……ですか!?」

　初雪さんは、大きな瞳ひとみに不思議な色の光を宿して、僕を見上げる。

「そのかわり、僕が秘密を打ち明けたら、初雪さんは立ち直ってくれますか？」

「は、はい、約束します！」

　彼女はくるりとコチラを向き直り、脱ぎ捨てた制服を抱かかえて僕の前に立つ。

　とは言っても、なにから喋しやべればいいのだろう。僕のえっちなところと言われても──

「あ……でも、織おり人とさん……？」

　そして、僕がうむむと唸うなっている時だった。

「なんですか、初雪さん」

　見れば、黒くろ髪かみの同級生は、『くぅ……ふぅ……』と、なにやら、細く、熱い溜ため息いきを胸むねの底から吐はき出だし。体育着姿すがたのまま、まるで夢を見ているみたいな瞳で、僕を見つめているのだ。

「あ、あの……織人さんのお話を聞かせてもらう、前に……」

　まだ暮くれ始はじめの空を抱いだく屋おく上じようで、少女は、僕へと告げる。

「お仕置きして、くださいますか……？」

「……は、はい!?」

「このままでは駄だ目めだって、私も、わかっているんです……」

　後日、聞いたところによると、初雪さんはこの時のことをまったく覚えていないという。だから、おそらく彼女は一種、なにかに魘うなされていたような状じよう態たいだったと、考えられる。

「だから織人さん……私を、お仕置きしてください」

　もしくは、覚えていたのだけれども、僕には噓うそをついていた、とか。

「い、いや、待ってください!?　『だから』ってなんですか!?」

　ともかく僕は大いに焦あせった。なにが起こっているのか、一からホワイトボードに書き出して、きちんと整理した後に納なつ得とくしたかった。けれど状じよう況きようはそれを許ゆるさない。

『お仕置き』という言葉が持つ意味に、思わず後ずさってしまう僕を、初雪さんは、ゆっくりと追いつめてくる。

「だめなのは、私なんです織人さん。こんな……えっちなことを、考えてしまっては……。だから、私を、私のカラダに教えてこんでください、こらしめて、ください……」

「お、落ち着いてください初雪さん！　熱でもあるんですか!?」

「織人さんは、こんな私を見ても、陰おん陽みよう師じになりたいと言ってくださったのに、当の私がこんなことばかり考えていては……」

　僕が関東守しゆ護ご、陰陽師集団『砂すな御み門かど』の陰陽師になりたいと決意したのは、また別の理由だったのだと思うのだけど、どうやら初雪さんは初雪さんなりになにか思おもい悩なやんでいるようだった。

　僕の背せ中なかが、屋おく上じようの中央にある出入り口、その壁かべに触ふれる。逃にげ場ばは失われてしまう。

「おねがいです織おり人とさん。私に罰ばつを与あたえてください……」

　見れば、いつの間にか彼女の指先には、一枚の銀色のプレートが挟はさまれていて、




『掛かけ巻まくも、稜あやに畏かしこき木花咲耶姫命コノハナサクヤヒメノミコトの御み前まえに拝をろがみ奉まつりて、恐かしこみ恐かしこみも、白まをさく』




　ぱりりと、彼女の指先から全身を、うす桃もも色いろの雷らい電でんが走はしり抜ぬける。それは可か視し化かされた彼女の持つ霊れい力りよくが放電されつつある証あかし。そして陰おん陽みようの少女が紡つむぎ続つづける、力ある言葉。




『我が道どうに、穢けがれ一いつ切さいを祓はらい清める御み稜い威つを霊たま幸ぢはい給たまへ！』




　少女の指先から下方へ、コンクリートの床ゆかへと吸すい込こまれて消える銀の札プレート。

「なッ!?　初雪さん!?　どうして〝陰おん陽みよう師じ〟化かしているんですか!?」

「わかりません！　けれど、私は陰陽師の時に、織人さんにお仕置きされたいんです……！」

　それと入れ替わるように、初雪さんの足元から桃色のイナズマが彼女を貫つらぬき、黒くろ髪かみが下方よりの風になぶられたように湧わき立たった。

　陰陽師は、普ふ段だんやたら霊力を周囲にまき散らさないよう、その力に鍵かぎをかけている。

　力の解放にはヒトそれぞれのやり方があり、初雪さんのやり方がこれだった。

「初雪さんちょっと落ち着いてください！　それに、お仕置きと言われても、僕はどうしていいかわかんないんです！」

　だと言うのに、

「まずは……これで、私の両りよう腕うでを封ふうじてください」

　と、どこから取り出したのか、陰陽の少女は、妖よう怪かいを退たい治じするどころか、細い帯のような布を僕へと渡わたしてくる。

　こんなことをしている場合ではないと、初雪さんにキチンと言うべきだというコトは、わかっている。

　けれど、それがなぜかできなかった。

　あまりにも真しん剣けんな初雪さんに逆さからえなかったのだ。

「こう、ですか？」

　だから僕は彼女の指示通りに、初雪さんの両腕をまるで磔はりつけにするように、フェンスへと固定。

「次に、目め隠かくしを……そう、そうです。もっと……もっと、きつくお願いします、織人さん。それから……、はい、両方の足を、足首だけじゃなくて、太ふと股ももの辺りも、動かないように……」

　思わずにはいられなかった。

「と言うか、そもそも、僕をここにメールで呼よんだのは、このためだったんですか……？」

　繰くり返かえすけど、僕をここに呼んだのは初はつ雪きさんなのだ。そんな彼女が、こんなに必死になっているというコトは──

「ち、ちがいます！　本当の理由は違ちがうんです！　でも私、どうしても陰おん陽みよう師じの時に、織おり人とさんにお仕置きされたく、なってしまって……。織人さんになら、こんな私でも止めてくれる気が、するんです……！　だから、最後に、私の口に、猿さるぐつわを、うぐ、むぅ……むぅぅっっぅ……！」

「は、初雪、さん？　ちょっと……!!　僕が自分でやってなんですが、今それは外します!!　ちょっと、なんでイヤイヤするんですか！　外せないので、動かないで、ください……！」

「はぷっ……！　な、なんで、外しちゃうんですかぁ……？」

「だって、なんかやばそうでしたよ？　初雪さん……」

「ち……ちがいます……、ちがうんです。私を、変な娘こだって、思わないでください……！」

「お、思いませんから！　だから、これ、全部解といていいですよね？　って、だからなんで、そこでためらうんですか？　解きますからね!?　……こ、この帯おび紐ひもで、最後です！」

「はぁ……はぁ……はぁ、ふぅ……ぅぅっ」

　戒いましめを全て外されてしまった初雪さんはずるずると、フェンスにもたれかかったまま、セメントの縁ふちに腰こしかけてしまう。

「私は……、織人さんに、ここにお呼びした理由を、まだ、言っていませんでしたよね……」

　一方、帯紐をまとめて縄なわ跳とびをしまう時のように縛しばって片付けていた僕は、

「確たしかにそうですが……え？　ここからが本題ですか!?」

　彼女を思わず二度見してしまう。

「織人さんは、私のコトを、お友達だって、言って、くれたと、思うんですが……」

　もちろん僕は「はい」と答える。言葉にしてしまうと、なんだかあれだけど、だからこそ、僕は初雪さんの側にいることができるのだ。

「私、いつかお友達ができたら、一いつ緒しよに行きたいって、ずっと思っていた場所が、あったんです……」

　すぅっと、不思議な力で宇宙空間に放り出されてしまったのかと、僕は思った。もしくは、相当強い力で、後頭部を殴なぐられて気持ちのいい状じよう態たいが発生したのかとも。

「ええと、もしかして、あの、それって」

　口が先走っていた。もしも全然別のコトだったらとんだ赤あかっ恥ぱじだったけど、僕は彼女に尋たずねていた。

「お、お出かけの、お誘さそいですか？」

「は、はい!!」

　初雪さんによる肯こう定ていの返事に、僕は見事、着地していた。

　信じられなかったが、そこにはちゃんと、映画『インディー・ジョーンズ』のジョーンズ先生が飛んだみたいに、きちんと道が用意されていたのだ。

「あの、これ……!!」

　初はつ雪きさんは置きっぱなしにしていた通学鞄かばんに飛びついて、中から取り出した白い封ふう筒とうを振ふり向むき様ざまに僕へと差し出す。

「これって……」

　受け取り、そっと中身を引ひっ張ぱり出だして、印いん刷さつされた文字を繰くり返かえし確たしかめる僕の口が、ぽろりと零こぼす。

「……美術館の、チケット？」

「も、もし、今度の日曜日、織おり人とさんがお暇ひまで、ご迷めい惑わくではなかったらで、いいんです……」

　僕の答えは、決まっていた。

「あ、あぁぁあ、ええと、今度の日曜日は、そっ、その──」

　初雪さんの反はん応のうが早く見たくて答えを急いだため、僕の声は、すんごく、震ふるえていた。




　──これは、とある休日に、ご覧らんの通り個性的すぎるほど個性的な陰おん陽みよう師じの女の子、遥はる奈な原ばら初雪さんと、彼女に誘さそわれた少年である僕、森もり口ぐち織人の、とある休日の物語。
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　──初雪さんの指定した日曜日、お出かけ当日はあっという間にやって来てしまった。

　あの日、屋おく上じようで黒くろ髪かみの陰陽少女がお誘いのチケットと共に──たとえばの話──僕の両りよう脚あしに高速回転する車しや輪りんを取り付けたとするならば、その片方は『早く！　早く日曜日になってくださいーっ！』というアッパー系のゴムタイヤであり、もう一方は『どうしよう！　来るの？　約束の日がついに来ちゃうっていうのーッ!?』というハイテンション系の無限軌道キヤタピラーだった。

　そして僕は、あの日あの時からずーっとそんな左右相反する二つの想いに股また裂さき状じよう態たいを保たもたれながらここ、『巌いわ沓くつ木き自然公園わくわくぱーく』の正門にやって来ているのだ。

　空を見上げれば快晴の日曜日。

　初雪さんとは、ちょっとだけ中ちゆう途と半はん端ぱな時間設せつ定ていだけど、九時五十分に待ち合わせをしていて、視し界かいに映る公園の時計の針は、ちょうどその五分前を指している。

「うーん……っ」

　これより、なんとももどかしい三〇〇秒が始まろうとしていた。

　同時に、『ついに、ついに……っ！』という右タイヤと『本当に初はつ雪きさんはここにやって来るの!?』という左キャタピラが、再ふたたび僕を二つに引ひき裂さこうとしている。

　──思う。

　両りよう脚あし二つの駆く動どう体たいにエネルギーを送り込んでいる想いというのは、

「ひょっとして、これって僕にとって、生まれて初めての『デート』なのかもしれない……」

　という、思わず口からこぼれてしまった事実に集約される。と。

　緊きん張ちようしないわけがなかった。二年生にもなって、ようやく『高校生』ってやっぱりすごいとか思った。なんだか手足の先せん端たんがじんじんと痺しびれている。

　これは……過か呼こ吸きゆう？

　そんなに僕はハァハァしているというのか。

　でも確たしかに耳鳴りのような鼓こ動どうは、常つねに通つう常じようの一・五倍くらいは強く脈みやく打うってしまっている。

　つまりはあれだな。

　要約するともう、ふわっふわなのだ。今の僕は。

　正直に、正せい確かくに言ってしまえば、これは厳げん密みつな意味の『デート』ではない。というコトは、僕にも十分わかっている。

　わかっている、の、だけれども、

『見た目』だけ言うのなら、たとえ僕と初雪さんが友達同士としても、今より始まろうとしているこのイベントは、デートと言ってしまって構かまわないんじゃないかという見地が、どうしても僕を加速させてしまう。

　とにかくもう初雪さんが待ち遠しかった。彼女を一目見さえすれば、このジレンマは解かい消しようされるのだ。

「って、さっきからまだ一分しか経っていない!?」

　しかし、再ふたたび公園の時計を見やった僕のガクゼンとした声は、『わくわくぱーく』に犬を連れて散歩に来ていたおじいさんをただただニコニコさせる結果となる。僕は曖あい昧まいな笑顔でおじいさんに会え釈しやくをしてから、深呼吸。

　ここに来て、時間がゆっくりになっている気がしてくる。

　あと四分。

　僕はもう、公園の入り口を行き交う人の流れから目が離はなせなくなっている。

　なんだかもう公園へやって来る女性が全て、一いつ瞬しゆん初雪さんなんじゃないかと錯さつ覚かくしてしまう。

　末まつ期き症しよう状じよう。

　こんなコトなら時間ぴったりに来るんだったと後こう悔かいする。初雪さんのコトばっかり考えてるから昨日の夜はきちんと眠ねむれなかったのだ。そして実はこの待ち合わせ場所には十五分も前に到とう着ちやくしている。

「だめだ、いったん落ち着こう」

　僕はごしごしと目頭を擦こすり、脳のう内ないからできるだけ幻まぼろしの初はつ雪きさんを払はらう。

「……ぁ、……あれ……？」

　だと言うのに、

「まだ、初雪さんが、残ってる……」

　公園の入り口に通じる道の向こうから一人、なんど見直してもいくら目を拭ぬぐっても、ずっと初雪さんのままな女性が一人、こちらに向かってやって来ていて、

「って、うぉおっ!?　ほ、本物だ!?」

　まるで衛えい星せい軌き道どう上じようから特とく殊しゆなスポットライトを浴びているかのように、そこだけ輝かがやいている。

　ハイネック、ノースリーブな若草色のワンピースに身を包んだ彼女は、まだ僕には気付いてないようだった。

　長い黒くろ髪かみを括くくるリボンは濃のう紺こん。緩ゆるい風がリボンを揺ゆらして、それと同色、肘ひじの上までを覆おおう革かわ手て套ぶくろで、彼女はほつれた髪を耳元にかき上げる。

　その動作がとてつもなく、大人っぽかった。

　初雪さん、化け粧しよう、してないと思う。なのに、なんなのだろう、彼女は僕と同じ歳としなのに、この年の差を感じさせる雰ふん囲い気きは。

　だんだん、自分が恥はずかしくなってくる。

　本当に彼女は、僕なんかと待ち合わせをしているのだろうか？

　今までの全ては僕の見た夢で、彼女はそのままコチラになんか目もくれずに『わくわくぱーく』の中に一人で入って行ってしまうのではないか。

　しかし、

「お、おまたせしました……」

　きょろきょろと周囲を見回し、こっちに気付いた初雪さんが、小走り気味に僕の目の前に立つ。

「……織おり人とさん」

　五秒にも満たないその時間に、僕はたぶん、顔が真っ赤になっている。声が出なかった。

「織人さん……？」

　そう、彼女は今日、僕と美術館に行く約束をしているのだ。

　ただ偶ぐう然ぜんに、ここですれ違ちがうワケじゃなく。

　それが、たまらなく嬉うれしかった。

「織人さん、すいません、お待たせしてしまったみたいで……」

「いや！　全然！　た、楽しかった、からっ！」

　理性とはウラハラに、今までの悶もん々もんとしていた思考が全て吹っ飛び、

「あ、あの、それで、えっと、初雪さん、そ、その服は……」

　僕はシドロモドロに、ふと思ったことをまんま口にしてしまう。

　途と端たんに初はつ雪きさんは、

「こ……これ、変、ですか？　良くなかった、ですか!?」

　顔を真っ赤にして半歩、尻しり込ごみするように後ずさり。

「うぅん違ちがくて！　す、すごく、似に合あってるって言うか──」

　僕が慌あわてて首を振ふれば、黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの少女はすくめた肩かたからゆるゆると力を抜ぬきつつ、

「あ、あの、本当は私、もっと、ゆったりとした服が、よかったのに、勒ろく天てんさんが、勝手に服を選んで……」

　確たしかに、初雪さんの着ているワンピースはけっこうカラダにぴったりめで、ボディラインがそのまま出てしまっていて……。

「勒天さんは、ミニスカートとか、そういうのばかり出してくるし、このワンピースで、ようやく、妥だ協きようしてくれたんです……」

　僕は是ぜ非ひとも初雪さんのミニスカートも見てみたかったけれど。でも僕としても、初雪さんには、ゆっくりと徐じよ々じよに、僕を慣ならしてもらわないと、これは、うん、困こまるだろうと思った。

「え、ええと……、で、美術館はこの公園の中にあるんですか？」

　ぎこちなく、どちらともなく僕と初雪さんは緑の多い園内へと足を踏ふみ入いれ、散歩コース的な並なみ木き道みちを歩き始める。

「はい、あの、今から行く美術館は、この『ぱくぱくぱーく』の中にある施し設せつでして」

「……ああ、この『わくわくぱーく』の？」

「ッ!?　お、織おり人と、さん？　今、私『ぱくぱくぱーく』って言いましたか!?」

「いえ！　初雪さんは『ぱくぱくぱーく』とか言ってません！　『わくわくぱーく』って言っていましたよ!?」

「そ、そうですか……？　だったら、いいのですが……」

　フォローはこれで良かっただろうか。

「──ええと、道はこっちで？」

　園内はけっこうな広さがあるらしく、分かれ道が多い。舗ほ装そうされた道を歩きながら、僕は初雪さんに尋たずねてみた。

「はい。あの、美術館のオープンは十時からで、開館まで、あと十分くらい時間があるんですけど……。あまり込まないうちに、観みてしまいたくて……」

　並木道を歩いているのは、もちろん僕と初雪さんだけじゃなかった。公園は朝の六時とかから開いているらしく、大きな池の周りで油絵を描かいている人や、ジョギングをしている人、家族連れなどで賑にぎわい始はじめていた。さすが休日だと僕は思う。

　それから数分、二人はたわいもない会話を続けながら、木こ蔭かげの涼すずしい園内をてくてくと歩き、公園の片かた隅すみ、森の中にある美術館へと辿たどり着つく。

「雰ふん囲い気きのある建物ですね……」

　建物の外観は総レンガ造りの二階建て。『巌いわ沓くつ木き美術館』というプレートが浮うき出でるみたいに、周囲には濃こい緑色をしたツタが這はっていた。

「なんでも、この公園ができるまえからある建物らしいです」

　運のいいことに僕等は一番乗りだったらしく、入り口に人ひと影かげはない。そして確たしかに、開館は十時からのようで、あと二～三分ほどで、入場できるみたいだった。

「それで、この中ではどんな展てん示じをしているんです？」

「今は常じよう設せつ展てんの他に日本画展をやっているんですが、織おり人とさんは、『葉は濡ぬら衣い快かい果か』という画家を知っていますか？」

「はぬらい、かいか……？　いえ、聞いたコト、ない気が……」

　確たしか、図工の資し料りよう集しゆうにもそういう名前は載のってないと思った。僕の返答に、けれど初はつ雪きさんは特にがっかりした様子も見せず、

「私、小さい頃ころに偶ぐう然ぜんその人の絵を見て、以来ずっとファンなんです。葉濡衣快果の原画展が、自分の街の美術館に来るなんて、本当に、夢見たいで……」

　なんだかうっとりモードに入り始めている。僕もふと、初雪さんにつられてワクワクしてき始めている自分に気が付く。

　こういう時のコツを僕は知っている。

「良かったらその葉濡衣快果っていう人がどんな画家なのか、教えてもらえますか？」

　詳くわしい人にもっと話を聞いちゃうコトである。

「はい、快果は明治時代初期の日本画家でして──」

　初雪さんは、すらすらと葉濡衣という画家の生しよう涯がいを諳そらんじていく。彼女はなかなかのストーリーテラーだった。僕は初雪さんのおかげで、にわかの葉濡衣快果通になりつつ、気が付けば開館時間は目の前に。

「行きましょう、織人さん」

　係員の人によって錠じようが外された扉とびらから、僕達は二人並ならんでひんやりと冷えた美術館の空気の中に足を踏ふみ入いれる。

　それから初雪さんが用意してくれていたチケットを受付に渡わたし、いざ、特別展ルートへ。

「ええっと……」

「一つめの展示物。ガラスケースの中に飾かざられていたのは、襖ふすまを四枚ほど並ならべたくらいの巨きよ大だいな日本画だった。」

「な、あ、ぅう……ッ!?」

　僕はその時、ごく控ひかえめに言って、度ど胆ぎもを抜ぬかれていた。

「は、は、は、はつ、はつ……ッ!?　初雪、さ……」

　ああ、受付のお姉さんは、高校生の男女がここへ来たことを、なんと思っただろう。

　そこにあったのは、精せい緻ちに精緻に、細部まで丹たん念ねんに描えがかれた、巨大な、

「これって、しゅ、しゅ」

　春しゆん画がだった。

　つまり、男女のそういうイトナミ的な情じよう景けいを描えがいた絵画芸術が、僕と初はつ雪きさんの、わずか五十センチ程ほど先に、まるで壁かべのように鎮ちん座ざしていたのだ。

「（ぅ、ぅううわあああッ!!）」

　しかも、目の前にある絵画のモチーフは、かなりマニアックなイトナミだと言える。

　男性が、荒あら縄なわで、女性を、天てん井じようから、吊つり下さげて的な、いわゆる、なんと言うかな、シチュエーションだった。

　モザイクなんていう誤ご魔ま化かしも一切施ほどこされてないそういうモノが、今、高校二年生である僕と初雪さんの前に、あったのだ。

「ちょ、こ、こ、こ、これ、初雪さんッ！　しゅ、しゅん、しゅんっ！」

　絶ぜつ対たいになにかの間ま違ちがいだった。

　僕はようやく、目の前の絵画から視し線せんをひっぺがし、初雪さんへと首を向ける。

　すると、

「やっぱり、本物はぜんぜん違ちがいますね……」

　感動に瞳ひとみすら潤うるませ、自分自身を抱だきしめるように身み震ぶるいを堪こらえている少女が、そこにはいた。



「（え、え、えええええええッ!?）」

　いったい、どういうことだろうか。

　初はつ雪きさん、先日は自分はえっちだとか、えっちじゃないとかなんとか、言ってたハズ。

　それなのに、どうして、こんな、トコロに……？

　も、もしかして、ここは、初雪さんの突つっ込こみ待ちなのだろうか。

『って、これ、春しゆん画がじゃないですかー！』

　みたいな……？

『初雪さんのえっちー！』

『てへへー！』

　的な……

　──い、今？

　今、それをするべきなのだろう、か……？

　いやいやいや待て待てまて、僕もこう見えて相当混こん乱らんしている。

「あ、が……ぁ」

　もし、これが初雪さんの本気だったらどうするというのだ。

　ボケとかではなく、全部が本気で真しん剣けんだったら？

　そう、初雪さんは、純じゆん粋すいに美術として、この葉は濡ぬら衣い快かい果かという画家が描えがいた絵画に、ココロの底から胸むねを打たれているとしたら？

　判はん断だんが、できない。

「お、織おり人とさん、どうか、されましたか……？」

　それはそうだろうと、僕も思った。

　今の僕は、春画の前で口をぱくぱくさせながら硬こう直ちよくしているのだ。まさしく『ぱくぱくぱーく』だった。

　そして普ふ通つう、連れがそのような状じよう態たいになってしまったら、隣となりの人は心配になるものだ。

「ど、ど、どう、どうも、してないよ？　た、ただ──」

「……ただ？」

　なんと言えばいいだろうか。

「こ、この絵、なんと言うかすごく、鬼き気き迫せまるモノがあるな、って……」

　僕は絞しぼり出だすようにして、そう言った。

　すると、

「そう！　そうなんです織人さんっ！」

　初雪さんは小さく飛び上がって、僕へと振ふり向むいた。

「へ？　えっ？」

　当とう惑わくする僕をしっかりと見つめ、初雪さんは続ける。

「この作品、『麗うるわしのペンダント』は葉は濡ぬら衣い快かい果か、中期の最高傑けつ作さくと言われていて、それまで認みとめられなかった快果が、これが駄だ目めなら最後と覚かく悟ごを決めて描かいた作品なんです。鬼き気き迫せまるのも当然なんです。彼はこの絵に、おそらく全てを注いだのでしょう」

「な、なる、ほど……？」

　僕は改めて巨きよ大だいな春しゆん画がを見上げ、ごくりと唾つばを飲み込んでしまう。

「良かった。織おり人とさんは、わかってくれるんだ……」

「え、初はつ雪きさん？　あ、あの、僕はその──」

「織人さんっ！」

「は、はいっ！」

　けれど僕は思った。こんなに瞳ひとみを輝かがやかせているのを学校で見たことはなかったと。

「次、次に、行きましょう……！」
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　想そう像ぞうを超える春画の奥おく深ふかき世界に翻ほん弄ろうされる男子高生と、そのナビゲーターを務つとめる女子高生・初雪お嬢様の後を、

　こっそりと尾つけている集団がありました。

「森もり口ぐちくんは、この美術館には下調べ一切なしで来たみたいですね。かなり驚おどろいています……」

　囁ささやいたのは、白と朱の巫み女こ服ふくにエプロンを着けたそばかす娘、私こと『お菊デイジー』という式しき神がみで。

「当たり前でしょう。あの『葉濡衣快果』の作品です」

　波は紋もん一つ立たない水みな面もの如ごとく答えてくれたのは、九九・九九％フオーナインの金きん髪ぱつをお下げにした、小学五年生くらいの外見を持つ巫女・勒ろく天てん舞まい耶やさん。なんと、遥はるかに年下に見えるこの女性は、これでもあの初雪お嬢様の乳う母ばを務めた人物でもあるのです。

　そして、

「おい維ゆい摩ま、あまり震ふるえるな。我が酔よってしまう」

　次に響ひびいた声は、きわめて低音部を担たん当とうする管楽器のような音質を持った渋しぶい男性のモノ。発生元は、一人の黒くろ縁ぶちメガネ少年の肩かたに乗った、胴どう体たいがこんにゃくでできているという子こ狐ぎつねの赤い口から。

　この奇き妙みような存そん在ざいの名はレキと言って、姿すがた形かたちさえ違ちがえど、彼も私と同じ式神存在だったりします。さらには、

「ぐ、うぅぐぐぐ……す、すいません、レキさん……」

　ヘンテコなコンニャクキツネを肩に乗せた黒縁メガネの少年も、これまた式神。

　まあ、つまりはこの妖あやしい神社的集団は、初雪お嬢様が筆頭陰おん陽みよう師じを務められている陰陽師集団『砂すな御み門かど』を統とう括かつする、遥はる奈な原ばら家けの式しき神がみ衆しゆうなわけでして。

　その一員、黒くろ縁ぶちメガネの式しき神がみ、維ゆい摩まの名を持つ少年は、ずぅっと小こ刻きざみな震ふるえを止めるコトができないでいるのです。

　なぜなら、彼は式神として仕える家の正せい統とうなる陰おん陽みよう師じとしての後こう継けい者しや、つまりは初はつ雪きお嬢様にホの字であり、離はなれた場所でとても楽しそうにしているお嬢様と森もり口ぐちくんから、視し線せんを外すことができないままだからで──

「けれど、勒ろく天てんさん。高校生二人が、ああいう絵を観みて回まわるというのは、どうなのでしょうか」

　維摩のフォローに回ったわけじゃないのですが、この期ごに及およんでとりあえず的に、きめ細やかなサービスが売りであるところのエプロン巫み女こたる私は、一いち応おう口にしてみるわけです。

「なるほど、春しゆん画がなだけに、それを観る時期にも旬がある。そういうわけですね？」

「そういうわけでありません」

　勒天さんへの突つっ込こみもこなします、ええ。さて、ここで金きん髪ぱつ巫女・勒天さんの冗じよう談だんが聞こえたわけでもないのでしょうが、お嬢様と森口くんは次のブロックへ移い動どう。私達式しき神がみ衆しゆうも音もなくそれに続いて、新たな物もの陰かげへと隠おん業ぎようします。

「ところで、先ほどから初雪お嬢様と森口さん以外、館内に人の姿すがたを見ないのですが」

　一息ついたところで、私はふと、尋たずねてみます。式神衆が美術館の中でこれだけ足音を殺さなくてはならないなんてと、疑問に思って。

「当たり前です。すでに入り口には本日臨りん時じ休館の看かん板ばんがあるはずですから」

　ほそりほそりと口にする勒天さんへ、

「あの、どうしてですか？」

　思わず私は振ふり向むいてしまいます。

「この美術館は、あまり知られていませんが、『私営』です」

「はい。……あ、まさか」

「公園の敷しき地ちを巌いわ沓くつ木き市しに寄き贈ぞうしたのも、この美術館を運営しているのも、我ら『砂すな御み門かど』を擁ようする『遥はる奈な原ばら家け』」

「なる、ほど……」

　頷うなずく私に、維摩の肩かたに乗るこんにゃく狐ぎつねは、

「デイジー。お嬢様が自ら友人を誘さそっての行楽。我ら式神が万全を期してそれをフォローをするのは当たり前のコトだとは思わぬか？」

　言ってくるので、とりあえず頷うなずくことにします。なにさ偉えらそうに。こんにゃくのくせに。

「ところで、どうしたのです維摩」

　そして意外と勒天さんは、お嬢様と森口くん以上に、白びやく衣えに袴はかま姿すがたなメガネ式神、維摩が気になっている様子。

「い、いえ、自分は同じく、お嬢様の安全を、見守っているだけです」

　それを聞いた瞬しゆん間かんの、勒天さんの瞳ひとみに宿った微かすかな光を、私は見み逃のがしませんでした。感情をまったく表に出さないと評ひよう判ばんの金きん髪ぱつ巫み女こですが、いつも側でお仕えしている私には、なんとなくわかるのです。勒ろく天てんさん、今、維ゆい摩まを連れてきたのは失敗だったかもしれないと、思ったんじゃないですか……？　けれど、それを知ってか知らずか、維摩は、

「勒天さん、ひとついいですか」

　と、金髪巫女に話しかける勇気の持ち主。

「なんです維摩」

「式しき神がみが人間になれるという方法があると、聞いたのですが、本当ですか？」

「そんなことをいったい誰だれに聞いたのですか。式神に勝手な設せつ定ていを作るのはよくありません。式神は、一生式神です」

「ぅうっ…………！　くそう……!!　人間めっ！」

　今、勒天さんは、維摩が式神の暗黒面に墜おちる前に、ただの鉄てつ鏡かがみに戻もどしたほうがいいだろうかと、考えているんだと思います。

　さて一方、我ら式しき神がみ衆しゆうの監かん視し対たい象しようである二人の男女はと言うと──
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「どうでしたか？　織おり人とさん」

「……か、かなり、すご、かったです……」

　その時、僕と初はつ雪きさんは『わくわくぱーく』の中央を占しめる大きな池のほとり、テーブル付きの木製ベンチに座すわっていた。

「僕……こ、こんなに一生懸けん命めいに美術館で絵とかを観みたのって、これが、初めてで……」

「はい」と、僕の告白に、黒髪の少女は僕の向かい側でコクビを傾かしげる。

「……それが、こんなに持っていかれるものだとは思ってもいませんでした」

「私も最初はそうでした」

　にこっと笑みを浮うかべる初雪さん。

　それはおそらく、六十余あまりの日本画（と言うか、春しゆん画が）を共に観み尽つくした二人だから通じる会話だった。

　美術館をぐるーりと一周した後、『す、すいません織人さん！　もう一回だけ、もう一度だけ観たい絵があって！』という初雪さんと共に、僕は再ふたたび順路を行ったり来たり。

　そして頭をくらっくらにさせた僕は、こうして今、空の下で休きゆう憩けいさせてもらっているのだ。

　実じつ際さい、美術館での絵画観賞というものを、舐なめていた。

　僕は葉は濡ぬら衣い快かい果かという人物が絵画に込めた魂たましいの重じゆう厚こうさに、濃こゆい映画をまとめて五～六本まとめて観たのではないかというくらい、圧あつ倒とうされてしまっている。

　比ひ喩ゆ表現とかではなく、心身が気持ちいいくらいに、くったくただったのだ。

「あの、織おり人とさん……」

　見れば、そんなつっぷし気味な僕へと、初はつ雪きさんは僅わずかにテーブルへと身を乗り出していた。

「なん、ですか？」

「えぇと、その……あの──」

　そこで急に、初雪さんは顔を赤くし、瞳ひとみを少しだけ泳がせながら、尋たずねてくる。

「──楽しかった、ですか……？」

「はい、とても」

　僕は答える。

　──確たしかに最初は戸と惑まどったし、絵画の一枚一枚に葉は濡ぬら衣い快かい果かの大ファンである初雪さんが解かい説せつを加え始めた時は、本当にどうしようかと思ったけれど、でも、僕は、なんだか生まれて初めて楽しさを、その時味わってしまったのだ。

　絵画の奥おくにあるストーリーは、僕を完全に魅み了りようした。

　──それに、初雪さんの秘ひ密みつにも、少し、近づいた気もするし……。

　そんな僕の即そく答とうに、黒くろ髪かみの少女は、

「ぁあ、よかったです……!!」

　周囲に歓喜の光る粒つぶをまき散らすように、両の手を合わせてキラキラする。

「っ……」

　僕は思わず、息を飲み込む。

「ど、どうしたんですか？　織人さん」

　そんな僕を前にして、怪け訝げんそうに動きを止めてしまう初雪さん。しまったと思ったけど、もう遅おそかった。

　だから僕は、言ってみる。

「今、初雪さん、『よかったです』って言った時、にこって、笑ったよね……」

「……？」

「初めて見たかもしれない。初雪さんの、そういう笑顔」

　瞬しゆん間かん、初雪さんはぽうんと真っ赤に染そまり、

「そ、そんな……は、恥はずかしい、こと、い、言わないでください……っ」

　とっさに僕から顔を背そむけてしまうから、僕は慌あわててしまう。そんなに、困こまらせるつもりはなかったのだ。

　ただ、それが本当に可か愛わいかったからで──

「わ、私……美術館を出てから、はっと気付いちゃったんです」

「初雪さんは、もじもじと下を向いたまま、」

「美術館の中で、私ばっかり、喋しやべっちゃって、もしかしたら、織人さん、すごく退たい屈くつしてたんじゃないかって……」

「まさか！　すごく楽しかったし、それに、初はつ雪きさんの解かい説せつを聞けば聞くほど、葉は濡ぬら衣い快かい果かという人が、いかに苦く悩のうし、己おのれの作品を残していったかがリアルに感じ取れて、僕も後半は食い入るように魅み入いっちゃったんだよ!?」

　脳のう裏りにフラッシュバックしてくる、ちょっとだけ興こう奮ふんした様子の、美術館の中での初雪さんの姿すがた。

「それにすごく伝わってきた。初雪さんは本当に、葉濡衣快果っていう人が好きなんだなって」

「は、はい。どうしてでしょうか、なぜか引かれるんです。どこか、相通じるような……。って、す、すいません！　また、私ばかり」

「うぅん、ここには……なんだかとても重要なものが潜ひそんでいるような気がするから、続けて？」

「そ、そうです……か？　でしたら、あ、……あの、織おり人とさんはどの絵が一番、良かったですか？」

「僕は、やっぱり、入って一番最初の、かな。なにしろ最初で、一番インパクトあったし」

「やっぱりですか？　織人さん、言葉を失ってましたもんね！」

「う、うん、ちょっと、失っちゃったかな！」

「私なんて、ほら、あの絵の絵はがき買っちゃったんですよ？」

「いつのまに!?」

「大だい丈じよう夫ぶです、もちろん織人さんのぶんも、ちゃんと、あります」

　なにが大丈夫なのかはわからないけど、初雪さんがすすっと差し出してくるポストカードには、見まごうことなき、あの春しゆん画がが。

「ありがとう、初雪さん……」

　僕はそそくさと鞄かばんにしまう。

「で、初雪さん、これから──」

　──どうしますか？　と、僕が顔を上げると、黒くろ髪かみの少女は僕の背はい後ご、大きな噴ふん水すいがある池の方に視し線せんを向けて、なにやらちょっと、ぽうっとしてしまっていた。

　もちろん僕は、初雪さんはどうしちゃったんだろうと、彼女の視線を辿たどる。

「……初雪さん、もしかしてあれが気になるの？」

　僕はおもむろに、大きな噴水が噴ふき出だしてる池の方角を指さした。

「っ！」

　黒髪黒くろ手て套ぶくろの少女はぴくっと我に返り、僕を見て再ふたたび頰ほおを染そめてしまう。

「い、いえ、そんな……」

「初雪さんさえよければ、いいよ、乗ってみよう」

「……よ、よろしいの、ですか？」

『わくわくぱーく』には、ボート乗り場があったのだった。
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『白鳥２号』と名付けられたボックス型足こぎボートの片かた席せきで、

「デイジー、もっと速く」

　金きん髪ぱつ巫み女こは私に仰おつしやるのですが、

「でしたら勒ろく天てんさんも一いつ緒しよに漕こいでください！　袴はかまを履はいたままだとこれ、とっても漕ぎにくいんですよ？」

　当家に仕える他の方々と違ちがい、私こと『お菊デイジー』はただただ勒天さんの身の周りのお世話をさせていただくコトで精せい一いつ杯ぱいな式しき神がみ存そん在ざい。基本的に力仕事には向いていないというのに、巫女服姿すがたでプラスチックの座席に体育座りな勒天さんは、ボートのペダル動力を全て私に頼たよるのです。

　二人乗りの白鳥ボートは今、ゆっくりと池の縁ふち沿ぞいを進んでいました。

「この辺りでいいでしょう」

　そう言って手を差し出してくる金髪巫女に、私は『はぁはぁぜぇぜぇ』と息を切らしながらも、双そう眼がん鏡きようを手て渡わたします。

「念には念を入れ、ボートは全て、昨夜の内にチェックしていると聞きましたが」

　彼女は覗のぞき口ぐちに両りよう瞳どうをあてがいながら問うて来るので、

「はい。『白鳥タイプ』、『ノーマル箱タイプ』、共に１号から８号まで。並ならびに『手こぎボート』のほうも全て、安全点てん検けんを済すませてあります」

　ハンドルにカラダを預あずけ気ぎ味みなエプロン巫女である私は、答えます。

「池の水すい質しつは？」

「チェック済ずみです。さすがにそのまま飲めはしませんが、基き準じゆん値ちは充じゆう分ぶんに上回っています」

「なるほど。綺き麗れいな水だけに、スラスラとよどみなく答えた。そういうわけですね」

「そういうわけではありまん」

　突つっ込こみだってこなします。双眼鏡の焦しよう点てんダイヤルをこりこりいじる勒天さんを横目に見つつ、私も自分のポーチからオペラグラスを準じゆん備び。

「それにしても……まさかお嬢様がボートにまで乗るとは思いもよりませんでした」

「忘わすれないよう、日記に付けておかなければいけませんね、今日は」

　頷うなずく勒天さんの頰も、僅わずかに上じよう気きしている気がします。

　──仕方のないコトだと、私などは思うのです。

　なにしろ、池の縁にまで張はり出だしている見事な枝えだ振ぶりの松、その木こ蔭かげに『白鳥２号』を停てい泊はくさせた勒天さんと私が観察するのは、池の中央辺りを通過中の『手こぎボート』、そこに乗る二人の男女なのです。

　オールを漕こいでいるのはもちろん少年のほう。

　初はつ雪きお嬢様も森もり口ぐちくんも、ボートは初めての体たい験けんらしく、かなりおっかなびっくり、船を進めていました。

「けれど、維ゆい摩まちゃんを岸に置いてけぼりにしてよかったんですか？」

「しかたがありません。代わりに双そう眼がん鏡きようは渡わたしてあります。メガネでは使いにくいでしょうが、陸要員としての役目は果たせるでしょう」

「……双眼鏡は、維摩ちゃんには渡さないほうがよかったんじゃ……」

「なにか？」

「いえ、なんでもありません」

　言いながらオペラグラスから目を離はなせば、隣となりの勒ろく天てんさんは一いつ時ときたりともボート上の少年少女から双眼鏡を離しておらず。

「はぁ……」

　私は思わず、そっと小さく溜ため息いきをつくのです。

　さて、どうやったらこのオペラグラスと、勒天さんの手ぶれ補ほ正せい機き能のうまで付いている巨大な双眼鏡を取り替えてもらえるか、思し案あんのしどころでした。

　私だって、お嬢様をもっとよく見たいのです。

　あんなに楽しそうな初雪お嬢様のレア度を考えれば、

「勒天さん……」

「なんですか？　デイジー」

「い、いえ、なんでもありません……」

　下げ剋こく上じようもありかと思いましたが、お嬢様の乳う母ばである彼女にここは譲ゆずるべきと、デイジーは判はん断だんするのです。

　勒天さんになら、双眼鏡を通して初雪お嬢様と森口くんの会話を読み取るコトも、きっと可か能のうなのでしょうし──




　　　　　●




「見てください織おり人とさん、カモです！　船の後をついて来てますよ？」

「ひょっとしたら、初雪さんを親だと思っているんじゃないでしょうか」

　黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろな少女が選んだ手こぎのボートは、最初こそぐらぐら揺ゆれたりしてひやひやモノだったけど、コツを摑つかめばなかなか快かい適てきだった。

「でも、このカモ、子連れですよ？　もしかしたら、エサを期待しているのかも」

　そんな陰おん陽みよう少女の言葉に、

「あ、そう言えばもうこんな時間ですね」

　僕はオールから離はなした左手のリストウォッチを確かく認にんして、少しびっくりしてしまう。

「まだお昼前かと思ってたのに……。初はつ雪きさん、お腹なかとか空いてきませんか？」

「あ、あの、それで、織おり人とさん……」

　突とつ然ぜんもじもじと、初雪さんは軽く身み悶もだえ的な動作を交えながら、僕へと視し線せんを送ってくる。

「？　どうしたんですか？　初雪さん」

　まさかトイレ？　とか思いつつ尋たずねる。すると、

「……じ、実は……」

　初雪さんはいつの間に用意したのか、籐とうを編んで作った小さなバスケットを、背はい後ごのスペースから、取り出していて、

「織人さんの分のお弁当も、作って、きたんです……」

　黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの少女はおずおずと、僕へと、文学的なまでに完かん璧ぺきなランチセットを差し出していたのだ。

「………っ!?」

　脳のう天てんからぽぴんと二葉が発はつ芽がしてしまいそうだった。出た芽めはにょきにょきすくすくと成長し、ついには天を衝つくユグドラシルとなって、あやうく新たな次元を創そう世せいしてしまう寸すん前ぜんで、僕はなんとか我に返るコトができる。

　つまりはそれくらい意表を突つかれ、僕の中は光でいっぱいになってしまったのだ。

「織人さん……？」

「あ、い、いや！　すいません！　ちょっとびっくりして、しまって……！　あ、ありがとうございます初雪さん！　い、いただいて、いいんですかこれ!?」

　受け取って、バスケットを開いてみれば、

「ツナと、サーモンと、ハムチーズの、クロワッサン・サンドです。あと、アイスティーがこのポットに」

　彼女の言う通り、こんがりと焼けた紡ぼう錘すい型がたのクロワッサンが三つ、綺き麗れいな布ふ巾きんの敷しかれたバスケットの中に並ならんでいた。もちろん挟はさまれていた具はツナとサーモンとハムチーズで。

「これ、初雪さんの手作りなんですか？」

「はい。あの、パンの仕込みは、昨日の夜だったんですけど……」

「パンも!?　……え？　この、クロワッサン、初雪さんが、自分で、焼いて!?　すごい！　じゃあこれ、本当の本当に全部初雪さんの手作り!?」

「え、あ、あ、はい！　で、でも、さすがに、サーモンを釣つったのは私じゃ……なくて……」

　言いつのる初雪さんの前で、僕はパンを捏こねている彼女の姿すがたと、ツキノワグマと一いつ緒しよに川で鮭さけを釣り上げている黒髪少女の姿を同時に思おもい浮うかべながら、

「じゃあ、あの、いただいて、いいですか!?」

　さっそくサーモンサンドを手に取り、頷うなずいてくれる初はつ雪きさんから視し線せんを戻もどし、パンを一口囓かじる。すると、

「うぅぅううう……っ！」

「ど、どうですか？　織おり人とさん」

「う……うまい……美お味いしいです、とても……！」

「僕は口を押おさえて唸うなってしまう。すごかった。今まで食べてきたどんなサンドイッチより美味しいのだ。サックリふわふわの、サーモンのあまじょっぱい旨うまみに、マスタードとマヨネーズとレタスのハーモニー的に、これ、永久に保ほ存ぞんできないものか」

「ありがとうございます、織人さんっ」

　そして黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの少女がぱぁっと嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ瞬しゆん間かん、さらに僕のココロにあるスロットマシーンには見事な７７７スリーセブンが並び、ピンクゴールドに輝かがやく大量の幸せコインが溢あふれて両目と口からこぼれそうになってしまう。もうどうしようもなかった。

　初雪さんも、どうやら自分の作ってきたランチに一安心したらしく、自分もサーモンサンドを選んで口に運ぶ。

　というわけで僕達は青空の下、池の上で昼食タイムという流れに。

「……ボートの上でお昼なんて、私、想そう像ぞうもしてませんでした……」

　同級生の少女は、アイスティーで喉のどを潤うるおしながら、なんだかむずむずとカラダを揺ゆらすように僕を見上げる。

「こういうサンドイッチって、なんだか学校を思い出しませんか？　織人さん」

　尋たずねてきた彼女に、僕もアイスティーに口をつけて。

「そう言えば、初雪さんて校内の屋や台たいに関してはかなり詳くわしいですもんね」

「そ、それは……、あの──」

　すると、彼女は拗すねたように頰ほおを赤くしてから、

「生徒会のお仕事、ですから……」

　と、照れ笑いを浮うかべる初雪さんに、思わずこちらの顔もほころぶ。

　僕等の通う『吝やぶ華さか高校』はちょっと変わった校風があって、一いつ般ぱんの生徒達が文化祭でもないのに、日常的に校内で屋台などを出していたりする。

　しかも、そのレベルがなまじっか高かったりするものだから、生徒達はおろか教職員たちの舌したも肥こえてしまっていて、応おうじる形で卒業生達が営いとなむ『巌いわ沓くつ木き市し』の外食産業レベルはそれなりに高い位置にあるらしい。

　そして、そんな校内の屋台を管かん理りする生徒会に属ぞくする初雪さんの元には、自然に屋台レベルの情じよう報ほうが集まってくるコトとなり、かくして一人の食いしん坊がここに誕生していたり。

「と言うか、初雪さんも屋台を出せばいいのに。サンドイッチのお店で。けっこう人気出ると思うけど」

　試しに、僕は冗じよう談だんなんか言ってみる。するとやっぱり、

「だ、だめです私のなんて……！　……そ、それに──」

　黒くろ髪かみの少女は顔を真っ赤にしてから、

「──織おり人とさんに食べて貰もらいたかったから、私、がんばって、作れたんです……」

　どうしたというのだろう。僕は明日死ぬのだろうか。もう初はつ雪きさんがまぶしくて見ていられなかった。

「……あ、初雪さん」

　狭せまいボートの上、僕はあまりにムズムズしてしまい、逃にげ場ばを探さがしてしまって、

「やっぱり欲しいみたいですよ？」

　そっと目の前の少女から視し線せんを逸そらし、ボート脇わきへと首を曲げる。

「え……？」

　見れば水みな面もで、ぐあぐあぐあとカモの親子が、なんだかわくわくした表情（？）で、コチラをじっと見上げているのだ。

　くすくすと笑みをこぼした初雪さんは、自分の食べていたクロワッサンのカケラを放る。するとカモ達は親子揃そろってぱしゃぱしゃとエサを囲んで食べ始めた。




　──柔やわらかい日差しが、午後の船上を温めていた。




　こぷん、こぷんと小さな波が船ふな縁べりを優やさしく叩たたく一定のリズムが、僕らを包んでいる。

　ボートの上は思わず眠ねむくなってしまうくらい、気き候こう的てきベストコンディションの中にあった。

　お昼が済すんでお腹なかがいっぱいになり──もちろんハムチーズサンドもツナサンドも絶ぜつ品ぴんだった──身体に残っていた最後の緊きん張ちようらしきものが、じわじわと溶けてほぐれていく。

「ふぅ……」

　さわさわと池の上を涼すずしい風が渡わたり、微び細さいな波が水面に立つ。

　カモの親子連れが、ぐわっぐわっぐわっと風下に流れていく。広い池の水面ではカラフルなボートが思い思いの波は紋もんを描えがいていた。

　家族連れがいたり、カップルがいたり、中には男同士が仲良くオールを漕いでいるボートもある。

　ふと、僕は自分が今置かれている状じよう況きようを、我に返るみたいに客観視しているコトに気付いた。

　クラスメートの女の子と日曜日にボートの上で、手作りのサンドイッチを食べている。

　ぜんぜん悪くない。

　午前中にみっちりと初雪さんから春しゆん画がのレクチャーを受けているコトを差っ引いても──差っ引く必要は全然ないんだけど──まったくもって、ありだった。

「じゃあ、そろそろもう少し向こうまで行ってみますか？」

　そして、そうやって僕が、再ふたたびオールを手にした時だった。

「は、初はつ雪き、さん……？」

　僕は気付く。僕の前に座すわる女の子の様子が、妙みようだった。

「すいません……、あの、ごめんなさい、お、織おり人とさん……」

　黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの少女は、白いハンカチを両の瞳ひとみにあてがっていて、

「ちょ、え？　なんですか!?　初雪さん、僕、なにか、余よ計けいなコトを言いました!?」

　深く、うつむいてしまっていたのだ。

「ち、ちが……違ちがうんです、そうじゃ、なくて……」

　今やぽろりぽろりと、彼女の瞳からは涙なみだが溢あふれ、雫しずくとなってこぼれていた。

　はっきり言ってしまおう。

　僕は大いに焦あせった。

　なにしろ、本当に突然の、女の子の涙なのだ。動どう揺ようするなというのが無理だった。

「ぁ、あの……」

　とにかくオロオロしてしまう。周囲の目も気にならないわけではないけど、いったい初雪さんはどうしてしまったのか。

　──けれども、次し第だいにわかってくる。

「す、すいません、今、落ち着きますから……」

　初雪さんの纏まとう雰ふん囲い気きからするに、どうやら彼女は自分の感情の乱みだれを、きちんと把は握あくしているらしい。それは言葉からも伝わって来る。

　とは言え、初雪さんも自分の変化に驚おどろいているようだった。

「私、こんな──」

　陰おん陽みようの少女は、まるで今まさにプレゼントの箱を開けて中身を見るみたいに、息を吞のんで。

「──すごく、うれしくて……」

　僕を安心させてくれるみたいに照れ笑いを浮かべて、彼女は最後の涙を拭ぬぐう。

「もう、絶ぜつ対たいに、私には無理だと思っていたんです」

　彼女は、少しくらい恥はずかしくても言わずにはいられなかったのだろう。

「……友達と一いつ緒しよに、公園を散歩したり、美術館に行ったり、ボートに乗ったり、ご飯を食べたり……できるなんて」

　おそらくそれは、

　美術館を通して初雪さんの孤独を知り、ボートの上で二人っきりになったおかげで、僕の中に生まれた共感。

「初雪、さん……」

　彼女の心が、そのまま僕に流れ込んでくる。触ふれていないのに伝わって来るモノがある。

　初雪さんはおそらく、これまでずっと一人で、あの美術館に通っていたのだ。

　そして、そこで生まれた気持ちを誰だれとも分かち合うコトなく、池のボートを眺ながめながら、家へと帰っていたのだと思う。

　──いや、この公園だけじゃない。

　週末という週末を、学校のない全ての休日を、彼女はたった一人で過ごしてきたのだ。

　彼女の血に流れる〝陰おん陽みよう師じ〟の素そ質しつ。

　それが特とく殊しゆな体質として現れてしまった初はつ雪きさんには『触ふれた相手に思考が漏もれ出だしてしまう』という、〝陰陽師〟としての《原初能のう力りよく》がある。

　自然、彼女は他人と触れ合うコトを恐おそれるようになってしまっていた。

　彼女はこれまで、本当の意味で、自分以外を避さけ続つづける他に、術すべがなかったのだ。

　そしてそれは彼女の十七年間、当たり前の生き方だったのだろう。




『いつかお友達ができたら、一いつ緒しよに行きたいって、ずっと思っていた場所が、あったんです』




　初雪さんが僕を誘さそう時に言ったその言葉が持っていた本当の意味に、僕は今、ようやく気が付く。

　僕の胸むねには、いつの間にか、誓ちかいにも似にた一つの覚かく悟ごが生まれていた。

「初雪さん、聞いてください」

　黒くろ髪かみの少女が、僕を見上げる。

「近いうちに、必ず──」




　その時、今度こそ本当の〝異い変へん〟が、僕と初雪さんを包み込んだ。




「──って、え……？」

　周囲にいたカモ達が、ぐわっぐわっと騒さわぎ始はじめ、一いつ斉せいに飛び立った。

「ちょ、は……っ!?」

　視し界かいの向こうに、それはあった。

　初雪さんも僕の視し線せんを追って、異変を確かく認にんしたらしい。

「あ、あれって──」

　間ま違ちがい探さがしのような光景だった。

　長閑のどかを絵に描かいたようなこの景色を、まっすぐに引ひき裂さいてコチラにやって来るモノがある。

「は、白鳥の、ボート……？」

　しかしそこには明らかな違い和わ感かん。

　まるで、池の底から伸びて来た冷たい手が、背せ筋すじを撫なで上あげたかのような寒気が脊せき髄ずいを貫つらぬく。

「織おり人とさん、あのボート……」

　初はつ雪きさんは不安げに、僕のほうへと乗り出すようにして身を寄せる。

　僕も気付いていた。

　そして、それを言うのは僕の役目だった。

「無人に、見えますよね？」

　誰も乗っていない白鳥ボートが、後方に、凄すさまじい水みず飛沫しぶきを蹴け立たてつつ、コチラの船の横っ腹へと向かって突とつ進しんして来るのだ。

「は、初雪さん、伏ふせてて……!?」

　目の前の現実に理り解かいできないコトは多い。

　けれど今のところ一つだけ確かく実じつなのは、あのスピードで僕らの乗る『手こぎボート』にぶつかられたら、コチラが転てん覆ぷくする可か能のう性せいがありまくるというその一点。

　充じゆう分ぶんだった。

「く、う、うぅっ!?」

　僕は混こん乱らんの中、慌あわててオールをぎこぎこと動かして、ぐんぐんばしゃばしゃとコチラに突進して来る『無人白鳥ボート』の軌き道どう圏けん内ないから、僕と初雪さんの乗るボートをすいーっと移い動どうさせる。

「良し、これで……」

　だというのに、

「なんで、こっちを向くの!?」

　無人の足こぎボートは波を蹴立て、びばばばばと、おもむろにコチラに白鳥の顔を向ける。

　刹せつ那な、




　強く、禍々しい意志が、匂いのように、立ち昇る。




「そんな、まさか……!?」

　可か愛わいらしい白鳥頭スワンヘツド、くりくりと可愛らしくペイントされた黒い瞳ひとみがギロリ、僕を睨にらんだような気がしたのだ。

「……織おり人とさん──」

　イヤな予感がした。初雪さんは続ける。

「──微かすかにですが、あの船から霊れい力りよくを感じます……！」

　予感は確かく信しんに変わる。陰おん陽みようの少女が告げる、驚きよう愕がくの事実。

　僕は迫せまり来くる白鳥のボートが、まるで夜のような翼つばさを広げ、羽ばたく度たびに周囲へ障しよう気きを振ふりまく、そんな姿すがたを幻げん視ししてしまう。

「ま、まさか、あの白鳥ボートに、妖よう怪かいが取とり憑ついているとか……ですか!?」

　白鳥の翼が生む黒い霧きりに飲み込まれたら、お終いだった。

「い、織おり人とさん。それについて、もう一つ、重要なコトがあって……」

「なんですか初はつ雪きさん？」

　僕は必死にオールを漕こぎ、白鳥ボートから逃にげつつ尋たずねる。相手を引ひき離はなすには、まだまだ勢いきおいが必要だった。

「私、……水の上では、陰おん陽みよう師じになれないんです」

「は、はいッ!?」

　立て続けだった。

「地面の上じゃないと私、陰陽師としての力を解放できないんです……！」

「そう……だったんですか!?　な、なら、どうにかこのまま船着き場に！」

　ひょっとしてそれって大問題というか、今後の展てん開かいに大きく関わってきそうな重大発言だったワケなのだけれども、とにかく、今の時点ではどうしようもなく──

「織人さん!!　前!!」

「う、うわぁッ!?」

　──公園の中にあった大きな池には、当たり前のように、仕し掛かけられているものがある。

　噴水である。

　普ふ段だんこそ作動してはいないけれど、時間が来る度たびに、その仕掛けは真っ白い水を噴ふき上あげて来園者の目を愉たのしませる。

　しかし、それも、遠くから眺ながめていればこそだった。

「ちょ、ぅうおおッ!?」

　運悪く──まったくそうとしか言えない──僕と初雪さんの乗るボートの眼がん前ぜんで、そんな定期的噴ふん水すいアトラクションが開始されたのだ。

　しゅおうわあああああ──っ！　と飛沫しぶきを上げる、それは巨きよ大だいなデコレーションケーキにも似にた噴水の壁かべだった。

　僕はその時、

　本来ならば濡ぬれてでも突つっ込こむという選せん択たくをするべきだったのだ。

　けれど焦あせった僕は、「ふんぬー！」とオールで急制動をかけてしまう。

「あっ！　し、しまったっ!?」

　水面のボートなのだ。

　一度殺した勢い＆スピードを取とり戻もどすには時間とパワーが必要だった。

　なにより、噴水に突っ込むつもりがないのなら方向転てん換かんをしなくてはいけない。

　そして僕は、そんなコトするのもイヤだったけど、

「ひ、ひぃ……？」

　確かく認にんする。

　ばしゃばしゃと白い波を泡あわ立だてて迫せまる、呪のろいの妖怪白鳥ボートは、アニメチックだった両目も今や劇げき画がチックにギラリと鋭するどく、お構かまいなしにコチラを目指して一直線。

「こ、このままじゃ……ッ！」

　最も早はや、ここまで事じ態たいが差さし迫せまれば、みんなが無傷というワケにはいかない。

「初はつ雪きさん、オールは任まかせました！」

　けれど二人とも濡れてしまう必要はないハズだ。僕はボートの上で立ち上がる。

「織おり人とさん、まさか……」

　伝わったのだろう。僕は水みな面もを確たしかめていた。

「……と、飛び込むんですか!?」

「それしかありません。向こうの白鳥ボートに乗のり移うつって、僕が舵かじを切ります。そうすれば、あるいは」

「まってください織人さん!!」

「……え？」

　黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの少女は僕を制止し、慌あわてて傍かたわらに置いてあった自分のポーチを摑つかむ。

「そ、それは──」

　初雪さんが中から取り出したモノは、

「──御守り、じゃなくて、御札プレート？」

　ぼんやりと白く発光する、ガラスのような金きん属ぞくプレートだった。

「は、初雪さん？」

　尋たずねれば、

「これは、出かけるまえに勒ろく天てんさんから、御守りと言って渡わたされたもので──」

　瞬しゆん間かん、彼女の手から、

「あ……っ！」

　逃にげ出だすように金属のプレートが跳はね上あがる。

「……ちょっ!?」

　そして僕と陰おん陽みよう少女の目の前で、御守り札ふだはくるりと白い残ざん像ぞうを残してひるがえり、まるで見えない忍にん者じやが手しゆ裏り剣けんを飛ばしたかのように、回転しながら呪のろいの白鳥ボートへと飛ひ翔しようし、




　圧あつ縮しゆくされていた閃せん光こうが解かい放ほうされるが如ごとく、弾はじけるのだった。




　同時に白鳥ボートから天へと噴ふき上あがったのは、まるで仕込まれていた火薬のスイッチが押おされたかのような爆ばく煙えん。

「「……………ッッ!!!?」」

　僕と初雪さんは絶ぜつ句くする。

　まるでヒーローの背はい後ごで倒たおれた怪かい人じんが爆ばく散さんするかのように。

「激はげしい白びやつ光こうは水みな面もに黒い影かげを生み、白鳥ボートは台だい座ざ＝船底を残して、バラバラに飛び散り、破は片へんは雨の如ごとく池に降ふり注そそぐ。

　周囲にいた他のボート客も、その音と光でいい加か減げんこちらの騒さわぎに気付いたようだ。一いち様ように啞あ然ぜんとしている。

　やがて、

　ひび割れた船底にも池の水は浸しん入にゆうしてきたらしく、ごぽん、ごぽんと、唯ゆい一いつのボート部位も、水底へと沈しずみ始はじめる。

　おそらくは悠ゆう々ゆう六十秒ほど、手こぎボート上の僕ら二人は、その光景を見つめていただろう。

　気が付けば、周囲にはナニも残っていなかった。

　ふと、

　どちらからともなく、僕と初はつ雪きさんは見つめ合う。

　それから、こくりと頷うなずき合あって、ゆっくり、ボートの船着き場へと、移い動どうを開始する。

　僕ら二人に、他になにができたと言うのか。

　カモを含ふくめて、一人の負ふ傷しよう者しやも出なかったコトだけが、幸いだった。
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「織おり人とさん、あの、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「は、はい……」

　陸に戻もどってベンチへ横になっているのに、まだ身体がゆらゆらしている気がする。

　おでこにコブを作るなんて、いったい何年ぶりだろうか。

　だいぶ落ち着いたつもりでいても、たぶん身体のほうには池の上での動どう揺ようが残っていたのだろう。僕はボートから降おりる際さいに、低く迫せり出だしていた屋根の梁はりに、頭を盛せい大だいにぶつけてしまっていたのだ。

　べこーんと。

　隣となりに並ならんだベンチに腰こしかけ、コチラを覗のぞき込こんできている初雪さんの濡ぬれたハンカチが、僕のおでこに乗っかっていた。

「でも初雪さん……。あのボートはいったい、なんだったのでしょう……」

「今となっては、私にもよくは……」

「しかた、ないですよね……」

　ボート乗り場のおじさんも、遠くに見えていたその光景に言葉を失っていたらしい。

　公園に来ていた他のお客さんも、この爆ばく発はつ騒さわぎにざわついていたけれど、今では、普ふ段だんの落ち着きを取とり戻もどし始めている。

「なんだか、余よ計けいに迷めい惑わくをかけてるみたいで、申もうし訳わけ、ありません……」

　初はつ雪きさんは、しゅんとしてしまっている。僕にはこっちのほうが問題だった。

「いえ、結果的に二人とも無事に戻ってこれたんだし、ほら、落ち込まないでください」

　上半身を起して、おでこからこぼれる初雪さんのハンカチを手にして続ける。

「僕は初雪さんと知り合えて、友達になれて、本当に良かったと思っているんです」

「黒くろ髪かみの少女の瞳ひとみが、改めて僕を捉とらえる。」

「そりゃ、僕は初雪さんにとって、なんと言うか、隠かくして、封ふうじてあるハズの秘密が、伝わっちゃう、その……いわば初雪さんの『天てん敵てき』みたいな存そん在ざいだけど、約束します。予よ言げんします」

　ひょっとしたら、僕はかなり大それたコトを言おうとしているのかもしれない。

「いつか、もっと大おお勢ぜいの友達と一いつ緒しよに、また、この公園に来ましょう。きっとみんなで、ここに来ることができます」

　でも、きっとできるハズだ。僕はもっと初雪さんの笑顔が見たかった。

「それまで、僕に任まかせてください」

「お、織おり人とさん……」

　顔を赤くした初雪さんは、こらえきれなくなったみたいにうつむいてしまう。

　そして、それからもう一度、

　森もり口ぐち織人という存在が本当であるか確たしかめるように、彼女はこちらを見つめ直す。




　──その日は一日、

　休日で。




　この季節ならではの晴天にも恵まれた、なんだかとても特別な時間だったのだと、僕は後になって何度も思い返すコトになる。

　なしくずしとは言え、僕はすでに初雪さんが少なからぬ妖よう怪かいを調ちよう伏ふくする場面に立ち会っている。僕はそれらの行こう為いに、浅あさく、時には深く、関わっていた。

　慌あわただしいと言えば慌ただしい日々が、続いていたのだ。

　その中で今日という日は、めまぐるしい事件に翻ほん弄ろうされていた二人に訪おとずれた、色々な意味での安息日になったみたいだった。

　僕はふと、

　自分の胸むねに今までにない感情が生まれているコトに気が付く。

　それはおそらく、とても大切なモノなのだと、本ほん能のうが感じる。

　生まれたばかりのその想いを大事に、抱だきしめるようにして、僕は初はつ雪きさんへと笑みを返す。

「もちろん、初雪さんが僕をずっと友達だと思っていてくれたらの話ですが」

「そ、そんな……、友達に、き、決まって、ます。ずっと……」

　初雪さんは慌あわてふためいてから、僕に冗じよう談だんを言われたのだと気付いて真っ赤になっている。

「……私は……、織おり人とさんを失ってしまったら、もう、これから、どうしたらいいかわかりません……」

　そして、黒くろ髪かみの少女はそのまま、ぽそぽそとつぶやくのだった。

「そんな大げさですよ初雪さん」

　僕はこの場に生まれつつあったノリのままに言うのだけれど、

「大げさなんかじゃ、ありません……。私、時々考えるんです。織人さんがもし、謎なぞの秘ひ密みつ組そ織しきなどに捉とらえられてしまったら、どうしようって……」

「え？　秘密、組織……？」

「そうです。それで、ある日、ついに私のところに連れん絡らくが来るんです。織人さんを返して欲しければ、一人で秘密基地まで来いって……」

「ちょっと、待ってください、初雪さん？　あの、どうしちゃったんですか？」

「あ……っ、も、もしかしたら、さっきのボートもその組織かもしれません！　織人さんは、そういう、悪の秘密組織に、攫さらわれてしまって……！」

「もしかして、初雪さん？　今、妄想してるんですか!?　ちょ、ちょっと落ち着いて──」

「私は平気です！　か、覚かく悟ごならできているんです……！　織人さんの命が、助かるなら……。代わりに、私が人ひと質じちになっても、構かまいません！　いえ、むしろ進んで身代わりになります！」

「そして初雪さんは、それが決意の現れであるかのように、黒くろ手て套ぶくろで包まれた腕うでで、僕の手をぎゅうっと握にぎりしめてくるのだった。」

「はぇ……っ!?」

　逃のがれる術すべは、すでに、僕にはなかった。

　──それから私は、織人さんの、代わりに……、しゅ、手しゆ術じゆつ台だい……に、乗せられて、しまうんです……っ。そ、そしてぇ、そこでぇ……さ、様々な、か……改造……手術を……っ！」

「ちょ、ちょっと初雪さんだめですッ!?　だからそこで僕に触ふれては駄だ目めなんですって！　どうして初雪さんはそういうタイミングで僕の手を取ってくるんですか!?　見えちゃうんですって〝映像ビジヨン〟が!?　お願いですからもっと抵てい抗こうしてください悪の組織の博士には!!　そんな手術、受け入れたらだめですってぇぇ……っ!!」



　──ただ一つ、疑問が残っている。

　ええと、初雪さんは妄もう想そうの中、つまりは謎の暗黒組織から無事、救い出されたのでご安心を。

　残っている疑問は、そこじゃなくて、さっき爆ばく発はつ四散した白鳥ボートのコト。

　あの時、僕が感じた白鳥の意志は、いったいなんだったのか。

　それがなんだか、どうにも気になってしかたないのだ。

　ひょっとしたらその『なにか』は、まだ全然終わってないんじゃないだろうかという小さい疑念が、僕の中には生まれている。




　　　　　●




「……大だい丈じよう夫ぶ……だったでしょうか、維ゆい摩まちゃんは」

　初はつ雪きお嬢様と森もり口ぐちくんが岸に戻もどってからも、勒ろく天てんさんは『白鳥ボート２号』に残り、爆ばく散さんした白鳥ボートが沈しずんだ水みな面もの観察を続けていました。

「あれくらいで式しき神がみは死にません。いいクスリです」

　手こぎボートの二人を救ったのは、もちろん勒天さんが朝、お嬢様に渡わたした御札プレートでした。

　初雪様の乳う母ばたる彼女は、事じ態たいの全てを悟さとった後、おもむろに彼女へと渡した『御守り』を操あやつり、あのような結果を演えん出しゆつしたのです。

「デイジー、現げん状じようを」

「お嬢様と森口くんはベンチで休きゆう憩けいしています。公園の管かん理り部ぶと警けい察さつの交こう渉しようも順調のようです。特に問題は起こっていません」

「維ゆい摩まを、岸に残しておいたのが間ま違ちがいでした」

　勒ろく天てんさんは、やれやれといったふうに、九九・九九％フオーナインを誇ほこる金色の髪かみを小さな指でかき上げます。

「維摩ちゃんの隣となりにはレキさんがいたハズですが……」

「あのメガネ式しき神がみはもともと鉄てつ鏡かがみ。維摩の『透とう明めい化か』能のう力りよくは最近急きゆう激げきに力を増ましています。レキも一いつ瞬しゆん見失ってしまったのでしょう」

　お嬢様も森もり口ぐちくんも、無人に見えた白鳥ボートには、さぞかし驚おどろいたコトだと思います。

　まさか、初はつ雪きお嬢様の涙なみだを見て勘かん違ちがいしてしまった少年式神が、森口くんからお嬢様を奪だつ還かんするべく、能力全開で暴ぼう走そうした事件だとは想そう像ぞうもしていないでしょう。

「デイジー」

「はい、なんでしょう」

「確たしか最近、『砂すな御み門かど』に下った〝河かつ童ぱ〟がいたと記き憶おくしています」

「〝一いち之の瀬せカスミ〟ですね、把は握あくしています」

　どうやら、勒天さんはそろそろ彼を許ゆるすようです。

「彼女に水底に沈しずんだ維摩の救きゆう出しゆつを依い頼らいしましょう。彼は泳げない『鉄鏡』です。ちょっとやそっとでは浮うかんできません」

　……さて、この後どうやって維摩ちゃんは勒天さんに絞しぼられるのでしょうか。でもまあ、あの子の気持ちもわからなくもありません。今回ばかりは、私は維摩ちゃん側に付いてあげようかなと思います。

　あのメガネの式神はそもそも、そういうタイプの男の子ではありませんが、このままグレられても、面めん倒どうなコトになっちゃいますし。




　それよりも、帰りも私がこのボート、漕こがなくてはいけないのでしょうか。




　……ああ、どうやらそのようです。

　そしてそろそろ、お時間も頃ころ合あいなのでしょうか。

　──今日のところは、この辺にしたいと思います。

　お相手は関東守しゆ護ご・陰おん陽みよう師じ集団『砂御門』に仕える陶とう器きの式神、デイジーでした。

　それでは皆みな様、また来週。
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　おそらくは、校内のどこかで、

「さあさぁぁー、森もり口ぐちくん？」

　シャワーを浴びたばかりなのであろうクラスメイト・湿しめった髪かみのままな一いち之の瀬せカスミさんは、

「遠えん慮りよなんかせず、どっからでも……」

　両の手をばばーんと広げ、

「じゃんっじゃん箸はしをお付けよ！　食べて食べてっ!?」

　僕の視し線せんを、テーブル上に並ならんでじゅわりと湯気を上げるメイン及およびサイドディッシュへと促うながすものだから──

「そ、それじゃあ、遠慮なく、いただきます!!」

　腹ぺこだった僕は両手でワリバシをパキンと解かい放ほうし、たぶん端はたから見れば両目を勢いきおいよくギラギラさせてるように見えるだろう、ちょっとはしたない結果に。

　──時刻は少し遅おそいお昼、十二時五十分。

　そんな血に飢うえた高校二年生男子である僕の様子に、左ひだり隣どなりに座すわる、スカートの下からしましまスパッツを覗のぞかせる級友・一之瀬さんはテーブルに両りよう肘ひじ、顎あごを乗せ、中華が中心な料理達の前で「どーぞどーぞ」とにっこにこだったりする。

　一方その正面。僕からすれば右隣。

「……──おかわりなら、いくらでもあるよ」

　同じ丸テーブルに着いていたもう一人のクラスメイト・野の上がみ綾あやさんは、箸を構かまえて身を乗り出そうとしていた僕へと小皿を差し出してきていて、

「い、いいんですか？」

　戸と惑まどいつつも、小こ柄がらな野上さんにこくりとうなずかれてしまえば、「ど、どうも」と受け取るほかはなく、僕は白いお皿へ綺き麗れいに盛もり付つけられた『特製！　黒くろ酢ず焼きそば』と『黒ぶたシュウマイ』に箸を繰くり出だし、焼けただれた麵めんを口の中へと放り込む。

「ぅウほわーっ!?」

　瞬しゆん間かん、口こう内ないに広がるのは、アツアツなソースの辛からさと絶ぜつ妙みような酸さん味み＆蒸むし麵めんの甘さが絡からみ合あうハーモニクス。舌ぜつ上じように発生した衝しよう撃げきに鼓こ動どうは跳はね、アブナイ天然系薬品が脳のう内ないにホトバシる。この焼きそばにはたぶん、食べた瞬間にさらにお腹なかが空いてくるというウワバミ的な呪じゆ術じゆつが施ほどこされているのだと、僕は錯さつ覚かくする。

　がつがつもぐもぐと、徐じよ々じよに食しよく勢せいを上げてしまう僕の両隣で、クラスメイトの二人が笑い合ってる気配。しかしとりあえず、今はそれに反はん応のうしている場合ではなかった。

　僕のお腹なかは、ここに来て俄が然ぜん、鳴なり響ひびいている。




　場所は『吝やぶ華さか高校』敷しき地ち内、『旧第二体育館跡あと地ち』と呼よばれる廃墟にて。




　見ての通り僕・森もり口ぐち織おり人とはクラスメイトの女の子二人と、お昼ご飯を食べている真っ最中だった。

　けれど、これだけを聞いてしまうと、多くの人は頭の上に『？』を浮うかべるんじゃないかなと、僕は予よ想そうする。

　おそらくは、その場所とかに。

　廃墟で、昼食？

　しかも「学校の敷地内」でという奇き想そう天てん外がいなこの現げん状じようを作ったのは、しかし、全てこの僕に原げん因いんがある。始まりは、こんな迂う闊かつな一言だった。

「いやぁ、さすがにこの環かん境きようにも慣なれてきましたよ！」

　二時間目の休み時間だったか、男子トイレから帰って来た僕は、前の席に座すわる一いち之の瀬せさんへと告げたのだ。現にクラスの担たん任にんである奥おく山やま先生の急な吐と血けつにも慌あわてなくなったし、今も廊ろう下かですれ違ちがったアルパカの着ぐるみを身に纏まとった生徒にも、まったく動じずにここまで辿たどり着つくコトに成功しているのだ。転校直後の狼ろう狽ばいぶりを思い返してみれば、これは僕自身にとって驚おどろくべき進歩と言えるハズである。

　しかし、そんな妙みような自信を満々にしている僕へと、しましまスパッツの一之瀬さんは、

「綾あやー、どうする？　森口くんあんなコト言っちゃってるけどー」

　椅い子すを半分こにして座っていた野の上がみ綾さんに声をかける。そして、

「……──たぶん、お仕置きが必要だよ」

「は、はいっ!?」

　ＰＳＰからちょいっと視し線せんをコチラに向けた野上さんの一言。

　それが巡めぐり巡めぐって昼休み。

　体育の授業が終わった後の僕が連行されたのが、この場所だった。

　二人に連れられ、昇しよう降こう口ぐちで靴くつをはき、中庭やグラウンドや日本庭園をてくてくと通り過ぎると、一見、鬱うつ蒼そうとした林が出現する。

「あれ？　行き止まり……ですけど」

　ほざいた僕が甘かった。

　クラスメイトに手て招まねきされ、昼なお暗い林の中にあったわざと整備の行き届いていない細い道を進んだならば、その先に、使われなくなって久しい、古ぼけて今にも傾かたむきそうな旧体育館が見えてくる。

　ああ、『吝やぶ華さか高校』に対して、知ったような口をきいた僕が悪かったのだ。

　結論から言おう。




　つまり、この廃墟は、もう使われなくなった古い体育館を利用した『廃墟風屋台市』だったりするのだ。




　正面入口は開放されている。体育館側面に二つずつある出入口からだって、中に入るコトができる。

　そして、恐おそる恐おそる内部を覗のぞいた僕は、さらに言葉を失うコトになる。

「ねえ、『参まいった』って言うなら今のうちだけど？」

　脇わき腹ばらをつついてくる一いち之の瀬せさんに、

「ま、参りました。降こう参さんです……！」

　僕は素す直なおに白しろ旗はたを振ふった。

　井いの中なかの蛙かわず。僕はまだまだヒヨッコだったのだ。

　まず、館内の床ゆかは一段低い。本来あるべき体育館の床が剝はがされた結果だった。取り付けられた簡かん易い階かい段だんを降おりれば、そこにはコンクリート剝むき出だしの地面があり、苔こけや雑草が繁はん茂もしている。

　天てん井じようを見上げれば、錆さびでボロつき、穴あなぼこが至いたるところに開いているコトにも気が付く。差し込む陽ひの光は木こ洩もれ日びのように、地面に注がれている。

　しかし、それは決して自然の産物なんかではない。

　よくよく目を凝こらせば、この『体育館廃はい墟きよ』は、そういう風合いを保たもつように補ほ強きよう改かい築ちくが施ほどこされた、一つの施し設せつだと知るコトができる。

　床の雑草は綿めん密みつなガーデニングの成果であり、天井の穴もキチンと補強され、木洩れ日の加か減げんすら計算されたモノなのだ。

　──僕が二ヶ月前より通い始めた高校は、つまり、このような、思いついても誰だれもやらないような伊だ達てと酔すい狂きようを、真ま面じ目めに生徒と教師が一いつ緒しよになって作り上げてしまうという、裏うらを返せば少々イってしまっている学校なのだった。

　そして『吝華』の風景はこれだけでは終わらない。むしろここからが本番だと言っていい。

　見ていただきたい。

　四方の壁かべ際ぎわには、ずらりと生徒が主体の屋台が並ならんでいる。

　中央、広いスペースには、いくつもの丸テーブルと椅い子すが揃そろっていて、けっこうな数の生徒達がご飯を食べたり騒さわいだりで、まあ、ここだけ切り取ればよくある学食の一場面と変わらないんじゃないだろうか。

　で、僕と一之瀬さんと野の上がみさんは今、そんな風景の一つになっている。

　テーブルに並ならんでいる料理は人気屋台の一つ、大陸料理の店『胆たん虎とら・陰いん』のメニューで、今も店てん舗ぽでは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな男子生徒がタンクトップにねじりハチマキ、圧あつ倒とう的てきな火力の元で巨きよ大だいな中ちゆう華か鍋なべを振ふっている真っ最中。火か炎えんと煤すすの匂においがコチラに吹き上げて来るほどに。

「ふはぁぁー……」

　ポットからついでもらった冷たいプーアル系のお茶の苦みに、僕は一息をつく。

　コチラはすでに一いち之の瀬せさんと野の上がみさんに対して全面降こう伏ふくしてしまったのだ。ここは虜りよ囚しゆうのたしなみとして、二人がプレゼントしてくれた今の状じよう況きようを思いっきり満まん喫きつさせてもらっている。

　並んだ料理も、三人の高校生に囲まれただけあって、あれだけの量がそろそろ心こころ許もとなくなり始めている。

　僕は口の中にある火傷やけどの味を確たしかめる。

　中華系の美お味いしい料理はこれだから参まいると、僕は胃いの具合を確かめつつ思う。箸はしが止まらず熱いトコロに一気食いをしてしまうのだ。

　しかし、腹が満たされてようやく、心身は普ふ段だんとは異い質しつな状況に馴な染じんできたようだった。

「あー……」

　ゆえに、僕はようやくここに来て、周囲の雰囲気をひしひしと実感する余よ裕ゆうを持つに至いたる。

「やっぱり、気になっちゃう？」

　もちもちな食感がヒットらしい『暗かけ水すい餃ぎよう子ざ』をつるりと飲み込んでから、一之瀬さんは声を潜ひそめ。

「中庭とは違ちがって、このカフェテリアは校内でも、ちっとばかしワケアリな連中が集まるところなんさ」

　僕へ囁ささやくと、しましまスパッツの級友はひひっと笑みを浮うかべ、軽くお茶を啜すすり、

「へーい！　武む蔵さし坊ぼうのダンナ、やってるー？」

　座すわっていた椅い子すを蹴けっ飛ばす勢いきおいで突とつ如じよ立ち上がり、隣となりのテーブルにいた生徒──細身だが筋きん肉にく質しつ、長い髪かみの毛を逆さか立だて、ボロボロの制服を身につけた眉まゆ毛げのない、まるで荒こう野やの決けつ闘とう前まえに腹ごしらえをしてるんじゃないかという忍にん者じや風ふうの男子生徒──へと軽く手を振って近寄り、笑顔で挨あい拶さつを交わして始めるのだ。

　もちろん、僕はそういう『異い端たん系けいの生徒』に声をかけられるほど、鍛きたえられていない。ただ椅子に座って見ているだけだ。

「あ、あれ？　でも一之瀬さんて、そういうのを取とり締しまる風ふう紀き委員じゃなかったっけ？」

　僕は野上さんに尋たずねてみる。一之瀬さんは朝、よく校門のトコロで風紀委員のスーツに身を包み、そういうコトをしているのだ。

「……──そうよ。だから周りのみんなも大人しくしてるでしょ？　カスミは、そういうのに容よう赦しやないよ」

　ＰＳＰのスイッチをさり気なくＯＮにしていた野上さんは、視し線せんは画面に向けたまま、少しだけ肩かたをすくめて左右周囲のテーブルに横目的視し線せんを巡めぐらせる。

「そう、なんだ……」

　僕は思わず、彼女につられるようにして、改めて辺りをキョロキョロしてしまう。

　僕らがいるテーブルは体育館のほぼ中央。

　周囲の席には『荒こう野や忍にん者じや』の他にも、ガスマスクを装そう着ちやくした金きん髪ぱつエルフ耳な上級生の女子生徒がとても素す敵てきに甘い香り漂ただよわすお茶テイーを嗜たしなんでいたり、

　そんな彼女と背せ中なか合あわせに座すわっている男子生徒などは、明らかに黒いドクロを模もした戦せん闘とう用よう外がい骨こつ格かくで自らを隙すき間まなく鎧よろってしまっているし、

　はたまた、僕の席からそのまま視線を伸のばしたカウンターに並ならんで座っていたりする、大きな帽子を揺ゆらす魔ま法ほう少女風の二人組は、それぞれが直径十八センチなイチゴケーキをワンホールずつ、食べさせっこしていたりするのだ。

　ハッキリ言おう。

　僕はそんな周囲の現げん状じように、コチラこそが異い端たんなんじゃないかと恐おそろしくさえなってきている。

　なぜなら、そのようなちょっとこの学校の外では見ることができない風景からは、どうしても『コスプレ』や『とある青春のヒトトキ』という言葉だけでは済すまされない、本気に近いなにかが、ヒタヒタとした重い空気のように漂ただよって来ているからだ。

　今や『旧第二体育館』という廃はい墟きよの中において、とりわけ特とく徴ちようのない僕が逆ぎやくに一番目立ってきている始末。そう、この場においてズレているのは、僕のほうなのだ。

「そこの武む蔵さし坊ぼうのダンナはね」

　と、一いち之の瀬せさんは椅い子すに戻もどって来て、変に萎い縮しゆくしてしまっている僕に教えてくれる。

「実は《ブルゴーニュ流忍にん術じゆつ》の達人で相当な『バイ忍にんガル』らしいんだよねー。で、主君であるハズの少年がこの学校に通っている情じよう報ほうだけは摑つかんでるんだけど──」

　冗じよう談だんだったとしても喋しやべっていいのだろうか、そういうコトを……。

「それにしても、本当にこの学校って変わった人が多いですね」

　こっちをちらっと見ている眉まゆ毛げのない忍者の視線を少しだけ意い識しきしつつ、けれどもとりあえず僕は、果か敢かんにも自分の思いを素直に口に出してみるコトにした。

　少しでも同意が欲しかったのだ。

「まーねー。わたしは面おも白しろいけど」

「……──森口くんも、だんだん慣なれるよ」

　やっぱり、一之瀬さんも野の上がみさんも、あんまり気にしていないみたいだった。

「だと、いいんですけど……」

　言いながら──どこから湧わいてきたのだろう──僕の中には『も、もしかしたら』的な妄もう想そうがぽうんと生まれて、広がっていた。

『──もしかしたらここは、吝やぶ華さか高校に通う正義や、そうじゃないヒーローやヒロインたちが集う場所だったりするのかもしれない』

　ある者は主君を求め、ある者は裏うら切ぎりの同族を探さがし、ある者は己おのれを改かい造ぞうした組そ織しきを見つけるために、そしてある者は、自分達のカラダに施ほどこされた変へん異いウイルスを除じよ去きよするために──。

「は、は、は、は……」

　漫まん画がの読みすぎだった。突とつ飛ぴすぎる自分の想そう像ぞうに自分で苦笑していたら世話がない。もちろん一いち之の瀬せさんと野の上がみさんは『？』と首を傾かしげている。けどごめん、これを二人に上手く説明する自信なんてない。

　──と言うか、僕はハタリと考え直す。

　一之瀬さんのしましまスパッツといい、野上さんの今もＰＳＰに視し線せんを落としっぱなしの会話といい、彼女達の中にもそういう面が、ないわけではないのだ。

　いや、それどころの話じゃなかった。

　この一之瀬さんと野上さんの中には、現に──

「おまちどおさまデス～」

　そんな、僕が心中で悶もん々もんと言葉にならないヨシナシゴトで顔をしかめたりニヤついたりで、『そろそろ両サイドの二人に気持ち悪いって思われちゃうなー』と、余よ計けいなコトを考えていた、まさにそのタイミングで声をかけてきたのは、

　スリット際きわどい黒チャイナ服に身を包んだウエイトレスの女の子だった。

　彼女はテーブルの上に『暗ニンプリン』なるデザートをことん、ことん、ことん、と手て慣なれたふうに人数分置いて『ごゆっくりドウゾ～』と、他の客席へと移うつろって行ってしまう。

「いたれりつくせりですね……」

　さっき席を立った時に一之瀬さんが屋台に声をかけて来たのだろうか、話の接つぎ穂ほ的てきな状じよう況きように乗っかるカタチで、僕は改めて感かん謝しやを述のべてみる。

「ここのは特に美お味いしいって噂うわさだったから、わたしも食べたかったんだよねー」

　一之瀬さんはプリンと一いつ緒しよに並ならべられた小さなスプーンをきらりと閃ひらめかせ、

「──……これからは森もり口ぐちくんを連れ回す口実で、いつもはなかなか行けないところに行けるよ」

　ＰＳＰを一時停てい止しさせ片かた耳みみイヤホンを外した野上さんも僕へと視線を向けてくる。

「でも、残念でしたね、初はつ雪きさんも誘さそったのに。なんだか、急に生徒会の仕事が入っちゃったみたいで……」

　そうなのだ。

　実は今回僕は、僕にとっての強制イベントであるこの集いに初雪さんも誘ってみたのだけど、なにやら今回の生徒会の任にん務むは外せないモノらしく「ま、また今度、お願いします……っ」と教室からするりといなくなってしまい、一緒に来ることができなかったのだ。

　そうやって、僕はなにげなーく、三人で誘った初雪さんのコトを話題にしたつもりだったのだけど、

「はぁぁ……。持ってないなぁ、わたしってやっぱ……」

「え？　ちょ、ちょっと一いち之の瀬せさん？」

　しましまスパッツな彼女は両手で顔を塞ふさぐみたいにしてテーブルによよよと突つっ伏ぷしてしまうのだ。

「持ってないって、なにをですか？　どうしてダウナー入ってるんですか!?」

「ええと、運って……言うの？　そういうの。遥はる奈な原ばらさんに生徒会の用事が入っちゃったのって、わたしのせいなんじゃないのかなー……」

「なんでそこで一之瀬さんのせいになるんです？　なにか言ってあげてください野の上がみさんっ」

　僕は助け船の出しゆつ航こうをもう一人のクラスメイトに慌あわてて依い頼らいする。すると、

「……──カスミ、それは普ふ通つうに違ちがうと思うよ？　ただの被ひ害がい妄もう想そう。……──まぁ、最近ついてないからね、カスミは」

　野上さんはＰＳＰを鞄かばんにしまいながら、答えてくれて。

「ついて、ない？」

　僕は小こ柄がらな級友へと首を傾かたむけてしまう。

「……──今日もね、ほら、カスミをよく見れば、わかるよ」

「え、ぇぇええ……？」

　それからもう一度、一之瀬さんへと視し線せんを戻もどす。

　しかし、普通に鈍どん感かんな部類に属ぞくする僕は、風ふう紀き委員でもある少女の、いつもと違うトコロがわからない。強いて言えば、昨日は黒ピンクだったしましまスパッツが、今日は白グリーンのしましまになっているぐらいで──、ん？　待てよ……？

「もしかして一之瀬さん、それ、冬服？」

　かろうじて、気が付いた。よく見れば、制服の色がいつもより濃い。……いや、厚いのだ。

「そーなんだよー！」

　よよよよーと、再ふたたび一之瀬さんはふさぎ込む。

「なんでこんな陽よう気きに冬服なんです？　ひょっとして、低てい血けつ圧あつで体温上がらないとか？」

「それがもー、聞いてよ森もり口ぐちくん！」

　──いやな予感が、僕を包んだ。

「今朝目が覚めたらさ、全身がありえないくらいびっしょりだったんだよ信じられる!?　それでなんでか、パジャマのはずだったのに、わたしガッコの制服着てんの!!　もー最悪！」

「……そ、それってまさか！」

　僕は戦せん慄りつと共に、思わず言葉を紡つむいでしまう。

「一之瀬さん、今年で幾いくつでしたっけ!?」

「違う違う！　おねしょじゃない！　それとも違うってあれは絶ぜつ対たいに！　だってなんかさ、濡ぬれた制服からは夏場のプールみたいな匂いがしたんだよ！」

「なぁッ!?」

　びくりと、妙みような声を出してしまった僕は、慌あわてて、

「……な、なんなんでしょうね、それって……はは、は、は……」

　取とり繕つくろう。僕の声は今、掠かすれてやしないだろうか。なにしろ、それは直ちよく撃げき弾だんだったのだ。

「……──でも、そういうのなら、わたしもあるよ」

　続いたのは野の上がみさんだった。これに驚おどろいたのは僕だけではないらしい。一いち之の瀬せさんまでもが、

「マジで!?　綾あやも寝ね起おきびっしょり!?」

　寝起きびっしょりって……！　複雑な心中である僕はそんな突つっ込こみでもしないと、もう上手くバランスが取れなくなっている。

「……──じゃなくて、気付いたら、近所の野の良ら猫ねこと一いつ緒しよに屋根の上にいたりする」

「はぁ!?」

「声を出したのは一之瀬さんだ。僕はすでにそれどころじゃない。痛いたむ頭を抱かかえてしまう。ああもう、いったい、どうしたら……」

「……ん？　そう言えばさ、森もり口ぐちくん」

「ぇ、あ、はい、な、なんですか？」

　僕は、なるべく表情を読まれないように顔を逸そらし気ぎ味みで一之瀬さんへと応おう答とうする。

「森口くん、前に同じようなコト、言ってなかった？」

　ひぃ。

「そ、そうでしたっけ……？」

「……──確たしかに、言ってた気がするよ。ほら、この間、確か北校舎の屋おく上じようで」

　僕はもちろん、とぼけてみせるのだけど、今度は野上さんまでが追つい及きゆうしてくる。時間を稼かせいで話を逸らすか、それとも、真正面から、行くしかないのか……。

「こ、こうなったら……」

　たぶん、キチンと言ってやるほかないのだ。結局のトコロ。

「一之瀬、カスミさん？」

　僕は呼こ吸きゆうを整え、ちょっとだけ神しん妙みように言ってみた。

「ん？　ど、どうしたの？　いきなり改まって……」

「というか、ええと──」

　そして、




「──聞いてますよね、『一之瀬カスミ』」




　僕の真しん剣けんな声に、しんと、空気の方が変わってくれる。

「…………、」

　しましまスパッツなクラスメイトの表情、主に唇くちびるが笑みの形へと歪ゆがみ。

「あなたもです、『野の上がみ綾あや』」

　その言葉で、野上綾さんからもすぅっと気配が薄うすまるように変化。それと入いれ違ちがうように、彼女の頭に黒くろ猫ねこの耳がわさわさと出現する。

「これはいったい、どういうことですか？」

　どういうコトもこういうコトも、今や、クラスメイト二人は、その存そん在ざいを完かん璧ぺきに変じさせていたのだ。……のだけれども、その前に一段階目として、説明しておかなくてはならない。

　そうなのだ。

　複雑と言えば複雑。

　単純と言えば単純な事件の末に、一いち之の瀬せカスミさんと野上綾さんの中には、

〝河かつ童ぱ〟一之瀬カスミと、〝猫ねこ又また〟野上綾が眠ねむっていたりする。

　そして、僕はついこの間、そんな二人の妖よう怪かいに『どうか大人しくしていて欲しい』とお願いをしておいたばっかりなのだ。

　しかし、そんな約束はどこへやら、なにやら二人の様子がおかしい。

「あのですね」

　僕は白いテーブルを、右手の爪つめでかたたんと鳴らし、

「昨日の夜、僕んちに、制服のまま、遊びに来ましたよね。トランプ六セットと山ほどのカジノチップを持って」

「行ったね」

　にやっと、一之瀬カスミの表情が動く。

「……──『ブラックジャック』って、すごく面おも白しろいよ」

　野上綾の唇も、いつもより少し笑みの方向へと歪んでいて。

「ええ、勒ろく天てんさんに教えて貰もらったって言ってましたね、二人とも。それで、夜中の何時でしたっけ、眠ねむくなったから帰るって、僕の部へ屋やを窓まどから出てったの」

「草木も眠る丑うし三みつ時どき、かな？」

「……──たぶん」

「で、なんでそのままベッドで寝ねちゃうんですか!?　百歩譲ゆずって僕の家に来るのは良しとしましょうこの際さい。でも、自分の家に帰って眠るときはキチンと寝ね間ま着きに着替えてください！　僕、二人が帰る時にも同じコト言いましたよね!?　そういう細かいトコロをやってかないと、ホント今に大だい惨さん事じが起きますよ!?　そうなってからじゃ遅おそいんです!!」

「細かいなー」

「……──そういうの、もてないよ？」

「いいです妖怪にはもてなくて！　」

　僕は立ち上がり、たーんとテーブルを叩たたかせてもらい、

「もし、これ以上一いち之の瀬せさんと野の上がみさんに迷めい惑わくかけて、もしも本当に実害とか出たら、その時は容よう赦しやなく、初はつ雪きさんに言いつけますからね！」

「ぅうぐっ!?」

「……──そ、そんなの卑ひ怯きよう」

「卑怯じゃありません。ちゃんと約束を守らないほうが悪いんです。……わかりました？」

　一いち応おう、二人の妖よう怪かいはしぶしぶ「はーい」と返事をしてくれる。ので、僕はゆっくりと、席に着く。これ以上言ったら、今度は逆ぎやくギレしてくるだろうし。

「それより、森もり口ぐち。あんた……」

「なんです？」

　反省しているのか、していないのか。もしくは強がりからなのか、若じやつ干かんふてぶてしいマナザシでテーブルに頰ほお杖づえをついた一之瀬カスミは僕に問いかけてくる。

「聞いたところによると、あんた、『砂すな御み門かど』の〝陰おん陽みよう師じ〟に、なるんだって？」

「勒ろく天てんさんにも話は通してあります。なにか、問題でも」

「べっつに？　ね、綾あや」

「……──そうよ、別に、関係ない」

『じゃぁねー』と河かつ童ぱと猫ねこ又または引っ込んでゆく。

「──って、あれ？」

「一方、一之瀬さんは我に返ったように、がたっと椅い子すを鳴らす。」

「なんの……話をしてたんだっけ？」

　──やってくれる。

〝河童〟・一之瀬カスミは見事、一之瀬さんの前後記き憶おくを飛ばしたようだった。

　同じく野上さんも座すわったまま首を傾かしげている。

　僕はしかたなく、

「ええと、初雪さんがなんで、ここにいないのかって話……じゃなかったでしたっけ？」

　しまったそれは戻もどりすぎている！　僕はココロの中で突つっ込こむが、

「そう、だったっけ？」

　いや、むしろ、これはチャンスかもしれなかった。

「あのー……、今日はたまたま運が悪かったかもしれませんけど……」

　僕の中にある、ココロの引き出しの一つがこの時、勢いきおいよくぽーんと開いたのだ。

　言ってみる。

「今度の休みの日とかに、遥はる奈な原ばらさんを誘さそって……え、ええと、初雪さんと一いつ緒しよに、どこか出かけてみるのって、どうですか……？　僕、また誘ってみます。たとえば……公園、市内にある、あの『わくわくパーク』とかに」

　言うが早いか、一いち之の瀬せさんと野の上がみさん二人は、がたーんとテーブルまで鳴らし立ち上がる。

　二人は最初、新大陸を発見したような呆ぼう然ぜん具合。

　そして、次の瞬しゆん間かんには、その瞳ひとみをキラキラさせて、

「……──偶ぐう然ぜんだよ？　こ、これ……」

　僕が座すわっている椅い子すの右手、野上さんは、ポケットから封ふう筒とうのようなモノを取り出していた。

「……──これ、『ウィンドファーム』のチケットなんだけど、これでも、いい？」

『ウィンドファーム』とは、隣となりの県にある有名な遊園地の名前で、彼女はそこの招しよう待たい券けんらしきチケットを取り出したのだ。

　おそらく、一之瀬さんと野上さんが僕をお昼ご飯に誘さそい出だした本当の狙ねらいは、このチケットだったのではないかという直ちよつ覚かく。

　つまり、彼女たちが当初計画していたモノ──初はつ雪きさんと一いつ緒しよにお出かけしようというお誘いを──僕はコチラ側から、切り出したコトになる。

「も、もちろん、『ウィンドファームゆうえんち』でも、初雪さんは、大だい丈じよう夫ぶだと、思いますよ？」

　躊躇ためらいも一いつ瞬しゆん、僕がこくこくと頷うなずけば、

「……──あ、あ、いつ？　いつの、いつのお休み？　それ、約束だよ？」

　コチラへ突とつ進しんするように野上さんは身を乗り出し、

　挙あげ句くの果てには、

「やばいっ！　私、織おり人とくんのコトが好きになってしまうやもー!!」

　大おお仰ぎように左手を額ひたいに当てて仰のけ反ぞり、左側から僕の目の前によろめいてくるのが一之瀬さん。




　相変わらず『遥はる奈な原ばら初雪爆ばく弾だん』はこの二人にとって効こう果かテキメンなようだった。




『吝やぶ華さか高校』二年Ｇ組・出席番号二十八番、遥奈原初雪という女生徒は、僕らのクラスにおいてちょっとした特別な位置にある。『高たか嶺ねの華はな』と言ってしまえばいいのだろうか。現げん状じよう、クラスのみんなは初雪さんという存そん在ざいに興きよう味みありありなのだが、なかなか彼女へ話しかけられないというカタチが、できあがってしまっている。

　その原げん因いんは、初雪さんの隠かくされた体質──

　もとい『強い思考が他人に漏もれ出だしてしまう』という〝陰おん陽みよう師じ〟としての厄やつ介かいな《能のう力りよく》と、極度の緊きん張ちよう状じよう態たいにおいてどうしても少々えっちな妄もう想そうを繰くり広ひろげてしまうという《傾けい向こう》に、原因があったりするのだけれど……。

　とにかく、そんなクラスにおける拮きつ抗こう状態が、一人の転校生の存そん在ざいによって今、崩くずれ始はじめているというのが、僕の現状認にん識しきだった。

　そしておそらく僕・転校生である森もり口ぐち織人は、初雪さんにできた初めての友達である。

　それを大々的に喧けん伝でんするつもりは毛もう頭とうないのだけど、唯ゆい一いつの友達だからこそ。僕には使命があった。

『初はつ雪きさんにもっと多くの友達を作る』という、言葉を換かえれば、それは僕の野望だった。

　ここで話は、現げん状じように復ふつ帰きする。

　だいそれたと言えばだいそれた。ささやかなと言えば、ささやかな。

　そんな僕の野望の第一段だん階かいが、初雪さんと交わした『みんなでまた公園に来よう』という、あの約束だった。

　いくらなんでもこの野望、僕はイキナリはちょっと難むずかしいと思っていた。

　なにしろ、まず転校生である僕に友達がいると言えるのか。

　けれど、実じつ際さいはどうだろう。

　難しいかとも思った一発目が、こんなふうに、拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっけなく決まってしまいそうな、『みんなで一いつ緒しよにお出かけしようよ！』的な状じよう況きようが、目の前に発生している。

　そしてこの時僕は、どうにも嬉うれしいそんなシチュエーションに、ちょっと油ゆ断だんしてしまっていたみたいだった。

　──本当に、そんなコトは絶ぜつ対たいにしてはいけなかったのに。

　その瞬しゆん間かん、




「あっちしもー！」




　頭越しの絶ぜつ叫きようもろとも、突とつ然ぜんがくがくがくーっと僕の椅い子すの背せもたれが揺ゆすられた。

「の、わッ!?　だ、だれーッ!?」

　僕だけじゃない。一いち之の瀬せさんも野の上がみさんも突とつ如じよ僕の背はい後ごに立った人ひと影かげに顔を向けていた。

　そこにいたのは、今にも空に飛び立たんとしているかのような並へい行こうツインテールを揺らす、細身の女子生徒。

　彼女は僕らに向かって、ニカニカという形容詞がぴったりな笑みを唇くちびるに浮うかべ、もう本当に元気いっぱいというオーラを全身から発散しているのだけど、

「ふーやーんんんッ!!」

「ふ、ふーやん!?」

　意味不明の絶叫をあげて自分を抱だきしめ、ツインテールをオモチャのように振ふり回まわすその娘は、かろうじて制服は身に着けているものの、左目に眼がん帯たい、頰ほおにガーゼ、特とく殊しゆ樹じゆ脂しで固められた右手を三さん角かく巾きんでつって、左ひだり脚あしはこれも膝ひざ下したから石せつ膏こうでかちんかちんにされ松まつ葉ば杖づえという、ハッキリ言ってざっと全ぜん治ち六ヶ月的な装よそおいの怪け我が人にん少女なのであった。

「のんのん！」

　残っている左手の人差し指を左右に振って、ウインクしたのだか瞬まばたきをしたのだか、ヨクワカラナイこの女の子を、僕は知っていた。

　しかし、彼女は自ら名乗る。

「アーイム、上うえ草くさ千ち春はるでーっす！」

　その通り。

　親指で自分自身をばきゅーんと指し示す彼女の名前は上草千春。

　二年Ｇ組の教室では僕の後ろの席に座すわるクラスメイトだったりする。

　以前僕は、上草さんみたいに全身包ほう帯たい姿すがたで登校したコトがあって、その時からけっこう仲良くしている級友なのだけど──

　そんな上草さんの、突とつ然ぜんの乱らん入にゆう。

「ど、どしたの千春」

　尋たずねたのは一いち之の瀬せさんだった。立ち上がった僕の横合いからひょこっと顔を覗のぞかせている。

「どうしたもこうしたもないよーっ！　なんでそんな楽しそうな話をしてるかなーっ！」

　なにゆえここまでアッパー系。上草さんは固められた左ひだり脚あしを支し点てんにくるりとバレリーナみたいに一回転してみせ、ずぐいっと松まつ葉ば杖づえを使ったトリッキーな軌き道どうで僕に迫せまる。

「不遇鳥とりあえずー！　聞かせてもらっちゃったんだよー？　さっきのお・は・な・しぃ！」

「お話って、ええと、遥はる奈な原ばらさんとお出かけしようっていう、さっきのですか？」

「そうそうっ！　それ、あちしも『ウィンドファーム』にご一いつ緒しよさせて？　ね？　森もり口ぐちくーん！」

　きゅるりぃーんと、まるで上草さんは雨に濡ぬれた子犬のように僕を見つめてくる。僕は元気いっぱいすぎる眼がん帯たい娘にたじたじになってしまい、

「え？　上草さんも、ひょっとして、遥奈原さんを……？」

「そーなのっ！　前から仲良くしたいと、思ってたんだよー？　えへりりりー」

　最後の『えへりりりー』の部分は、どうやら照れ笑いらしい。頰ほおを染そめてツインテールをくねくね揺ゆらしている。それから上草さんは樹じゆ脂しで白く固められた右みぎ腕うでと自由な左腕を拝おがむように合わせつつ、

「でもでもだってー、遥奈原さんに、あちしみたいな子が話しかけたら迷めい惑わくかなーって、ほら、気を遣つかわせちゃうって言うかーっ？」

「本来なら病院で寝ねてなきゃなんだしね」

「そうなの！　あちしってすーごいそそっかしくて、いつも満まん身しん創そう痍いだからね！　ってやかましいわーいっ！」

　上草さんは本当に怪け我が人にんなんだろうか。あちょぉぉーッ！　と一之瀬さんに飛びかかり「呼よぶからね救きゆう急きゆう車しや！　救急車呼んじゃうよ！」と携けい帯たい電話を眼帯娘に突つきつけている。

「ね？　迷惑かけないから！　ブランコから飛とび降おりたりしないし、自転車で手放し運転とかもしないし、プールの前には準じゆん備び体たい操そうもするから！　あちしも連れてってー！」

　そして再ふたたび僕の元に逃げ帰って来る上草さんは、ぺこぺこと頭を下げたりするのだ。

　こうなってしまえば、反対する理由なんてない。

　僕は頷うなずきながら、

「だ、大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ？　人数多いほうが、楽しいと、思いますし」

　告げるや、いなや。

「ぃやっっったぁぁああああああ──ぃっ!!」

　もうここまで来ると、おそらく上うえ草くささんは小さい頃ころから、バレエ的な素そ養ようがあったのだろう。満まん身しん創そう痍いのままくるくると舞まい出だすのだ。

「もー、遥はる奈な原ばらさんって言ったら、あの『遥奈原財閥グループ』のお嬢様な上に、生徒会副会長とかで、緊きん張ちようしちゃってさーぁ。それにそれにっ」

　彼女はすたんと、松まつ葉ば杖づえに寄りかかるようにターンをやめ、僕へと微ほほ笑えむ。




「遥奈原さんて、『砂すな御み門かど』希き代だいの〝陰おん陽みよう師じ〟だったりするからぁー」




　──どこからが？

　いったいどこからが、そういう領域だった!?

　僕はこの『旧第二体育館』から、あれだけ周囲にいた生徒達が、

　一人残らずいなくなっているコトにもっと早く気が付くべきだったのだ！

　直後に──いや、僕が感覚できなかっただけで、それはもっと以前のタイミング──僕以外、一之瀬カスミと野上綾は『臨りん戦せん態たい勢せい』へと移うつっていた。

　時前の打ち合わせも一切なし、けれどもそれは自然な流れだったのだろう。

「ねぇ綾あや、この妖怪、生まれたてだと思う？」

　妖よう怪かいに変へん異いし、塩えん素そ香かおる液えき体たいをしたたらせるスクール水着の〝河かつ童ぱ〟・一いち之の瀬せカスミと、

「……──〝上草千ち春はる〟は、わたし達のコト、充じゆう分ぶん承しよう知ちしてるよ。生まれたてでも、あなどらない」

　真っ赤な曼まん珠じゆ沙しや華げが咲さき誇ほこる黒和服から二ふた股またのしっぽをにょろりと伸のばす〝猫ねこ又また〟・野の上がみ綾。

　少女達が取るのは、上草千春を挟きよう撃げきする立ち位置。

「在々あれれ？　どうしちゃったの？　みんなー。そんな恐こわい顔しちゃってさぁ」

　一段階目の異い変へんが体育館廃はい墟きよから僕ら以外の人がいなくなったコトならば、

　二段階目の変へん容ようは、すでに『上草千春』本人に起こっていた。

「う、上草、さん……？」

　僕は、青白い妖よう気きをしたたらせる彼女を前にして、それをなにかしらの芸術作品かとすら錯さつ覚かくした。

　変化は一いつ瞬しゆんだった。

　今や上草千春は、全身の至いたる部位を、その衣服ごと〝碧玉サフアイヤ〟としてしまっていた。

「どーうしたのっ？　森もり口ぐちくんっ？　そんな目で見られたら、あちし照れるんですけどッ！」

　僕へと視し線せんを向ける彼女はまるで、選り好みの激はげしい宝石好きのメデューサに魅み入いられた有様だった。

　碧あおく透とう明めいに『石化』した箇か所しよの選り好みは顕けん著ちよに出ている。

　眼がん帯たいに覆おおわれた左の瞳ひとみ、ガーゼの貼はられた頰ほお、樹じゆ脂しに固められた右の肩かたから指先、そして石せつ膏こうに包まれた左ひだり脚あし、つまりは負ふ傷しよう部分がそのまま〝碧玉サフアイヤ〟と成り果てている。

「そ、それって……」

「森口くんも、これを綺き麗れいって思ってくれる？　だよねぇ、ウットリしちゃうよねぇ～」

　磨みがかれたように光るサファイヤの各部位は、決して割れるコトも軋きしむコトもなく、上うえ草くさ千ち春はるが望んだ通りに、まるで硬こう質しつな液えき体たい金きん属ぞくの如ごとく形を変えた。

　上草千春は、今や肉体とサファイヤで混こん成せいされた、動く彫ちよう刻こくだった。

　先ほどまで周囲にいた異い端たん生徒達が本当に可か愛わいく思えてしまうほどに、ツインテールなクラスメイトの姿すがたは人間の域いきを大きく逸いつ脱だつしてしまっているのだ。

「わたしもあんたと同じ〝妖よう怪かい〟だけどさ。ごめん、今はこれでも〝陰おん陽みよう師じ〟なんだよね」

　スク水河かつ童ぱが周囲、空中に展てん開かいするのは、超ちよう硬こう度どを有する無数のビート板。それは猛もう然ぜんと丸ノコギリの如く回転させ、一いち之の瀬せカスミ自身も丸太のようなフロートを抱かかえ、

「行くよ綾あやッ！」

　あらゆる角度からビート板を放ち、自らも駆かる。同時に、

「……──まだ、正式には『砂すな御み門かど』の〝妖怪陰陽師〟にはなれてないけど」

　両手にカギヅメの鉄てつ扇せん。黒耳の猫ねこ又またはゆらりと風景＝ビート板の群むれに溶とけ込こむ。「細かいコトは後で!!」という一之瀬カスミの突つっ込こみは、先ほどまで彼女がいた場所を通過。

　二つの意志が二点の中央、コンクリートの床ゆかに黒と透明な青の影かげを落とす妖怪へと躍おどりかかった。

「ん────っ！」

　けれど先手は、未だ、




「おばりよーん！」




　その場で異い形ぎようと化し松まつ葉ば杖づえを振ふり上あげた、彼女にあったのだ。

　ずどんと、大地が鳴った。

　いや、音を立てたのは僕達のカラダだった。それはコンクリートの床面に叩たたきつけられるように崩くずれ落おちてしまった肉体が立てた、騒そう音おんだった。

「ぐぅぅうッ!?」

　似にたような声が僕以外の二人の喉のどからも絞しぼり上あげられる。

　なにが起こった。

　身体に力が入らなくなったわけじゃない。現に僕はできる限かぎりの力を振ふり絞しぼっている。

　しかし、それ以上のなにかが、三人の身体を押おさえつけているのだ。

　ただの奇き声せいかと思われた彼女のそれが、上うえ草くさ千ち春はるの攻こう撃げきだった。

　彼女が僕等の背はい後ごをとっていた、あの瞬しゆん間かんから確かく定ていしていた、これが結末だった。

　一いち之の瀬せカスミ、野の上がみ綾あや、そして森もり口ぐち織おり人と、三人仲良く、上草千春を目の前にして、彼女を崇あがめるようにコンクリートの床ゆかにへばりついている。

「な、なんなんですか？　コレは……っ！」

　横よこ倒だおしになった僕はうめき、僅わずかに首を隣となりの河かつ童ぱ娘へと向ければ、

「あいつの正体、わかったんだけどっ!!」

　どうしてそういうコトになったのか。

　哀あわれ、尺しやく取とり虫むしの如ごとき、お尻しりを高く突つき出だしたポーズで床に押しつけられてしまっている一之瀬カスミが叫さけんでいる。

「上草千春に取とり憑ついたのは〝おばりょう〟、〝負おふり妖よう〟、〝おんぶおばけ〟、たまに〝子泣きじじい〟とも認にん識しきされる妖よう怪かい、〝オバリヨン〟に違ちがいないっ！」

「確たしかに、〝おばりよーん〟て言ってましたしね……！」

　僕は視し界かいの端はしに捉とらえる同級生、今や妖怪・オバリヨンと化してしまっている半身が青い透とう明めいな鉱こう石せきで構こう成せいされてしまったツインテールの少女に意い識しきを集中する。

「もし、かして……っ」

　その時、僕の脳のうはある予測を弾はじき出だす。

　目の前の妖怪は、〝子泣きじじい〟とも認識されると言う。ならば、つまり、

「〝オバリヨン〟が操あやつっているこの力は、『重力』ッ!?」

「……──でも、こんな強い力を、普ふ通つうの妖怪が──」

　唯ゆい一いつ、全身を床に着けていない──ぺたんと着物で女の子座ずわりで両手をついて──ゆえに、誰だれよりも体力を消しよう耗もうしているだろう野上綾のか細い声へと、

「そうだよ、おかしいよ綾、わたし達の力をいっぺんに……、こんなふうに、封ふうじる、なんてっ！」

　本当にナニをしようとしていた瞬しゆん間かんを捉えられてしまったのだろう、お尻を高く上げたままのポーズな一之瀬カスミの、掠かすれた言葉に、

「だぁってぇーっ」

　この場でただ独ひとり、なにごともないかのように二本の脚あしで立ち続ける半身サファイヤ・上草千春は、

「あちし、もう〝妖怪〟じゃぁ、なぁいよぅ？」

　その言葉に、今や眼がん球きゆうを動かすことすら重たかった僕は、しかし、

　彼女を見上げずにはいられない。

「じゃあここでクイズでぇぇす！　こんなあちしが〝妖よう怪かい〟じゃなかったら、いったい全体、その正体はなんなんだぁぁぁッ!!」

　考えたくなかった。

　僕にはもう、ある一つの答えが浮うかんでいる。

　この圧あつ倒とう的てきな力の感覚に、僕は覚えがあるのだ。

　けれど答えたくなんか、なかった。

　しかし、もはや息すら、

　声せい帯たいすら動かすコトができない僕に、何を答えられると言うのだろうか。

「ごぉ、よぉ、さん……」、耳を打つのは半身サファイヤの少女のカウントダウン。

　一いち之の瀬せカスミも野の上がみ綾あやも、答えない。おそらくは、僕と同じ予よ想そうの中に彼女たちもいるのだ。

「……にい、いち、……ぶっぶっぶー」

　オバリヨン・上うえ草くさ千ち春はるは、僕達をおちょくるように腹を抱かかえ、くるりとその場で回転。ツインテールをひるがえし、松まつ葉ば杖づえを天高くかかげて叫さけんだ。




「答えは、〝天てん魔ま〟でぇぇっすぅっ！」




　そして、

　上草千春の全身が、青く透とう明めいな光に沈む。

「地じ獄ごくの破は片へん〝壊ナ喜ラ楽ク玉ダマ〟を飲み、自ら一つの泥梨ないりとなりて現げん世せに浮ふ上じようさせし壊ナ喜ラ楽クの化け身しんっ!!」

　質量すら感じられる暗い碧あおに周囲は塗ぬりつぶされ、やがて、目を開いた僕は知る。

　それが、頭からつま先まで、最も早はや余あますところなく青く透明な鉱こう石せきのボディを持つ〝天魔〟の出現だったのだと。

　妖怪だったら、まだなんとかなったのかもしれない。

　けれど伝でん承しようの存そん在ざいから進化──いや、深化した天魔という存在は、まったくの別物。

　天魔・オバリヨンの言う通り、それは『人知を凌りよう駕がする自然災さい害がい』の化身である〝妖怪〟を越えた、『地獄』の化身である。

　等しくフラッシュバックする。

　僕等は一度、目の前で〝天魔〟と化した妖怪〝火か車しや〟と対たい峙じしたコトがあった。

　その時、どうなったか。

　結果、天魔に対して手も足も出ず、始末をつけたのはあの初はつ雪きさんだったのだ。

　ハッキリ言って、僕らはいてもいなくても、同じだった。

　そんな次元すら違ちがう脅きよう威いに、今の僕らが敵かなうわけが、ないのだ。

「とぉぉりあえず？　みんなにはぺったんこになってもらおっかなっ。陰おん陽みよう師じ・遥はる奈な原ばら初はつ雪きはそれからってコトで！　……ぁあー？　それとも？　このままみんなには意い識しきだけ失ってもらって、操あやつり人形にして、あの陰陽師を油ゆ断だんさせたほうが、いいのかな？　かなぁー？」

　ココロから、ドス赤い血が噴ふき出だした。これが肉体から溢あふれたモノならばとっくに致ち死し量りよう。僕は過重力によって骨ほねをも砕くだかれんばかりになっている自じ重じゆうに奥おく歯ばを嚙かみしめながら『本物の血よ、流れよ』と祈き願がんした。

　なによりも、弱すぎる自分自身を許ゆるすことができなかった。

　絶ぜつ望ぼうよりも怒いかりが勝る。

　己おのれにとっての大だい理り不ふ尽じんを目の前に心は激げき憤ふんに満たされ、声も出せずにいた三人の怒きよう気きが内ない圧あつによる自じ壊かいを経へて、爆はぜるのがわかった。

「じゃあーばいばいっ！」

　天てん魔ま・オバリヨンが、松まつ葉ば杖づえを振ふり上あげる。……僕らの道は実じつ際さい、ここで終了を迎えたも同然だった。

　けれど、その瞬しゆん間かん。

　りぃんと、




「瑞み津づの宝たからを布ふ留る部え」




　清い水みな面もに描えがかれる均きん一いつな波は紋もんの如ごとく、響ひびいた、超重力をモノともしない鈴すずの音ね。

　それと同質の、何者かの声。

　朦もう朧ろうとする意識の中に、妙みようにハッキリと届とどいたそれに、己の眼がん球きゆうは、

　一つの像ぞうを脳のうへと届ける。

　天てん井じようの隙すき間まより降ふり注そそぐ光。

　今や降り注ぐ陽よう光こうは、サファイヤの女子高生、天魔・オバリヨンを照らし、周囲を青く染そめている。

　彼女の周囲。

　碧あおの領りよう域いきを侵しん食しよくするが如ごとく、金色の光を凝縮ぎようしゆくして作られたかのような、長く細い鍼はりが、

　コンクリートの床ゆかに深く深く、打ち込まれていた。

　一本ではない。

　それどころではなく、まるでにわか雨のように無数、一面に。

　聞こえた鈴の音は、どうやらその金の鍼が床に刺ささった時に鳴ったものらしかった。

　ならば、

　あの声はどこから？




「其その神かん祝ほぎの詞ことばに曰いわく」

　僕の位置から、天てん魔まオバリヨン・上うえ草くさ千ち春はるを通して、直線を結ぶ廃はい体育館の壁かべ際ぎわの出入り口より、その凛り々りしい声は届とどいていた。

　人ひと影かげは、奇き妙みようなシルエットをしていた。

　正せい確かくには、重なった二人の輪りん郭かくと言っていいだろう。




　それは長身の何者かと、その人影にお姫ひめ様さま抱だっこされた二人組と知れた。




　見たことのない『吝やぶ華さか高校』の生徒だった。

「どこの〝陰陽師〟ッ!?」

　上草千春もそれに気が付く。

　が、現れたその二人は、そんな天魔の問いを意にも介かいさず、体育館内へと足を踏ふみ入いれる。

「甲乙きのえきのと・丙丁ひのえひのと・戊己つちのえつちのと・庚辛かのえかのと・壬癸みづのえみづのと」

「くっ！　それをやめろぉぉぉおおお!?」

　光さえ歪ゆがんで見える重力波が、オバリヨンが握にぎる碧あおい松まつ葉ば杖づえより放たれる。

　けれど、本来なら万物を地べたへと這はい蹲つくばらせる〝天魔〟の力をもってしても、

「一ひ二ふ三み四よ五い六む七な八や九こ十と、瓊にの音おと」




　微そよ風かぜが戦そよぐ程ほども〝陰おん陽みよう師じ〟の歩みを止めることができない。

　着実に、焦あせるコトすらなくコチラへと近づいてくる制服姿すがたの少女と、彼女をお姫様抱っこする長身の人影。抱かれた少女は短いスカートに黒タイツ、きりりとした眉まゆにぱっつん前まえ髪がみに後頭部はポニーテールという出いで立たちだった。これで腰こしに刀さえ差していれば、これはまさしく完全無欠の男だん装そう少女侍ざむらいだと、僕は思った。

「彼女達が、新たな〝陰陽師〟……？」

　そんな僕の思考に並へい行こうするように、




「せ……、生徒会長ッ!?」




　一いち之の瀬せカスミの叫さけびが、僕の耳に飛び込んだ。

「へ、あっ!?」

　出ないと思っていた声すら喉のどから漏もれる。

　そして僕は、気が付く。

　もうわけがわからない。生徒会長だというサムライ少女を前抱きにしているのは、

「あれは、灰はい人にん形ぎよう……！」

　いくら目を凝こらしても、彼女を抱かかえるそれが、誰だれだかわからないハズだった。

　突とつ女じよ現れた、見たこともない〝陰おん陽みよう師じ〟女子生徒を抱えていたのは長身、真っ白い全身タイツをすっぽりと着込んだかのように見える式しき神がみ・〝灰はい人にん形ぎよう〟だったのだ。

　僕は一度、その奇き妙みような式神存そん在ざいが呼よび出だされた現場を見たことがあった。

「布ふ瑠る部え、由ゆ良ら由ゆ良ら、如か此く祈所いのりせば」

「う、うわぁあああああっ!?　と、止まんなぃいッ!?」

　陰陽師を抱だきかかえた灰人形は一度も、走らなかった。

　静かに歩み、そして、サムライ少女は静かに、碧あおい少女とすれ違ちがい、

　その胸むねに一本の、金色に光るレーザーとも見まごう細い鍼はりを、打ち込んだ。




「死まかるとも、更さらに蘇い生きなんと誨おしへ給たまう」




　刹せつ那な、

　きぃぃぃんと周囲全ての鍼は砕け散り、〝天てん魔ま〟オバリヨンと共鳴。音おん響きようは光の粒りゆう子しへと周波数を変化させ、上うえ草くさ千ち春はるを包み込み、

「ぐぅうううああああああ……ッ!?」

　天魔は巡めぐらされた結けつ界かいの中、まるで深海の水すい圧あつを振ふり払はらうが如ごとく、ぎんッと、自らに鍼を打ち込んだ陰陽師を睨にらみ付つけ、

「がぁああッ!!」

　縛じゆの力を衝しよう撃げき波はと共に打ち砕く。そして、

「付け入る隙すきはいくらでもある……っ！」

　碧く透とう明めいな妖よう怪かいは吠ほえる。

「ッ!?」

　重力を操あやつるならば、それは加重だけが全てではないコトを僕は知る。

「次に会ったその時は、全てを貰もらう……ッ！」

　碧い影が落ちるコンクリートの床ゆかに、舞まい上あがった埃ほこりが作ったのはオバリヨンを中心としたサークル。反重力とでもいうべき上方への落下は、その細いサファイヤの体たい軀くを音もなく直上、体育館の天てん井じようにあった亀き裂れつへと運んだ。

　碧い軌き跡せきを描えがき、それ以外の能のう力りよくを封ふうじられた天魔は、空へと消えていったのだ。




　体育館に、〝正せい常じよう〟が戻っていた。




　巨きよ人じんに握にぎりつぶされるような重力は消えていて、驚おどろくほどの静せい寂じやくが廃はい体育館を満たしている。

　誰も何も、言わなかった。




「なんでこのぼくが出で張ばらなくちゃいけないんだ」




　静せい寂じやくを揺ゆるがしたのは、灰はい人にん形ぎように抱だかれたままな──首元のリボンでわかるのだ──上級生の女子生徒だった。



「あ、あの、助けていただいて──」

「うるさいぞ森もり口ぐち織おり人と！　今はぼくがしゃべっているんだ！」

「ひぃっ!?　僕のコトを、知っている!?」

　勇気を振ふり絞しぼったお礼の言葉を激げき烈れつに遮さえぎられ、立ち上がっていた僕はずざっと思わず後ずさってしまう。

「知らないでか。おまえには副会長、遥はる奈な原ばら初はつ雪きがいつも世話になっているようだからな。あぁ、そうだ、礼を言っておく」

「い、いえ……そんな、えぇっと、今、助けて頂いただいたことに、比べたら、その──」

「名乗っていいか？」

「え？　あ、はいっ！」

　またもや言葉を遮られ、そう言えば僕は生徒会長だというサムライ少女の名前すら知らないコトに気が付く。

「ぼくはこの『吝やぶ華さか』の生徒会長、王いく生るみ枢すう。人呼よんで『眠り姫クラヴアーチカ』の王生枢」

「くらばーちかの、いくるみ、すう……？」

　抱だっこされたままの彼女は、僕へと苛か烈れつな視し線せんを留とめ置おきつつ、

「そうだ。いつもなら、ぼくは特注のベッドに乗って、校内をうろついている。そのせいか、いつしか生徒はぼくのコトを『眠り姫』と呼ぶようになったというわけだ。なぜロシア語なのかは、知らん」

　おそらく、一いち之の瀬せカスミも野の上がみ綾あやもこの事じ態たいをどうしていいかわかっていないのだ。

　だから、僕に全部を任まかせているのだろう。出来事が出来事だけに、その気持ちは、わかる。

「けれど、この『旧体育館』では、〝名めい探たん偵てい〟王生枢として名乗ったほうがいい気もする」

　そんな僕達の気持ちを知ってか知らずか、王生さんの演えん説ぜつはまだまだ続く。

「『吝華』ならではだな。〝生徒会長〟にして校内の正義を守る〝名探偵〟が、このぼくなのだ」

　平たい胸むねを張はる生徒会長。呆ぼう然ぜんとする三人。

　この展てん開かいに、ああ、僕はかくかくと頷うなずくコトしかできていない。

　もしかしたら、それは廃はい墟きよと化しているこの体育館のせいかもれない。

　もしくは、あまりにもな事件の後の出来事だから、ココロが完全に麻ま痺ひしてしまっているのが原げん因いんか。

　王生枢さんが言っていることはおそらく全部事実なのだろうし、転校生の僕だからしっくり行かないだけのコトなのかもしれない。

「ん？　不満そうだな。知りたいトコロはそこじゃない、と、顔に書いてある」

　生徒会長であり名探偵のサムライ少女は腕うでを組み、

「では、こう言えばいいだろうな」

　変化が起こった。

「本来なら──」

　灰はい人にん形ぎようが、今まで抱だいていた少女を床ゆかに下ろしたのだ。

「っ!?」

　普ふ段だんはベッドに乗って校内をうろつくと、彼女は言った。

　だから、おそらくは脚あしが不自由なのだろうと僕は予よ想そうした。しかし、

　王生枢と名乗った〝陰おん陽みよう師じ〟は、きちんと両の脚で、床に立ったのだ。

　一いつ般ぱん生徒としての記き憶おくを残す一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやの驚おどろき具合から、それがどれだけ突とつ拍ぴよう子しもないコトなのかが知れる。

　そして、

「──こう名乗るのが、あなた達の前では礼れい儀ぎなのでしょうから」

　彼女の声が、変質した。

「そうですね。あなた達の前では、こう明かしたほうがいいかもしれません」

　それは、あたかも、




　霧の深い森の深奥にある、波紋一つ立たない湖の水面が如き、感情の抑制された声音。




「姿すがたさえ、金色の光にまみれて変じていた。それが最後の変身だった。」

　王いく生るみ枢すう──然しかして、その正体は。

「わたしの名は、勒ろく天てん舞まい耶や」

　遥はる奈な原ばら初はつ雪きさんの乳う母ばにして、関東守しゆ護ご・陰おん陽みよう師じ集団『砂すな御み門かど』を掌しよう握あくする、九九・九九％フオーナインに匹ひつ敵てきする金色の髪かみを持つ〝式しき神がみ〟。

「森もり口ぐち殿どの？　きちんと追いついて来ていますか？」

　とりあえず僕は、その場で膝ひざをついた。

　許きよ容よう量りようは、遥はるか手前でオーバーしているのだ。







　　　　[image: ]




　二日後、夜。




「お、おにいちゃあーん!?」

　がちゃんと勢いきおいよく開け放たれたドアは、蝶ちよう番つがいの限げん界かい地点でばいーんと震ふるえる。

『!?』

　時ならぬ異い変へん。リビングのテーブルについていた全員は当然の如ごとく、一いつ斉せいにそちらへと振ふり向むくことになる。

「沙さ樹き……？」

　森口家の、一いつ般ぱん的てきフローリングが施ほどこされたリビングルーム、その廊ろう下か側がわ。

　そこに、先走ってひとりぼっちで到とう着ちやくしてしまった戦せん隊たいヒーローのリーダーの如きポーズで突つっ立たっていたのは高校一年、僕と一つ違ちがいの妹・森口沙樹だった。

　現在、森口家では、父母そして僕の三人で、一人のお客さんを迎えていた。

　妹の沙さ樹きはそれを踏ふまえて、二階の自室にいたハズなのだ。

　だというのに、




「おにいちゃんはっ、こ、この家を、で……出て、行っちゃうのッ!?」




　彼女は、興こう奮ふん物質を点てん眼がんされ瞳どう孔こうを広げっぱなしにされた研究小動物にも似にた瞳ひとみを兄へと向け、言い放ったのだ。

　目の前に、お客さんがいるのに。

「え？　あっ、そ、それは──」

　急な事じ態たいと沙樹への弁明に言葉を詰つまらせてしまう僕。しかし、お構かまいなしに彼女に続ける。

「だってさっき聞こえたもん！　この……ええと……」

　けれど妹もようやく、家族以外の人が同席中というのを、思い出してくれたらしい。

「……あ、あの、こんにちは、じゃなくて、こん……ばんは！　突とつ然ぜん、すいません……！」

　時刻は夜の八時四十五分だった。

　沙樹は急に萎い縮しゆくし、慌あわてて頭をぺこりと下げる。

　そして、

「こんばんは。織おり人と殿どのの妹さんですね」

　その人は波は紋もん一つ立てない、霧きり深ふかい少女の声こわ音ねと視し線せんを沙樹へと向ける。

「わたしは勒ろく天てん舞まい耶や」

　九九・九九％フオーナインに匹ひつ敵てきする亜あ麻ま色いろの髪かみをお下げにした少女は名乗り、

「『灰はい神楽かぐら流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつ』巌いわ沓くつ木き道場の師し範はんをしています。本日は夜や分ぶん申もうし訳わけありません」

　そう挨あい拶さつを返した。

「も、森もり口ぐち沙樹、です……」

　妹は、ちょっと言葉を失ってしまっている。

　無理もなかった。

　今の勒天さんを──つまりは夜の七時ちょうどに僕の家にやってきた彼女を──見た時、僕だって絶ぜつ句くしたのだ。

　一いつ瞬しゆん、誰だれだこの人はとさえ、思った。

　時間通りにチャイムが鳴らされ、僕は玄げん関かんのドアを開ける。

　するとそこには、ライトグリーンのブレザーに白いブラウス、首元には紫むらさきのネクタイ。下には赤と黒を基調にしたチェックのスカートと濃こい柿かき色いろのタイツに茶色のローファーという、見事にフォーマルな装よそおいの少女が立っていたのだ。

　ぽかーんと、僕は彼女に魅み入いってしまう。

　見事なまでの金きん髪ぱつと、いつもの静かな口調で挨拶されなかったら、僕は彼女があの勒天舞耶さんだと気付けなかっただろう。

　そんな、まるで品の良い私立中学の入学式にフランスかどこからかやって来た帰国子女のような彼女が、僕の家にやって来たのには、もちろん理由と目的がある。

　ヒントは彼女の言った、『灰はい神楽かぐら流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつ』巌いわ沓くつ木き道場。

「沙さ樹き、沙樹、こっちにおいで！」

　僕の父・森もり口ぐち高たか司しは「どうもすみません、騒さわがしい娘でして」と勒ろく天てんさんに頭を下げ、近寄って来た沙樹の腕うでを摑つかみ、唐とう突とつに、

「さあ沙樹？　お父さんと一いつ緒しよにこのＤＶＤを観みよう！」

　妹が呆あつ気けに取られていたのは一いつ瞬しゆん。

「なんで今トトロ!?　それはもう観み飽あきたもん！　お父さん一人で観ればいいでしょ!?」

「トトロじゃないんだ！　これはこちら勒天さんの『道場』を紹しよう介かいしたＤＶＤなんだぞ!?」

「はぁ……？」

「よろしいですか勒天さん、娘にもこれを観せても！」

　どうやら父は、金きん髪ぱつの少女からいただいたＤＶＤが、ものすごく気に入ったらしい。

　もちろん勒天さんはこくりと頷うなずく。そんな父と勒天さんのやりとりを、母・緯い央おは微ほほ笑えましそうに見つめている。

　というわけでご覧らんの通り、今では父も母もすっかりこの奇き妙みようすぎる訪ほう問もん者しやを受け入れていたのだ。

　確たしかに、最初の三十分は大変だった。

　なにしろ、沙樹よりも幼おさなく見える、うっかりしたら小学六年生ぐらいな異い国こくの少女の元に、高校二年生の息子を預けようというのだ。

　いくら彼女が『今年で二十九歳、自分はあの〝遥はる奈な原ばら家け〟が支ささえる〝砂すな御み門かど大たい社しや〟の巫み女こであり、なおかつ敷しき地ち内ないに道場を持つ〝灰神楽流柔剣術〟という流派の道場主であり、夫のチャーリーは現在リオデジャネイロに単身赴ふ任にん中ちゆうである』と自じ己こ紹しよう介かいをして名めい刺しをすすすと差し出したところで、両親の中に存そん在ざいする、ある種の不信感を払ふつ拭しよくするのは容よう易いなコトではなかった。

　僕はそれを、『余よ計けいな設せつ定ていをくっつけるからだ』とか『本当なのは巫女であるコト一つしかないからじゃないか』とも思ったけれど、そういうトコロに抜ぬかりがないのが勒天さんなのだ。

　彼女はポーチの中から、一枚のＤＶＤをばばーんと取り出す。

　それこそが以後、森口家を夢中にさせ続けるコトとなる『灰神楽流柔剣術』の紹介プロモーシヨンビデオだったのだ。

　まず再さい生せい開始十五秒で度ど胆ぎもを抜かれる。

　画面に映ったのは、どこかで見覚えがある海の岩がん壁ぺき。

　そこへ奥おくからざばーんと波飛沫しぶきが上がり、有名な映画制作会社のロゴが浮うかび上あがった。

『!?』と驚おどろいていると、テレビ画面には、巫み女こ装しよう束ぞくの勒ろく天てんさんが、広く、薄うす暗ぐらい社しや殿でん内ないで祈りを捧ささげている場面が映し出される。

　そこにさっと突とつ如じよ差し込む光。

　三方の障しよう子じが開け放たれ、金きん髪ぱつの巫女少女の元へと大たい挙きよして殺さつ到とうしてくるのは、なんと『修しゆ験げん者じや』と『忍にん者じや』、そして『虚こ無む僧そう』の群むれ。屈くつ強きような体格をしたそれら荒あらくれ共は、問答無用で一いつ斉せいに勒天さんへと襲おそいかかる。

　テレビの前で父と母と僕が「あなや」と思った、その瞬しゆん間かん、

　しかし、彼女は鋭するどい刀を振ふり下おろしてくる忍しのびの者を、まず、立ち上がる一いつ挙きよ動どうで四人、舞まうように身を返す動作で修験者を三人と、自分の三倍も身長差がある手て練だれの男共を、徒と手しゆ空くう拳けんでなぎ倒たおしていくのだ。

　そんな場面を前にした父と母にはもう、言葉もない。僕だって啞あ然ぜんとしている。

　なおかつ、

　少女の投げや突つき、蹴けりの度たびに画面はびたりと静止し、ポーズを決めた金髪巫女の周囲には『これぞ灰はい神楽かぐら流りゆう空中二に段だん蹴げり〝灰はい鳳ほう〟!!』とか『出た！　灰神楽流人投術〝霾ばい天てん〟!!』

などなど、技わざの名前がテロップ表示される。

　つまりこの映えい像ぞうは、目の前の勒天さんがいかなる存そん在ざいなのかというのを一発で理り解かいさせる、彼女のためのイメージビデオだったのだ。

　初見だった僕も、周囲の状じよう況きようを忘わすれて、亜あ麻ま色いろの髪かみを持つ彼女が闇やみ夜よを疾しつ駆くし、竹林から飛び出た猛もう虎こを両りよう腕うでを使ったヘッドロックから締しめ上あげ落とす情景や、身の丈たけ以上の太た刀ちを城門の外側から振り下ろし、頑がん丈じような鉄てつ扉ぴと鉄扉の僅わずかな隙すき間まを貫つらぬいて内側にはまっていた極ごく太ぶと閂かんぬきを両りよう断だんするシーンに魅み入いってしまう。

　すごくよくできた、それは最も早はや、一編の映画だった。

　たかだか小さな道場のＤＶＤであるにもかかわらず、下手な洋画劇げき場じようよりもずっと高クオリティでエンターテイメントしてしまっていたのだ。

　たぶん勒天さんは、このために『遥はる奈な原ばら財閥グループ』の力を総動員したに違ちがいない。

　結果、三十分弱のビデオを見終わった後、両親の勒天さんを見る目は、百八十度変わってしまったと言っていい。

　二人はスッカリこの異い国こくの少女を『信しん頼らいの置けるヒトカドの人物なのだ』と認にん識しきしてしまったのだ。

　なにより、父・高たか司しがカンフー映画マニアだったコトも大きい。

　僕からすれば、逆に映画映画してしまっているこのＤＶＤに、『フィクションとノンフィクションをごっちゃにしているんじゃないだろうか僕の両親は』とも思ったのだけど、ここで僕がそんなコトを言い出すと元も子もない。

　両親が目の前にいる勒天さんを見つめ、「そう言えば、漂ただようオーラが違う……！」とさえ言い始めている今がチャンスだった。

　話は急きゆう激げきにまとまり始める。

　おそらく父・高たか司しと母・緯い央おは、ついには僕がこんな映画のような存そん在ざいになるのだと思ってしまったのだろう。

　瞬またたく間に整い始めるのは、一人息子を道場に預あずけるという段だん取どり。




　そこへ、まさしく乱らん入にゆうしてきたのが、妹の沙さ樹きだったのだ。




「あ、あの！　おにいちゃんは、どうなっちゃうんですか？」

　テレビ画面にｆｉｎのテロップが浮うき上あがってすぐ、沙樹が勒ろく天てんさんに振ふり向むいた。

「森もり口ぐち殿どのは、これから──」

「す、すみません、勒天さん、ここは……」

　ブレザー姿すがたな彼女の隣となりに座すわっていた僕は、おずおずと勒天さんへと身を乗り出した。

「沙樹には、僕が自分で説明します」

　頭を下げる。僕の師し匠しようとなる人は、そのなりゆきをわかってくれたのだろう。うなずいて、言葉を譲ゆずってくれる。

「なぁに、おにいちゃん」

　妹の沙樹と僕は向き合う。

　思い返す。

　──僕は今、カナリのワガママ、自分勝手を言っているのだ。

　と言うか、ぶっちゃけ半分以上、ウソで作った物を、僕は僕を信しん頼らいし、愛してくれている家族へと差し出すコトとなる。

　背はい信しんと言えばそれだ。

　でも、だからこそちゃんと、完かん璧ぺきに、家族に余よ計けいな心配をかけるワケにはいかないのだ。

「沙樹には急なコトだと思うんだけど、お兄ちゃんはけっこう前から、考えてたコトがあるんだ」

「前、から……？」

　不思議そうな顔をする妹に、僕は言う。

「男は強くなくちゃいけないって」

「ぶふぅっ」

　途と端たんに、沙樹は両手で口を押おさえ顔を背そむける。

「どうしてここで吹き出すの!?　失礼だろお兄ちゃんに！」

「だ、だって……」

　しかし笑いの余よ韻いんをスグには断たち切きれないのだろう。妹は「ふぁ、はぁっ」と再さい発はつしようとする衝しよう動どうを抑おさえつつ、

「に、似に合あわない、そういうのは、お兄ちゃんにっ」

「そりゃ、そうなんだけど……！」

　わかるとは思うのだけれど、僕はこれまで自分を『文系』で売ってきている。……売ってきているとは言ってみたものの、よく考えれば別にどこかにアピールしたわけでもなく、ただぼんやりと理数系でも体育会系でもなく、消去法での文系だ。決して威い張ばれない。

　つまり、それを僕以上に承しよう知ちしている家族にとって、僕のこの『強くなりたい』という言い分は、『文系一ひと筋すじ』からの変節も良いところで、寝ね耳みみに水、別人になってしまったのかと疑っても仕方がない申もうし出でなのだ。

「それって、『道場』に住み込みで稽けい古こをつけてもらうまでなの？」

「うん……」

「おにいちゃん、初はつ雪きさんと、なんかあったんでしょ」

「へ!?」

　あらゆるガードを乗り越えて僕の顎あごを捉とらえた、妹の一いち撃げきだった。

「『砂すな御み門かど大たい社しや』って、初雪さんが巫み女こさんをしてる神社でしょ？」

「そ、そうだけど、別に、それとこれに関係は……っ！　た、ただ僕は、自分を変えたいと、思って、それで……!?」

　僕は慌あわてふためきそうになる自分を必死に押おしとどめ、言葉を選ぶ。

　しかし、

「まあいっか。許ゆるして、あげる」

「えっ？」

「そんなに困こまらせるつもりじゃなかったんだけど」

　先に引いたのは、妹のほうだった。

「いってらっしゃいおにいちゃん。絶ぜつ対たい強くなって帰って来てよ？　それで、沙さ樹きのコトも守って。スグに逃にげ帰かえって来たって、もう家に居い場ば所しよはないからね。あの部へ屋やもらっちゃうから」

「う、うん……」

　僕は大きく息をつく。

　これで、なんとか家族全員からの了りよう承しようが得られたのだ。

「──その代わり、条件があるの」

「え？　な、なに!?」

「おにいちゃんがこの家を引っ越しちゃうなら──」

　じりりと、彼女は僕との距きよ離りを詰つめ、

「──沙樹も一いつ緒しよにおにいちゃんと道場で柔じゆう道どうならうー!!　沙樹も一緒に家を出るよー！」

「って、ええええッ!?　ちょ、それは──」




　しかしその時、僕へと飛びかかってきた妹を背はい後ごより取とり押おさえたのは、

「沙さ樹きはダメだー！」

「「お父さん!?」」

　父の叫さけびだった。僕と沙樹はそろって父・高たか司しに振ふり向むく。

「なんで!?　どうしてお父さん！　沙樹だって強くなりたい！　自分より強いヤツに会いに行きたいよー!!」

「ダメだダメだ沙樹はダメだ！　お前まで家を出てしまったら、お父さんとお母さんは、寂さびしいッ!!」

「ぎゃああ抱だきつかないで変へん態たいお父さぁぁぁん!!」

「では、そろそろお暇いとまいたします」

　親子コントに辛しん抱ぼう強づよく付き合ってくれていた勒ろく天てんさんは、テーブルの上にあった道場との契けい約やく書しよやスポーツ保険関係の書類をまとめ、鞄かばんにしまい始める。




　そんな彼女の仕草を前にして、僕に、ある種の緊きん張ちようが甦よみがえってくる。




　僕は、これまで習い事というモノを、したことがない。

　けれどそれを飛び越えて、これから自分は、道場に住み込みで、武ぶ術じゆつに類する修しゆ行ぎようをやろうとしているのだ。

　僕と母である緯い央おは、じゃれ合う父と妹をリビングルームに残し、席を立った勒天さんを玄げん関かんまで見送る。

「勒天さん。これからどうか織おり人とを、よろしくお願いするのだわ」

　母は頭を下げる。

「緯央殿どの。ご子息をお預あずかりいたします。週末までに、準じゆん備びをお願いいたします」

　亜あ麻ま色いろの髪かみの少女はブレザーのスカートを揺ゆらし、最後に僕へと頷うなずき、

「それではまた明日、織人殿」

　言葉を残して、玄関を出て行った。

　やがて、家の前に停とめてあった、最近『砂すな御み門かど』に仕えるコトとなった式しき神がみ、〝火か車しや〟・タイドスティングの低いエンジンが遠ざかってゆく。

「ふぅ……」

　僕は思わず、深い息をついてしまう。

「でも、ありがとう母さん。許ゆるしてくれて」

　隣となりに並ならぶ母へと、僕は感かん謝しやの念を言葉にする。

「織人、聞いて欲しいの」

　すると母は、勒ろく天てんさんが出て行った玄げん関かんへと視し線せんを向けたまま──いや、もっと遠くを見るようにして、言った。

「なに？　どうしたの母さん」

「お母さんは、あなたが本気なのは充じゆう分ぶんにわかるのだわ」

　──僕はこの時、自分の母親が、喜き怒ど哀あい楽らくを持った一人の女性であるコトを、何な故ぜか、すごく意い識しきしている自分に気が付いた。それはなんとも奇き妙みような感覚だった。

「そしてあの勒天さんが、あなたのコトをとてもよく考えていてくれることも」

　その時、初めて知った。

　僕の隣となりにいるのは、息子である僕という存そん在ざいを、ただただ純じゆん粋すいに想ってくれている森もり口ぐち緯い央おという一個の人格なのだと。

　母でもあり、同時に、彼女もまた僕と同じ、迷まよったり決けつ断だんしたりする、一人の人間なのだと。

「織おり人と、あなたは、あなたが正しいと思う道を行けば良いと思うの。お父さんもお母さんも、沙さ樹きだって、みんな織人を応おう援えんしているから」

「ありがとう、お母さん」

　そこでようやく母は僕のほうを向いてくれる。

「けれど、これだけはよく覚えておいて欲しいのだわ」

　そして生なま半はん可かな覚かく悟ごで家を出れないと思いを新たにしていた僕へと、彼女は言った。




「最善の道は、得てして取り返しが付かないわ」




「……か、母さん？」

「最さい優ゆう先せんで何か一つを手に入れようとすることは、それ以外のモノを放り出すというコト」

　厳きびしく叱しかるわけでもなく、慰なぐさめるわけでもなく、母は僕へと、その言葉を染しみこませる。

「ある時、あなたはいつまでも手元にあるハズと信じていたモノまでが、自分からこぼれ落ちているコトに、気が付くわ」

　意味はわからなくとも、その時が来たら、僕が思い出せるように、奥おく深く。

「織人、けれどあなたはそれを、決して後こう悔かいしてはいけない」




　　　　　●




　──二階の自室に戻もどってきた僕へと、

「表情が優すぐれないな、織人。家族に反対されたのか？」

　低すぎる管楽器の響ひびき、バリトンボイスで話しかけてきたのはベッド上のコンニャクだった。

「うーん、そういうワケじゃないんだけど……」

　先ほど一階で行なわれた家族への説得の顚てん末まつを脳のう内ないでぐるぐるさせていた僕は、そのまま頭を搔かきつつ、学習机の椅い子すに腰こしかける。

　そこへ、次に話しかけて来るのは、

「じゃあなんでなのん？　りぐりぐ。お腹なかでも痛いたいのん？」

　おもちゃのピアノを奏でたような幼い声。同じくベッドの上にちょこんと座すわり、膝ひざの上でこんにゃく狐ぎつねの胴どう体たいをもみもみしている、ふわふわした紫むらさき色いろの髪かみの毛にナースキャップ、淡あわいストライプの古めかしい救きゆう護ご士し的てきなスカート衣い装しようなマジカル幼よう女じよ。

「違ちがう違う体調が悪いワケでもなくてッ！　だからその浣かん腸ちよう器きは、必要ないからね？　ネユ」

　小さめのカジキマグロほどもある、普ふ段だんは背せ中なかに担かつぎ、今はネユが両手で構かまえている大きなガラス製の浣腸器を僕は慌あわてて押おしとどめる。

　事じ情じようがわからない人には早急な説明が必要だろう。

　この『一匹』と『一人』は、〝式しき神がみ〟という存そん在ざいだった。

　今さらだけど、解かい説せつさせて欲しい。

　小さいほう、胴体が飾かざり切ぎりされたコンニャク製の、傷きずだらけギツネの名前はレキと言い、陰おん陽みよう師じ・初はつ雪きさんの式神で、そしてネユという名を持つ浣腸器の憑つ狗く模も神がみ幼女が、僕・森もり口ぐち織人の式神だった。

　……説明したところで混こん乱らんが増ます一方な気もしてきたけど、今こ宵よい僕は、僕にとってすでに日にち常じようとなっている目の前の事じ態たいに気持ちを割さいていられない。

『これ、僕以外の人間が部へ屋やの扉とびらを開けたら、咄とつ嗟さに正体を隠かくすレキとネユは、そのまま僕のベッドの上に置かれたコンニャクと大きめな浣腸器なんだよな……それを見た家族は、どう思うんだろうな……やっぱり家を出るのはダメとか言うのかな……』とかも、考えている場合ではない。




　僕は〝陰陽師〟になるために、大きく動き始めていた。




　コトは、二日前の午後に遡さかのぼる。

　場所は『吝やぶ華さか高校』敷しき地ち内ない、『旧第二体育館』と呼よばれる廃はい屋おくカフェテリアにて。

　天てん魔ま・オバリヨンに、ついには一ひと太た刀ちも浴びせることができなかった集団である僕達、

〝河かつ童ぱ〟・一いち之の瀬せカスミ、

〝猫ねこ又また〟・野の上がみ綾あや、

　そして〝ただの人間〟森口織おり人とは、

　生徒会長・王いく生るみ枢すうから身を変じさせた大いなる存在＝イコール関東守しゆ護ご、陰陽師集団『砂すな御み門かど』を統とう率そつする〝式神〟にして〝妖よう怪かい陰陽師〟、勒ろく天てん舞まい耶やさんを前に、

　一種、忘ぼう我がの状じよう態たいに陥おちいっていた。

　命が助かった、助けてもらえたという安あん堵どの呆ぼう然ぜんではなかった。

　自分達は、もしかしたらあの遥はる奈な原ばら初はつ雪きを破は滅めつさせていたのかもしれないという、身の内に生まれてしまった一つの未来が、重く、未だ終わらない超重力となってココロを潰つぶし続けていたのだ。

　もし、勒ろく天てんさんが天てん魔まを退しりぞけてくれなかったら、おそらく僕らはオバリヨンの手により連れ去られ、比ひ喩ゆ表現ではない『地じ獄ごく』で肉体と精せい神しんを乗っ取られ、罠わなをもって初雪さんを陥おとしいれていただろう。

　──それにしても、あの勒天さんが、実は『生徒会長・王いく生るみ枢すう』という生徒に身を変じさせ、あまつさえ初雪さんをずっと監かん視し──もとい、護まもろうとしていたなんて──驚おどろきを通り越して啞あ然ぜんとしてしまう。

　その勢いきおいで、僕はあの時、

「ど、どうしてそこまで──生徒会長になってまで、初雪さんの身を!?」

　と口に出してしまったのだけど、

「乳う母ばであったわたしがお嬢様をいつも見守っていたいと考えるのは、なにかおかしいことでしょうか」

　との答えに、場も空気もわきまえず、僕は『この人もだー!!』と、仰のけ反ぞってしまった。

　初雪さんの周囲に彼女にラブラブな人は数いれど、学校に潜もぐり込こみ、あまつさえ生徒会長として初雪さんを見守るほどだったなんて、勒天さんという人であっても、そうなのかと。

　けれど、

　それだからこそ、今回の一件は重い。

　勒天さんは今回、そんな重大な秘ひ密みつを明かしてまで、僕らを助けてくれたのだ。

　初雪さんを護まもるべき式しき神がみである彼女が、僕らに手を差さし伸のべたその意味は大きい。




　確たしかに、『砂すな御み門かど』の筆頭陰おん陽みよう師じである初雪さんは、『地獄』の化け身しんとも言うべき強大な天魔をも調ちよう伏ふくする存そん在ざいだ。




　しかしと、僕は思う。

　初雪さんには、どうしようもなく弱い部分がある。

　思い上がりかもしれないが、一いち之の瀬せさんや野の上がみさん、そして僕の三人が悪意を持って、初雪さんに罠を仕し掛かけようとしたら、それは実にあっけなく、成功してしまうだろう。

　確かく信しん的てきにそう思う。

　それで、なにもかも終わるだろう。




　そして、そういう未来は、本当に目の前にあったのだ。




　僕らが弱いばかりに。

　その認にん識しきが、命ばかりが助かった三人の中に激はげしく屹きつ立りつしていた。

　時間はどのくらい経けい過かしただろう。

　──勒ろく天てんさんは、言葉もなく立たち尽つくしたままの僕らへと、




「〝天てん魔ま〟に対たい抗こうするため、あなた達を叩たたき上あげます。覚かく悟ごはよろしいですか？」




　告げた。

　それが救いだった。

　道はそこにしかなかった。

「天魔・オバリヨンは体たい勢せいを立て直し、再ふたたびお嬢様を狙ねらってやってくるでしょう。それまでの時間は短く、やらなくてはいけないコトは膨ぼう大だいです」

　本ほん望もうだった。

「もしも途と中ちゆうで脱だつ落らくしたなら、放ります。以い降こうはご自由に」

　初はつ雪きさんにこれ以上迷めい惑わくをかけるなら、身を引くコトを僕らは選ぶ。

　天魔・オバリヨン、上うえ草くさ千ち春はるが逃とう走そうした廃はい体育館を後にした三人は、そのまま学校の裏うら山やまに位置する『砂すな御み門かど』の総本山である『遥はる奈な原ばら邸てい』へと移い動どうする。

　そこで個人面めん談だんを行なった。

　僕が何番目に勒天さんと、彼女の秘書的エプロン巫み女こであるデイジーさんが待つ個室に入ったのかはわからない。

　一つ、前置きがある。

　僕はとある事件がきっかけで、自分も〝陰おん陽みよう師じ〟になりたいと初雪さんに告げていた。

　いや、順番が逆ぎやくだ。

〝陰陽師〟であるみんなと同じ場所に立ちたいと願う僕を、初雪さんが見つけてくれたのだ。

　僕は、初雪さんの黒くろ手て套ぶくろに包まれた手でそっと包まれるようにして、決けつ断だんしたのだ。

　陰陽師集団『砂御門』を統とう率そつする〝式しき神がみ〟である勒天さんは、そんな僕の唐とう突とつも唐突、本来なら一いつ笑しように付ふされて当然の願いを静かに認みとめてくれている。

『森もり口ぐち殿どのは、すでに砂御門の中にあります』と、僕が自分の想いを打ち明けた時、金きん髪ぱつの巫み女こは言った。

『黒手套・月つく撫なでによって封ふうじられたお嬢様の能力ちからを感じ取ってしまった時より、森口殿は我々の側にありました。それが今、確たしかになっただけのこと』

　勒天さんの声こわ音ねに波は紋もんが立たなくとも、水みな面もを揺ゆらす同心円は、僕の中は確かに生まれていた。

　それが全て『砂すな御み門かど』の僕に対する好意だとして、僕はそれに応こたえるコトができるだろうか。

　やるしかないのだと覚かく悟ごを決め、面接室にて硬かたくなっていた僕へと、金きん髪ぱつ巫み女こはまずこう切り出した。

「『灰はい神楽かぐら流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつ』という武ぶ術じゆつの一いつ派ぱを知っていますか？」と。

「い、いえ、知りません」

　という首を微び妙みように傾かしげての僕の回答に、九九・九九％フオーナインに匹ひつ敵てきする黄金の髪かみを持つ少女は、

「わたしも知りません」

「……は、はぃ？」

　彼女の言いように、僕もどうしたらいいのかわからなかった。

「ですが森もり口ぐち殿どの」

　金髪巫女は続ける。

「あなたは、このわたしが師し範はんを務つとめる『灰神楽流柔剣術』の道場に通ってもらいます」

　つまり、『灰神楽流柔剣術』という道場は、僕が陰おん陽みよう道どうを進むための、隠れ蓑だった。

　そこではもちろん、それら『柔剣術』に通じる修しゆ行ぎようもするだろう。しかし実体としては、日々、森口織おり人とが〝陰陽師〟になるための修しゆう錬れんが行なわれるのだ。

　熱心に打ち込む限かぎり、周囲はコチラを怪あやしまない。

　それを理り解かいし、僕は勒ろく天てんさんへと頷うなずいていた。

　胸むねが熱くなっていた。

『砂御門』は、僕にここまでしてくれたのだ。

　あつかましいと、自分でもわかっていた。けれども僕は言ってしまっていたのだ。

「その道場に、住み込みで修業させてください」と。

　──事じ態たいは、超スピードで展てん開かいする。

　できる限りの根回しが早急になされ（ＤＶＤが超スピードで作成され）、そして今日の夜という時間があった。

　あまりの展開に、自らが望んだにもかかわらず、情なさけないコトにココロが追いついていなかった。

　けれどそんなアレをイイワケにしている暇ひまさえ、僕にはないのだ。

「具体的な用意はできているのか？　住み込みは週末からとしても、今週中は準じゆん備びにかかり切りになるのだろう？」

　──重低音の管楽器の音色が、僕の意い識しきを自分の部へ屋やに引きずり戻もどした。

「うん、今から支し度たくする」

　レキの言葉に、僕はタンスの中から旅行用鞄かばんを引ひっ張ぱり出だし、下着や日用品をベッドの上に並ならべて、整理していく。

「ねぇ、ネユネユは？」

　服の裾すそを引ひっ張ぱるのは式しき神がみ幼よう女じよ。

「もちろんネユも一いつ緒しよだよ。ネユがいなかったら、たぶん僕は『砂すな御み門かど』に認みとめられなかったろうから。それに、ネユにはこのレキが先生になって修しゆ行ぎようをさせてくれるって」

「あはぅんっ」

「ま、待て織おり人と！　我はそんなコト言っていないぞ!?　我がこのネユを!?　ちょ、ちょっと待って欲しい!!」

　救きゆう護ご班はん的てき式神幼女はしかし、ふさふさした尾おで自分の尻しりを隠かくす狐きつねの式神へ、ぱぁっと笑みを浮うかべながら、僕のマネをして自分のポシェットにのど飴あめや絆ばん創そう膏こうを詰つめ始はじめる。

　とりあえず、

　明日は、名目的には体たい験けん入学として『灰はい神楽かぐら流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつ』の『道場』に一いつ泊ぱくする予定だった。

　平日の学校が終わり次し第だい、僕は家へ戻もどらず、そのまま『遥はる奈な原ばら邸てい』へと向かうコトとなる。







★暫章★

『遥奈原初雪の陰陽道　その２・０２』







「まさか、織おり人とさんが──」

　あたかも、全身を包んでいる石せつ鹼けんの泡あわが突とつ然ぜん、独自の意志を持って、変へん容ようした幾いくつもの手の平となって、私を責せめ立たててくるようでした。

「──お、織人さんが、こ、この家に……住むコトに、なっただなんて……っ」

　それほどまでに私の呼こ吸きゆうはままならず、なにか圧あつ倒とう的てきなものによって制せい圧あつされてしまったように、うまくカラダが動かせないのです。

「ぅぅぅ……、そんな、急にぃ……」

　強いシャワーで泡を流してみたところで、全身の感覚は未だにぼんやり。

　いつもなら外に開かれている鋭びん敏かんすぎる五感が、今は頭の中にある織人さんに関する一点に集約されてしまっているみたいでした。気が付けば、私はふらふらと湯船へと進み、足の先からゆっくりと石造りの湯船に満たされたお湯に浸つかっていたのです。

　急転直下とはまさにこのコトでした。

『織おり人とさんが修しゆ行ぎようのために住み込むことになった』という話を私が聞いたのは、つい先ほど。お夕飯が終わり、食後のお茶を手にしている時だったのです。

　勒ろく天てんさんは『相手方のご家族の了りよう解かいを取るまでは公表するコトができなかったために、知らせるのが直前になってしまった』と仰おつしやってはいたのですが、本当に突とつ然ぜんのことで、私は何度も、自分の乳う母ばまで務つとめてくださった彼女へと確かく認にんしてしまいました。




　そして、目の前に迫せまっているこの状じよう況きようは、私の夢でも妄もう想そうでもなく、現実のものなのだと、理り解かいしたのです。




　けれども、

　事じ態たいを充じゆう分ぶんに把は握あくし、了解することと、

　それを知った後に、私が先ほどまでの自分でいられるかどうかということは、

　これは全く違ちがう種類の話でした。

　私がどれくらい動転していたかと言うと、全部のお洋服を脱いだと思っていたのに、お風ふ呂ろ──と言うよりも風呂道楽な勒天さんの趣しゆ味みで作られた屋外式の露ろ天てん風ぶ呂ろ──の洗い場でシャワーをカラダに当てるまで、自分がまだ両足にくつしたを履はいたままなコトに気が付かなかったくらい、動どう揺ようしてしまっていたのです。

　……湯船に浸つかった今でも、胸むな元もとの湯面に小さな波が立ってしまうんじゃないかというくらい、心臓はドキドキしていました。

「織人さん……」

　考え、すぎでしょうか。

　クラスで今日、織人さんの様子が少しだけ変だったのは、このコトが原げん因いんだったのかもしれません。

　一見普ふ段だん通りでしたが、彼の瞳ひとみの奥おくには、なにか固い決意のようなモノが見て取れたのです。

　その理由を、教室にいた私は予よ測そくすることができました。

　生徒会長である王いく生るみさんに校外へのお使いを頼たのまれていた私は間に合わなかったのですが、それは二日前の昼休み。

『旧第二体育館』でクラスメイトの上うえ草くさ千ち春はるさんが〝妖よう怪かい〟化かし、あげく〝天てん魔ま〟となってしまった事件と、織人さんの中にあったものは関係があるのでしょう。

　以前より、織人さんは自ら〝陰おん陽みよう師じ〟になりたいと申もうし出でてくれていました。

　私はもちろん、織人さんが〝陰陽師〟になることに反対しているわけではありません。




　むしろそれは、正しいコトだとさえ、思うのです。




　妖よう怪かいが狙ねらうのは、〝人間〟よりも〝妖怪〟に近い存在です。

　そして、織おり人とさんにはその素そ養ようが──陰おん陽みよう師じに対する資し質しつが充じゆう分ぶんに──あるのです。

　私が身に着けている手て套ぶくろである神しん宝ぽう・月つく撫なでを越えて、私の能のう力りよくを感じ取ってしまうのはもちろん、織人さんの天てん変ぺん地ち異いに対して妙みように動じないトコロは、陰陽師にかけがえのない素質だと、私は思うのです。

〝陰陽師〟でありながら〝妖怪〟となってしまった三さん兆ちよう院いんさんの例を挙あげるまでもなく、彼を妖怪達が放っておくはずがありません。

　織人さんにはできるだけ、『砂すな御み門かど』の近くにいてもらったほうが彼のためにもよい、というのが、勒ろく天てんさんと私の共通した意見でした。

　それにしても、

　ここまで事じ態たいが動いてしまっているのは、まったくの予よ想そう外がい。

　もちろん、織人さんはただ『砂御門』の保ほ護ご下かに、この家に住み込み安全を得るコトが目的なのではありません。

　織人さんは陰陽師になるための修しゆ行ぎようを行なうために、この地にやって来るのです。

　それはわかっています。

　けれど、私はそれを踏ふまえてなお、この動どう悸きを抑おさえることができないでいるのです。

　私の中のどこかが叫さけんでしまうのです。




「だ、だって織人さんは、異い性せいの男の子で……っ」




　一つ屋根の下に住むとなったなら、私がこうして入浴している最中に、うっかり間ま違ちがえて、織人さんが扉とびらを開けて、誰だれもいないと思ってお風ふ呂ろに入って来てしまうなんて事じ故こだって、お、お、起こって、しまう可か能のう性せいが、あ、あるの、です……。

　そうです。

　それは、現に一度起こっているコトでした。

　……いいえ、違ちがいました。

　二度です。

　そして、二度あることは三度あると言います。

　仏の顔も三度まで。つまり、二回目まではナニゴトも起こりませんでしたが、次はどんな事じ態たいになってしまうか、予想なんて、私に、そ、そんな予想は──

「──で、できませんっ、だめなんですそんな、そんなぁ……っ」

　でも、こういうのって、お友達同士だったら、異性同士でも大だい丈じよう夫ぶ──当然のコトだったりするのでしょうか。

　私が知らないだけで、本当は常じよう識しきなのでしょうか。

『混こん浴よく』という言葉だってあるのです。

　恥はずかしがっている私が、おかしいのでしょうか。

　だとしたら、普ふ通つうにしていなければなりません。

　私は少しだけ、織おり人とさんと一いつ緒しよにこの湯船に浸つかっているトコロを想そう像ぞうしてみて、

「はぁぅうんっ！」

　だめですっ！

　そんなの、やっぱりいけないことだと思います……っ！

　私は慌あわてて、頭の中から織人さんを追い出します。

　織人さんは、私の大切な、一人だけのお友達なのです。

　もしも、

　……もしも織人さんが、女の子だったなら、もっと話は違ちがっていたでしょう。

　お友達はお友達でも、同性同士なのだから、一緒のお部へ屋やで、一緒のベッドで、それこそ、一緒にお風ふ呂ろにだって、

「ふぅぁあっ！　ま、待って！　だから、どうして織人さんは男の子のままなのですかっ!?」

　だめですっ、どうしても、頭の中に男の子で織人さんが出てきてしまうのです。

　私はもう、いったいなにをしているのでしょう。

　一人で湯船の中で空を仰あおぎ、星の出ている空へと視し線せんを彷徨さまよわせた、

　その時でした。




　がらり、と。




「ひゃっ！」

　脱だつ衣い所じよへと通じる戸が開くのです。

　ここからでは洗い場にある葦よし簀ずや岩などがあって、誰だれがやって来たのかはわかりません。

「もしかして……織人、さん？」

　私の口から零こぼれた声は、けれど小さすぎて湯面に弾はじかれたように新たに露ろ天てん風ぶ呂ろへとやって来た方には届とどきません。

「そんな、まさか……っ」

　本当に織人さん、なのでしょうか。いいえ、そのようなハズがありません。

　織人さんは明日からこの家にやって来るのです。そのハズなのです。

「で、でもっ」

　ここで声をかけるべきなのでしょうか。もう私の頭の中はぐるぐるです。もしかしたら私が脳のうの中から追い出した織人さんが戻もどって来てしまったのでないのでしょうか。脱衣所のカゴを見れば私が入浴中だというのはわかるはず。それなのにやって来たということは、

「だ、だめです織おり人とさんっ！　さっそく、三度目なんて……い、いけません……っ」

　足音はすでに、もう、すぐそこまで、このお湯の側そばまで来ているのです。

　あと数歩でコチラを覗のぞかれてしまうでしょう。ぁあ、だめです織人さん！　私と織人さんは、お、お友達、なのに……ッ！




「初はつ雪きお嬢様ですか？」




　そして、

「デ……デイジー、さん!?」

　私へと屈かがみ込こむように、タオルで胸むな元もとを押おさえたのは、勒ろく天てんさんのお世話役である、私からしたらお姉さん的式しき神がみ、お菊デイジーさんで。

「なぜか、残念そうですねお嬢様。入ってくるのがわたしでは、だめでしたか？」

　いつも通りアップにした明るい髪かみにそばかすを散らした彼女は柔やわらかく微ほほ笑えんで、尋たずねてくるのですが、

「い、いえ！　そういう、わけじゃ……なくてっ！」

　私は慌あわててお湯を揺ゆらして、

「ご一いつ緒しよさせていただいて？」

「も、もちろんです！」

　広い湯船でそんなコトをする必要もないのですが、カラダを流し終わったデイジーさんのために場所を空けたりするのです。

　そして、私の正面に腰こしを下ろした彼女は、

「お嬢様、どうかなさったのですか？」

「い、いえ、特には……」

　感づかれてしまうと思っていました。なにしろ幼おさない頃ころから一緒なのです。私は彼女に、そっと顔を背そむけていたのですが、

「もしかして、森もり口ぐちくんのコトを考えていたんですか？」

「ち、ちがいますっ！」

　けれど自分の意い志しには反して、先ほど追おい払はらったハズの織人さんが、私の中に戻もどって来てしまうのです。

　──織人さんは、泡あわ立だてた石せつ鹼けんしか身に纏まとっていない私の前に立ってこう言うのです。

「だめですよ初雪さん。お風ふ呂ろに服を着て入ったら。それはマナー違い反はんです」

　もちろん私はその時、露ろ天てん風ぶ呂ろの滑なめらかな岩に手て脚あしを括くくりつけられて動けません。織人さんはそんな私の足元を見ています。そう、私は入って来る時にくつしたを脱ぬぎ忘わすれているのです。

「そ、それはうっかり忘わすれてしまって……っ！」

　私は織おり人とさんに許ゆるして欲しくて、きちんと理由を説明するのですが、『いいわけはいけません。初はつ雪きさんは仮かりにも砂すな御み門かどの筆頭陰おん陽みよう師じ。……お仕置きが、必要みたいですね』って、手に持った強力なシャワーで、私のカラダの泡あわを、びゅうびゅう流し始めるのです。もちろん私はくすぐったくて、それに、そんなことをしてしまったら、あっという間にカラダを包んでいた泡が流れて行ってしまって、わ、私は……っ！



「お嬢様？　あの、聞いていらっしゃいますか？」

「は、はいっ！　き、聞いてますっ！　なんでも言うことなら聞きます……！　ですから、どうかもう、これ以上そこに水をかけるのは……はッ!!　い、今のはなんでもありません！　デイジーさんっ！」

「──そ、そうですか？　でも、わたしは別に、お嬢様に言うことを聞いて欲しいとかは言って──」

「ないですよねっ！　はい！　ちょっと私、勘かん違ちがいしてしまっていたみたいで……こ、こほんこほん、……で、なんでし、たっけ……？」

「ええと、森もり口ぐちくんのことです、お嬢様。今回の一件は、驚おどろいても仕方ないことだと思います。屋や敷しき中じゆうの噂うわさにもなっているくらいですから。なにしろ『砂御門』が育てようとしている陰陽師は、お嬢様を含ふくめてこれでお二人目。わたしも、森口くんのコトを考えていたところです」

「デ、デイジーさんも、考えて、いたのですかっ!?」

　私はびっくりしてデイジーさんへと身を乗り出してしまうのです。そんな、織おり人とさんは式しき神がみであるデイジーさんまで、私と一いつ緒しよに、泡あわだらけにして、それをシャワーで……っ!?

「はい。どのようにお食事を運ぼうかと」

「あ……、そ、そういう……っ」

「森もり口ぐちくんは、道場に併へい設せつされている居きよ住じゆうスペースで寝ね起おきされるらしいです」

「えっ？　お、織人さんは、このお屋や敷しきの中で、寝ね泊とまりをなさるのではないのですか!?」

「はい。……まさかお嬢様、森口くんと、同じ屋根の下で暮くらすと思っていらしていたんですか？」

「い、ぃ、ぃいえ、いえ！　そんな……」

「そうですよねぇ。同年代の異い性せいを置けるわけがないですからね」

「は、はぃ、はい、あ、当たり前で、ですよね……」

　私は、このままぶくぶくと、お湯の源げん泉せんにまで潜もぐっていってしまいたくなりました。

　現に鼻まではお湯に浸つかっているのです。




　明日は、どんな顔で織人さんと接せつすればいいのでしょうか。




　このコトは、クラスのみなさんにも絶ぜつ対たいに秘ひ密みつにしておかなければなりません。

　ああもう……、

　織人さんは〝陰おん陽みよう師じ〟になるために、『砂すな御み門かど』において住み込みで修しゆ行ぎようをしようとしているのに、迎える側の私がこれでは示しがつきません。

　ぐっと、お腹なかに力を入れて、私は再ふたたび夜空へと視し線せんを向けました。

　──織人さんは、まず選ばなければならないでしょう。

　最初に私が、そうしたように。

　その『道』の如いか何んによっては、しばらく織人さんとは会えないかもしれない。

　そういう覚かく悟ごも、私は今からしておかなくてはなりませんでした。







　　　　[image: ]




　──発足して本日で三日目に突とつ入にゆうした『灰はい神楽かぐら流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつ』の師し範はん、勒ろく天てん舞まい耶やさんと僕が、なんとか森もり口ぐち家けの面々を説せつ得とくするコトができた、その翌よく日じつ。

　さっそくもさっそくだった。

　紫むらさき色いろした夕ゆう陽ひの残ざん滓ししかない、夜も間近な黄たそ昏がれの空の下で、僕は、




　滝たきに打たれていた。




　──裏うら切ぎらない。

　陰おん陽みよう師じ集団『砂すな御み門かど』は、本当に裏切らなかった。

　修しゆ行ぎようと言ったら、もうそれは『滝たき行ぎよう』なのだ。

　平日における『吝やぶ華さか高校』の授業が終われば、そのまま家に帰らず、直で勒天さんの待つ学校の裏うら山やまへとやって来た。まるまる『遥はる奈な原ばら家け』の敷しき地ちとなっているその山は『砂御門』の本ほん拠きよ地ちであり、邸てい宅たく敷地内にある『客きやく殿でん』に到とう着ちやくした僕は、『それではこちらへ』と金きん髪ぱつの巫み女こに手を引かれ、深い山中へと連れて行かれてしまう。

　一いち応おう以上に、今から行なわれるのは修行なのだから、制服のままじゃアレだろうとジャージに着替えていた僕は道中、轟ごう々ごうという水が高所より落下する音に気が付く。

　もしかして、という思考は、

　本当にですかという驚おどろきに生まれ変わる。

　見事に修行場として完成された大きな滝の目の前にあった。

　僕はそこで白びやく衣えという、これから切腹をするお侍さむらいさんが身に着けるような羽は織おり物ものに着替えさせられ、そのまま頭上十五メートルほどの位置から落下を続ける石いわ清し水みずの流れの下へと、導みちびかれたのだ。

「う、うわぁ……」

　瀑ばく布ふの直下で猛もう烈れつな水風を浴びつつ、僕は前々からの疑問に直面していた。

『滝行』という修行には、いったいどのような意味があるのかと。

　そのようなコトに、まったく素そ養ようのない僕が想そう像ぞうするに、おそらくコレは『煩ぼん悩のう多き身体へ罰ばつを与あたえて、身を清める』的なモノとかが、修行の意味としてはあるのだろうと思われる。着替えた純白の衣にもそういう意味があるのだろう。

　しかし、目の前の　状じよう況きようは、そんな素しろ人うとの予よ想そうを簡かん単たんにひっくり返す。

　滝たきの下に入った僕の隣となりに、勒ろく天てんさんが座すわったのだ。

　つまり、師し匠しようたる彼女までもが弟で子しである僕と一いつ緒しよにざばざばと冷たーい滝に打たれている。

　もしかしたら、勒天さんはお手本になってくれているのだろうかとか、最初はそう考えたのだけれども、それにしては変なコトになっている。

　金きん髪ぱつの巫み女こが身に着けていたのは、いつもの巫女装しよう束ぞくでも白びやく衣えでもなく、初はつ雪きさんが小学生の時に使っていたという体たい操そう服ふくだったりするのだ。

　白い半はん袖そでと紺こん色いろのブルマという出いで立たちで、僕の左隣にて脚あしを組み、両りよう腕うでを軽く組んだまさしく『滝打たれのポーズ』で瞼まぶたを閉じている勒天さん。

　ハッキリ言って、気が散ってしょうがなかった。

　金髪の、小学校高学年くらいの女の子が隣で滝に打たれずぶ濡ぬれになっているという状じよう況きようでは『滝たき行ぎよう』もナニもないんじゃないだろうか。

　自分のお母さんが、息子がはかなくなったジャージを普ふ段だん着ぎにしてしまうのと、これはワケが違ちがう。

　僕はいわゆる、勒天さんという〝陰おん陽みよう師じ〟に弟子入りした身であった。

　なので師匠である金髪の巫女に「どうして勒天さんはそんな格かつ好こうをしているのですか」的な質問から修行をスタートさせてしまうのも、それはどうだろうと躊躇ためらってしまい、一度躊ちゆう躇ちよした問いかけは、時が経たてば経つほど言いにくいこと、この上がなくなる。

　結果、僕も師匠に倣ならって、同じく大きな石の上にいわゆる結けつ跏か趺ふ坐ざというあぐらの組み方で、頭上、後頭部、肩かた及び背せ中なかと膝ひざの上──つまりは全身に、終わりかけの春、もしくは始まりかけの夏の気き候こうをくぐり抜ぬけて来た湧わき水みずを、集めて冷たい修行滝を浴びるコトとなった。




　滝行が始まってしばらくした後に、最初に口を開いたのは勒天さんだった。




　水の温度と落下し続けてくる白糸の衝しよう撃げきから、ようやく精せい神しん的てきな落ち着きを取とり戻もどしてきた僕に、「森もり口ぐち殿どの」と、彼女は囁ささやいた。

　不思議だった。

　瀑ばく布ふが奏かなでる騒そう々ぞうしい水音の上をすぅっと滑すべってくるように、それは勒天さんの声だと判はん別べつできたのだ。

「は、はいっ」

　僕はとっさに返事をする。

「面おも白しろい呼こ吸きゆうをしていますね」

「？　……？」

　──陽ひはすっかり落ち切り、夜の足が早い山やま間あいは、最も早はや、夜の勢せい力りよく圏けんにある。

　たぶん勒天さんの式しき神がみ・『灰はい人にん形ぎよう』達が用意をしたのだろう。滝の周囲にはいつの間にか、夜の焼き肉屋さんの駐車場にあるような篝かがり火びが焚たかれ、夕ゆう闇やみを払はらうように僕と金きん髪ぱつの巫み女こを照らし始めていた。ここはすでに、テレビのスペシャルで時々見る、心しん霊れい特集番組の『山やま奥おくライブ除じよ霊れい現場中ちゆう継けい』の舞ぶ台たいぐらい、物々しい雰ふん囲い気きに包まれてしまっている。

「え、ええと……」

　どう反はん応のうしていいかわからない僕に「そのまま聞いてください」と、勒ろく天てんさんは言葉を続ける。

「今日は『道場』への、いわゆるお試し入門です。よって、本格的な修しゆ行ぎようは、週末から始まります」

　僕は「はい」と返事をし、少しだけ丸くなり始めていた背せ筋すじを改めて伸のばす。

「今いま頃ごろ、森もり口ぐち殿どのと同じく、河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミと猫ねこ又また・野の上がみ綾あやに対しても個別に教官が付き、妖よう怪かい達の試し練れん場じようでもある『ヨモツの穴あな』にて、修行を開始している手て筈はずとなっています。おいおい、合流した修行もあるかと思います」

「……は、はいっ」

「あの二人へと流れてしまう思考を、僕は咄とつ嗟さに自分へと引ひき戻もどす。今は他人の心配をしている場合ではない。彼女達には彼女達の鍛たん錬れんがそれぞれにあるのだろう。」

「──さて」と、勒天さんもその呼こ吸きゆうを、僕だけに向けてくる。

「我々『砂すな御み門かど』は陰おん陽みよう師じ集団という名が示す通り、本来陰陽師を育成しません。あくまでも『砂御門』は、妖怪と拮きつ抗こうする能のう力りよくを持つ者、陰陽師達の特殊な寄せ集めでしかないのです」

　不思議なピースが、僕の中にかちりと嵌はまる。

「鍼はりを主体とする陰陽、『王いく生るみ式しき』。その他『久く佐さ村むら典てん儀ぎ』や『小こ雀じやく潔けつ界かい』など、あらゆる陰陽流派より選せん抜ばつされた術じゆつ師し達が集い、それを一つの〝流派〟と見なしたのが『砂御門』の始まりです」

　勒天さんは、そこで何かを思い出すように少しだけ言葉を切る。そして、落ち来る滝たきの、一定量の水流で時を計はかったかのような間の後、金髪の巫女は再ふたたび言葉を紡つむいだ。

「そのような多くの派は閥ばつが垣かき根ねを越えて一つに力を集結させ、〝流派〟であって〝流派〟ではない『砂御門』が、自ら〝陰陽師〟を育成する場合、学ぶ者は三つのうちから一つ、道を選ぶコトとなります」

「三つのうちから一つ、です、か……？」

　僕は思わず、問いを返していた。彼女は頷うなずいて、首をコチラへと巡めぐらせる。

「どの道を選ぼうとも、この勒天舞まい耶やが直じき々じきに、森口殿へと、その手ほどきをすることになります」

「よ、よろしくお願い、します……っ！」

　金髪巫女の言葉に対する僕の返事を待っていたかのように、景色の中に動くモノがあった。

　それは周囲を照らす篝火の番をしていた身長・百八十センチほどの真っ白いヒトガタ式しき神がみの群むれだった。彼ら灰はい人にん形ぎようの、八体ほどが一いつ斉せいに、僕らの目の前、滝たき壺つぼへとばしゃばしゃ入って来たのだ。

「今から、その『三つの道』を一つずつ、説明いたします」

　そして灰人形達はすうっと勒ろく天てんさんが片かた手てを挙あげたその先で、ぐにゅりと、溶とけ合あい、上部には八つの頭、下部には十六本の脚あしを生やした、平べったく大きなホワイトボードへと姿すがたを変えたのだ。

「ひぃキモイ！」

　思わず声をあげた僕の口の中に、頭上より降ふり注そそぐ滝の水が容よう赦しやなく浸しん入にゆうしてくる。




「一つが〝左さ道どう〟」




　じりりと赤く、ホワイトボードの表面に夜目にも明るい熾おき火びが灯り、【左道】という文字となって浮うかび上あがった。

「──精神こころより生まれ、肉体に熾おこる陽ひとなる生命エネルギー。それを意い識しき下かで捉とらえ続つづけるコトで理り解かい、感得し、心身を覚かく醒せい状じよう態たいへと導みちびく修しゆ業ぎよう。それが〝左道〟です」

「は、はぁ……」

　体育着の金きん髪ぱつ巫み女こが発した一いち言ごん一いつ句くが、式しき神がみボードにじりじりと赤く刻こく印いんされていく。しかし、いくらボードの左右に生えている灰人形達の白い手がびしびしと文章の要点らしき箇か所しよを指し示そうとも、咄とつ嗟さの僕には、まだ上手い具合に理解できない。

「具体的には──」

　すると、勒天さんもそんな僕の雰ふん囲い気きを感じ取ってくれたのだろう。

「──男女における性的な交わりを、可か能のうな限かぎり不ふ眠みん不ふ休きゆうで続けるコトにより、身の内、身の外に流れる生命エネルギーを実感し、練ねり上あげ、肉体を〝陰おん陽みよう師じ〟として目覚めさせる修行となります」

　そうやって丁てい寧ねいに説明してくれる。

　のだけど、

「……？　ッ!?　っ！　？　??ッ」

　理解すればするほど混こん乱らんするものなーんだ？　答えは『今の僕』状態に、突とつ入にゆうした。僕の記き憶おくが確たしかなら、勒天さんはついさっき、こう言ったのだ。

『どの道を選ぼうとも、この勒天舞まい耶やが直々に、森もり口ぐち殿どのへと、その手ほどきをすることとなります』と。

　そしてそれは、つまり、僕と師し匠しようである勒天さんが不眠不休で、そういう状態に突入するということを意味している。

　血の巡めぐりが逆転したような目め眩まいにも似にた衝しよう撃げきが後頭部を襲おそう。同時にぞくりと僕の肌はだの上を、なにか熱く柔やわらかいマボロシのような感かん触しよくが駆かけ巡めぐった。

　僕は隣となりで一いつ緒しよに滝たきに打たれている勒ろく天てんさんを見ることができなくなる。

　三つ編みのお下げを解といた勒天さんの亜あ麻ま色いろの髪かみは、その小さなカラダを覆おおい隠かくすボリュームを持っていた。おそらく僕の顔は真っ赤になっている。僕は、勒天さんが僕よりずっと大人であるという事実に、だんだんと堪たえられなくなり──

「呼こ吸きゆうが乱れています。整えて」

「は、あ、で、でもっ……ッ!?」




「次に〝中ちゆう道どう〟」




　動転する僕を置き去りにして勒天さんの講こう義ぎは続く。けれど追いつけない。勒天さんはこの事実を、まったく気にしていないのだろうか。僕は堪こらえきれず、ついには師し匠しようである少女へと視し線せんを向けてしまう。しかし、彼女の、波は紋もんなき湖面の如ごとき声と表情からは、いつものように、なにも読めなくて、

「日にち常じようの中を生きながら、心身を鍛きたえる修しゆう錬れんを続け、日々の生活より、自らの能のう力りよくを見つけ出し、己の心身を覚かく醒せい状じよう態たいへと導みちびく。それが〝中道〟です」

　融ゆう合ごう灰はい人にん形ぎようの上に浮うかび上あがる〝中道〟からの文字は、今度は炭すみの黒。自動的に色分けされるとは、案あん外がい高こう性せい能のうなホワイトボードだった。

「つまり、朝起きて学校に通い、夕方から修錬を積み、徐じよ々じよに肉体を覚醒させていく方法です」

「な、なるほど……」

　心を無理矢理に目の前の文字列へと集中させるも、意い識しきはどうしても拡かく散さんしてしまう。どうしても〝左さ道どう〟が気になる。

　けれど、ようやく落ち着く方法を僕は見つけ出した。

　そうなのだ。

　僕は選せん択たくできるのだ。なにも〝左道〟を選ばなくても、道はあと二つもある。〝中道〟だって、立りつ派ぱな修行だ。




「最後に〝右う道どう〟」




　ここよりの文字は、青い火となり、ボード状じよう式しき神がみ・灰人形の身体に浮かび上がった。

「これは、一切の禁きん欲よくによる極きよく限げん的てきな飢き餓が状態において、精神と肉体、その根こん源げんに宿る生命エネルギーを実感、掘ほり起おこし、肉体を覚醒状態へと導く修行です」

　縦たて書がきな式神達の表面には、火文字の増加と共にゆらゆらと陽かげ炎ろうが上がり始める。すでにホワイトボードにはそれくらいの火種文字で埋うまっているのだ。

「具体的には、わかりますね」

「は、はい」

　つまり、〝左さ道どう〟のちょうど反対の修しゆ行ぎようということなのだろう。あらゆる欲望を抑よく制せい、できる限かぎり制せい限げんし、渇かつ望ぼうの力を自分の内部へと向け、生命エネルギーを手にする修行が〝右う道どう〟なのだ。




　──これで、僕が陰おん陽みよう師じに至いたる道は、全て揃そろったコトになる。




「こ、この三つの道の中から、……僕は、修行方法を選ぶコトに、なるんですね」

「仰おつしやる通りです、森もり口ぐち殿どの」

　徐じよ々じよに、僕の耳の中で、滝たきの音が遠くなっていた。

　いったい、どれを選べばいいのだろうか。

　一つ言えることは、どの道を選せん択たくしたとしても生なま半はん可かな修行にはならないだろうというコト。

　しかし、初はつ雪きさんだってこの中から道を選び、修行を続けているハズなのだ。

　僕はなんとなくわかった気がした。

　今僕が受けている『滝たき行ぎよう』は、これら三つの選せん択たく肢しの中から、僕が冷静に道を選ぶための、一種の儀ぎ式しき装そう置ちなのだ。

　となれば──

「ですが、森口殿」

「は、はい、なんでしょう」

「張はりきっているトコロ申もうし訳わけないのですが、実は森口殿に進んで貰もらう道は、すでに決めてあるのです」

「ほぇ？　……え、ちょ、ほ、本当、ですかッ!?　ぼ、僕が選べるんじゃ、ないんですか!?」

「申し訳ありません。森口殿には、可及的速やかに力をつけていただく必要があるのです」

　金きん髪ぱつの巫み女こが身じろぎをする。

　滝の音色が変化し、僕は勒ろく天てんさんが立ち上がったコトを知る。

　同時に、ホワイトボードになっていた八体合体の灰はい人にん形ぎよう達はバラバラと分ぶん裂れつ、そのままばしゃばしゃと滝たき壺つぼから岸に上がり、焚たかれていた篝かがり火びの向こう、暗がりの向こうへと姿すがたを消してしまう。

「身体の清めも、そろそろ頃ころ合あいでしょう」

　声は僕の前より聞こえていた。

　びしょ濡ぬれの勒天さんが、コチラへと手を差さしのべている。

「冷えてしまった身体を温める部屋を用意してあります」

　僕は金髪の巫女に腕うでを取られ立ち上がっていた。

「さて森もり口ぐち殿どの、行きましょう。本当の修しゆ行ぎよう場じようはここではないのです」

　そしてそのまま、勒ろく天てんさんの小さな手の平は、僕へと絡からまり、

「具体的な内容もそちらで、お話しいたします──」

　三つの道の中から一つ。

　陰おん陽みよう師じへと至いたるその道の種類を、僕はまだ知ることができていない。

　けれど、どうやら一方通行なその道を、僕はすでに歩き始めてしまっていたようだった。




　　　　　●




　──この先、僕にいったいどのような〝修行〟が待っているというのだろう。

　陰陽師集団『砂すな御み門かど』を擁ようするという、広大な『昭あき沙さ山やま』の敷しき地ち内ない。

『滝たき行ぎよう』を行なった場所を離はなれる際さいに、濡ぬれていない新しい白びやく衣えへと着替えさせられた僕は今、等とう間かん隔かくに篝かがり火びが焚たかれた山道を、体育着姿すがたの金きん髪ぱつ巫み女こ・勒ろく天てんさんに手を引かれ、歩いていた。

　ぱちぱちと爆はぜる炎ほのおの脇わきには物言わぬ灰はい人にん形ぎようが一人ずつ、警けい戒かいを怠おこたらない見み張はり番のように配置され、オレンジ色に照らされている。

　表面が陶とう器きのようにつるつるな、ひょろりと背せの高いデッサン人形の如ごとき真っ白い〝式しき神がみ〟である彼らが、僕ら二人をどう見ているのかはわからない。

　なのでコレだけの数──おそらくは篝火と同数、二百体以上──の灰人形達が左右にずらぁぁっと並ならんでいる光景は、ハッキリ言ってちょっと気持ち悪かった。

　僕はその眺ながめに、以前ＮＨＫの大河ドラマで観みた、夜戦を迎えようとしている戦国武ぶ将しようの陣じん幕まく周囲的な印いん象しようを受けたし、同時に、これもＮＨＫ教育で観た、今ではちょっとしたトラウマになっている『大だい駱らく駝だ艦かん』という前ぜん衛えい舞ぶ踏とう集団のプロモーションビデオのコトも思い出していた。

　身体が冷えているのか。

　暖だんを取るように僕へと寄より添そう勒天さんが握にぎる腕うでの感かん触しよくだけが、妙みように暖かく、冴さえている。

　緊きん張ちようによって──そして『滝行』の直後というコトもあって──僕の身体はこの時、固く、凍こごえていたようだった。

　喉のどが引きつるように、重く、痺しびれている。

　僕がこれから行なう修行は、『左さ道どう』『中ちゆう道どう』『右う道どう』の三つのうち、一つだと言う。




　そして、どれを行なうかは、すでに勒天さんが決めてあるというのだ。




　早急に〝陰陽師〟となり、力をつけなくてはならない僕へと課される修行とは、具体的には、いったいどういうモノなのか。

　時刻はおそらく、まだ夜の七時を回っていない。

　よくよく考えてみれば、修しゆ行ぎようの一日目である今日は、『お試し入門』であるハズだった。

　それがなんだか、カナリ大おお仰ぎようなコトになってやしないだろうか。

　──いや、初日だからこそ、なのか？

「森もり口ぐち殿どの、あそこです」

　頭上では篝かがり火びのぱちぱちという燃ねん焼しよう音おんと、土を踏ふむ足音だけだった森の中に、波は紋もん一つ立たぬ湖面の如ごとく、震ふるえぬ少女の声が響ひびく。

　視し線せんを上げた僕は気が付く。

　緩ゆるい坂道の上に、それはあった。

　赤い屋根、少しだけ大陸風な小さい御お堂どうだった。

　なんのための建物なのか、わからない。

　今まで見たような社しや殿でん的てきな造りではなく、どちらかと言えば住じゆう居きよ用ようの建物に見える。




　木製の扉とびらを開けて小屋に足を踏み入れると、中にはむっと生暖かい空気が渦うず巻まいていた。




　室内で僕らを出迎えた者はいない。部へ屋やは無人だった。

　内部の広さは一回り小さい学校の教室ほど。天てん井じようの高さもそれくらいだった。

　灰はい色いろがかった木の床ゆかに、調度品は壁かべ際ぎわに少しだけ。どれも家か屋おくに合わせた中ちゆう華か風ふうのもの。部屋の隅すみには小さな鉄ストーブが置かれていて、しばらく前から稼か働どうしているためか、この温かさのようだった。冷たい肌はだに心地よい温度。くすぶる薪まきの中には何か特別な物がくべられているらしく、柚ゆずのような甘あま酸ずっぱい柑かん橘きつ系けいの匂においが、熱気と共に室内に満たされていた。

　そして、それら室内の景色の中で、一ひと際きわ目を引くモノを、僕はまだ言っていない。




　部屋の中央には、大きな四角いベッドが一台、ヌシのように鎮ちん座ざしている。




　こんなに巨きよ大だいな寝しん具ぐは見たことがなかった。ちびっ子相撲ずもうなら楽々と開かい催さいできるんじゃないかというくらいデカイ。おそらくキングサイズより大きな特注品だった。このベッドなら、どう寝ねたって頭や脚が外にはみ出ないし、いくら寝ね相ぞうが悪くても床に落ちることはあるまい。

　そんな白いシーツのかかった──なぜか掛かけ布ぶ団とんのない、枕代わりの柔やわらかなクッションが複数置かれた──ベッドを前に呆ぼう然ぜんとしてしまっている僕を、

「支し度たくをしてまいります。少しだけ、時間をください」

　一人残して、勒天さんは続き部屋の奥おくへと消えてしまう。

　ぱたんと扉が閉まって、僕は一人になった。

　そしてその向こうから、微かすかに水の流れる音、おそらくはシャワーの水流が聞こえてきたトコロで、




　僕の肉体に、魂たましいが追いついた。




『ッ!?」

　ハッとする。

「……ぇ？」

　僕は、愕がく然ぜんとなって周囲を見回した。

「は……？」

　ベッドだけが置かれた部へ屋や。相手の女の子はシャワーを浴びに行ってしまっている。そして白しろ装しよう束ぞくの僕は、生暖かい部屋で一人、そわそわしている。

「も、もしかして、僕の修しゆ行ぎようって、選ばれてる、道って……」

　ここまで来たらそう考えるなというのが無理なのだ。

「さ、さ、さ──」

　そして僕は、この時ようやく、なぜ自分がこれほど緊きん張ちようし、冷えたように固まってしまっていたのかを理り解かいする。




「──左さ道どう……ッ!?」




　それは『男女における性的な交わりを可か能のうな限かぎり不ふ眠みん不ふ休きゆうで続けるコトにより、生命エネルギーを実感し、練ねり上あげ、肉体を陰おん陽みよう師じとして目覚めさせる修行』だという。

「ぅ、ゎ、ぁ……」

　大変なコトになってきた。どうしたらいいのかわからない。予よ想そうもしていなかったのだ。

〝陰陽師〟の修行が、このようなモノだったとは。

　目め眩まいか貧ひん血けつか。立ちくらみに襲おそわれた僕は、思わずベッドに腰こしを落としてしまう。

　硬かたくも柔やわらかくもないスプリング。手の平には、滑なめらかなシーツの感かん触しよくがあった。

「なぁ、あ……っ!?」

　固まって、動けない。

　情なさけないコトに、僕は逃にげ出だしたかった。

　しかし僕は直ちよつ覚かくするのだ。

　ここからエスケープしてしまったら、〝陰陽師〟として、失格なのだろうと。

　それではだめだった。

　放られる。

　初はつ雪きさんを再ふたたび危き機きに陥おとしいれてしまう彼女の弱点として、足手まといとして放られてしまう！

　さらに僕は思い出す。

　小屋の周囲には、総勢二百体以上の灰人形が警備を整えていた。

　道という道、屋根の上にすら監かん視しの目があったのだ。

　おそらく、あの金きん髪ぱつの巫み女こは、この修しゆ行ぎよう堂どうに、しばらく誰だれも近寄らせるつもりが、ない。

　そして、式しき神がみ達が作る陣じん形けいは外部からの侵しん入にゆう者しやと同時に、内部からの逃亡者を出さないという役割も果たすだろう。

　繰くり返かえしになるけど、勒ろく天てんさんは言ったのだ。




　どの道にしろ、修行の全ては自分が手ほどきを行なうと。




　僕は、そんな〝契けい約やく〟に、しっかりと頷うなずいている。

　取りも直さず、それが意味するトコロは一つ。

　一ひと晩ばんで僕の両親を説得する材料を全て揃そろえてしまう鉄の行動力を持った彼女の本気に、真しん剣けんに向き合うという〝約束〟だ。

「そう、勒天さんは、本気なんだ……」

　身体の震ふるえが、治おさまらない。

　治まるハズがない。

　仮かりにも僕は家族の了承を得て、ここにいるのだ。

「ねーお兄ちゃん、昨日はどんな修行をしたの？　沙さ樹きにも教えてっ？」

「と言う妹に、僕は明日、なんと答えればいい」

　──いや、それはマトハズレな考えだ、森もり口ぐち織おり人と！

　そもそも僕は家族を騙だましている。誠せい実じつの証あかしとして、噓うそをつき通すと決めている。

　問題は、噓をつくコトじゃない。

　噓をつき通す代わりに、ここで精せい一いつ杯ぱいの努力をすると家族に誓ちかった、その心だ。

　つまり、

「これより始まる修行に、失敗は、許ゆるされない……ッ！」

　大変なコトになった。

「でも、どうしたら!?　だ、だって──」

　何度だって振ふり出だしに戻もどる。




　修行の相手は、あの勒天さんなのだ。




　確たしかに彼女は僕より遥はるかに永く生きているのだろう。しかし、その外見はどのような理由からか小学校高学年くらいにしか見えない。それも、かなり贔ひい屓き目めに見てだ。

「い、いや、これもたぶん、間ま違ちがっている……!!」

　それは失礼なモノの考え方であると僕は気付く。

　あの金きん髪ぱつの巫み女こはそれ以前に、今や自分のお師し匠しよう様なのだ。繰くり返かえしになるけど、勒ろく天てんさんは、僕に修しゆ行ぎようをつけるために八方に手を伸のばし、限かぎりなく尽じん力りよくしてくれているのだ。

　弟で子しである僕が、そこから逃にげ出だすワケにいかない。どうあっても。

　それこそ、そんなコトをしでかしたら終りだ。

　初日から修行を拒こばむ弟子がどこにいるというのだ。

「……よし……っ」

　不安定だった腹に、ごろりと重心が戻もどってくる。

　けれど情なさけない話、あくまでこれは修行によるものであると、自分自身に言い聞かせることができなかったら、僕はここから逃げ出していただろう。

　修行であるからこそ僕は真しん剣けんに取り組む必要があるのだと、僕は自分自身に刻きざみ込こむ。

「試練は、始まったばかりなんだ……」

　神しん経けいを集中するために、目の前に広がる、キングサイズを超えるエンペラーサイズのベッドに膝ひざをついて、そのまま真ん中まで移い動どうする。

「気を、鎮しずめるんだ……」

　部屋の温度は、薪まきストーブが焚たかれているために、じっとしていても汗あせばむようだった。

　呼こ吸きゆうを整えれば、ある種の雑念は胸むねの底に沈んでいくのがわかる。

「で、でも……っ」

　しかし、だからこそ、落ち着きを取り戻そうとするからこそ出現せざるを得ない一つの思い。




「初はつ雪きさん、僕はどうしたら……っ！」




　僕はシーツに突つっ伏ぷす。胸の中にあったのは、どんなに高こう性せい能のうのコンピューターであっても解とくことのできない二に律りつ背はい反はんな難なん問もんだった。

　あえて極きよく論ろんを僕は掲かかげる。

　今から臨もうとしている修行は、僕自身、初雪さんに対する裏切りになるのではないか。

　そして、




　しかし、そこを通り抜けなければ、僕は彼女の近くにいることはできない。




　免めん罪ざい符ふをどこかに求めてはならなかった。

　おそらくは、それを丸ごと吞のみ込こむことさえ、ひっくるめて陰おん陽みよう師じの、左道の修行なのだと、僕は思う。

「初はつ雪きさんに追いつくために。彼女と同じ〝陰おん陽みよう師じ〟として並ならび立たつためには……──」

　──何気ない、

「……？」

　──本当に何気ない自分の一言が、引き金だった。

「ッは!?」

　去きよ来らいする、一つの事実。

「『砂すな御み門かど』が育てる〝陰陽師〟は──」

　僕は愕がく然ぜんとして、今自分がいる小屋の内部を見回した。

　──三つのうちから、一つを選ぶ……？　じゃあ、じゃあ、初雪さんは」

　そこには、寝しん台だいとストーブ。そして簡かん素そで小さなキッチンが付いただけの、どうしても不完全な建けん築ちく物ぶつ。

「どの道の修行をしているんだっ!?」

　僕の予よ想そうが当たっているとなったならば、ここは、それ専用の修行場──というか、修しゆ行ぎよう堂どうであり、

「もしかしたら、初雪さんも、お師し匠しようである勒ろく天てんさんと、ここで、修行を……？」

　辻つじ褄つまが、合ってしまう。

　初雪さんだって〝陰陽師〟になるための修行をしたハズなのだ。

　関東最強の陰陽師集団『砂御門』の筆頭陰陽師。

　そんな彼女が、僕が今からする修行を行なったコトがあると想そう定ていするコトは、まったく不自然なコトじゃなかった。

「ぅぅわぁあッ!?」

　僕はベッドの上で、ヘビに睨にらまれたカエルの如ごとく、微び動どうだにできなくなっていた。

　同時に、僕の中で、初雪さんに触ふれられたわけでもないのにビジョンが止まらない。

　やめようと思っても僕を止められない。




　勒天さんと初雪さんが!?




　そして僕は今、その現場にいることになる。

「師し弟てい関係というのは、そういうコトでもあるのか……」

　もうそれだけでもギブアップ寸すん前ぜんだというのに、

「ん？　んんっ？　んんんッ!?」

　さらなる予よ見けんが僕の中に出現してしまう。新たな映像ビジヨンが生まれいずる瞬しゆん間かんを、全身で感じてしまう。

　一つの事実がある。

　僕は勒ろく天てんさんの弟で子しである。そして、初はつ雪きさんも勒天さんの弟子である。

　というコトは、

　同じ弟子同士である僕と初雪さんは、




　いつか共に、同じ修しゆ行ぎようをするという可か能のう性せいも出て来るのではないか。




　コペルニクス的、事じ態たいの変動。

　僕の言っているコトが、わかりますか。

「よ、よくわかりません！　け、けど、それが、本当だとすると……」

　確たしかにライバルと切せつ磋さ琢たく磨まするコトは成長において重要だとしても、

「これが、〝陰おん陽みよう道どう〟というモノなのか……ッ!?　お、恐おそろしい!!」

　思わず身じろぎしてしまえば、ベッドはぎしぎしとマットレスのスプリングを軋きしませる。

「となると、ゆ、ゆくゆくは……」

　僕の中のなにかが、少し壊こわれてしまった感覚。

「師し匠しようである勒天さんと、弟子である初雪さんと、僕の三人で、修行という、コトも」



　ベッドの大きさの説明がついてしまった瞬間だった。




「そんな……!!　そうなったら、僕はその時、もうどうしたら!?　〝陰おん陽みよう師じ〟になっちゃう！　僕本当にそうなったら〝陰陽師〟になっちゃいます!!」

　そして、勢いきおい余あまった僕の全身がばふんと、ベッドの端はしから端へとダイブした、

　その時だった。




「が、がんばってください、織おり人とさん。私も、応おう援えん、しています！」




　目の前。寝しん台だいの縁ふちにしゃがみ込み、僕の真正面で、

「は、…、…くぃ……さん？」

　初はつ雪きさんと、ちゃんと発音できなかった。

　黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの巫み女こ少女と、僕の視し線せんは、ばっちり重なっている。

「え、あ、は……!?」

　これでもかと、僕の目は見開かれる。もしかしたら、僕はあまりにもリアルな幻げん覚かくを見てしまっているのではないか。

「い、い、い、っぃ……」

　いや、白はく昼ちゆう夢むとしても、僕はこのような女の子を想そう像ぞうできまい。

　緋ひ色いろの袴はかまに白びやく衣え、その上に薄うす衣ぎぬを羽は織おった、一人の巫女は確たしかに、この部へ屋やの中にいたのだ。

「……いったい、いつから、初雪さん、ここにいたん、ですか？」

　思わず問いかければ、『砂すな御み門かど』が筆頭陰陽師の少女は、

「織おり人とさんが『失敗は、許ゆるされない……ッ!?』と、頭を抱かかえた辺りからです」

「ッ!?　ちょ、それ、す、……え!?　す、すごく前からじゃないですかぁッ!?　ほ、本当に!?　本当にそんなに前からこの部屋に!?」

「はい、そうですけど……」

　初雪さんは不思議そうに黒手套に包まれた人差し指を口元に当てている。

「じゃ、じゃあなんで声をかけてくれなかったんですか!?」

「織人さん、すごくお忙いそがしそうだったので……」

「ああ初雪さん、なんであなたはそんな無む垢くな微ほほ笑えみを僕に向けることができるのか」

「ぼ、僕、初雪さんの名前とか、普ふ通つうに口にしてましたよね今さら隠かくしませんが！　というコトは、今の全てを、僕は……」

　そのままベッドに崩くずれ落おちる。

　滝たき行ぎようの後に着替えたハズの白衣が、それこそ滝に打たれたように、びっしょりになっていた。

「おや」

　その時、僕の背はい後ごよりの声。振ふり向むけば、濡ぬれて輝かがやく九九・九九％フオーナインに匹ひつ敵てきする亜あ麻ま色いろの髪かみをタオルで拭ふきつつやって来るのは、

「勒ろく天てんさんっ」

　初はつ雪きさんは立ち上がり、金きん髪ぱつの巫み女こへと頭を下げる。

　そう、奥おくから戻もどってきたのは、

「着替えたんじゃないんですか!?」

　再ふたたび半はん袖そでブルマ姿すがたの、そう、初雪さんの乳う母ばをも務つとめた式しき神がみの少女。い、いや、確たしかに勒天さんは着替えている。今の半袖の胸の部分には、さっきまでなかった【６点】とマジックで書いてあるゼッケンがあるのだ。意味はもう、わからない。

「来ていただけましたか、初雪お嬢様」

「申もうし訳わけありません勒天さん。早めに、着いてしまって……」

　そうだった。

　まだ、なにも終ってはいないのだ。

　むしろ、全てはこれから始まるのだ。




　しかもイキナリ、初雪さんまで、やって来てしまっている。




「森もり口ぐち殿どの」

　金髪の巫女は斜ななめ後うしろから僕の名を呼よぶ。

「ここよりの修しゆ行ぎようには、初雪お嬢様にも手伝っていただきます。わたしだけでは、修行になりませんので」

　その言葉だけで、僕のキャパシティはどぷりと決けつ壊かいした。どこかの忠ちゆう犬けんが吠ほえて堤てい防ぼうの小さな綻ほころびを飼かい主ぬしに知らせる間もなかった。

　だって、僕の予よ想そうでは、この展てん開かいは、もっと先にあるハズだったのだ。

「あ、あ、あの……っ！」

「どうしました？　森口殿」

　この際さい、常つねに落ち着いて普ふ段だんと変わりない勒天さんの全てが、逆ぎやくにありがたかった。

「ろ、勒天さんと初雪さんに修行をつけてもらうには、その、なんと言うか、とても、光栄なんですけど──」

　勒天さんはこくりと頷うなずき、僕に先を促うながす。

「──できれば、最初は、その、三人じゃないほうが……！」

「森口殿……？」

　しかし、

「なにか勘かん違ちがいをされてはいませんか？」

　あまりにも平然と、勒ろく天てんさんは僕を覗のぞき返かえしてくる。

「な、なにを、ですか？」

「森もり口ぐち殿どのは、もしかしてこれより始まる修しゆ行ぎようが『左さ道どう』だと、勘違いを……？」

「……ッ!?　え、あ、ち、違ちがうん、ですか!?」

　僕を襲おそうのは、全身の皮が捲めくられたような反転感。

　そして、言葉を詰つまらせたのはこの時、僕じゃなかった。

「…………っ」

　勒天さんは、固まっていた。

　僕が、言葉に窮きゆうした金きん髪ぱつの巫み女こを見たのは、それが初めて。

　九九・九九％フオーナインに匹ひつ敵てきする黄金の髪かみを持った巫女少女は、ふと、何かを思おもい浮うかべるような色を瞳ひとみに映した瞬しゆん間かん、耳まで顔を赤く染そめて、

「まあ、誤ご解かいしてしまっても、無理はないでしょう。この部へ屋やを見ただけでは」

　そっぽを向いて、僕から顔を背そむけてしまったのだ。

　まさかとは思うけれど、勒天さんは自分で言っていて、それをまったく、想そう像ぞうもしていなかった、とか？

　そして、次にやって来たのは。

「お、織おり人とさん!?　そ、そうなのですか!?　『左道』修行が、い、今から、始まる、の、ですかっ!?」

「あ、い、いえ、あの、初はつ雪きさん。まだハッキリしてはいないんですが、どうやら僕は勘違い、してしまっていたらしく──」

「勒天さんっ！　私をここに呼よんだのは、まさか織人さんと、『左道』修行を行なうためで──」

「おぉごわぁあッ!?　ちょ、初雪さん今僕の腕うでを摑つかみますか!?　ダメですダメです〝映像ビジヨン〟来てます！　なんですかそれ！　僕の白びやく衣えは左右から引ひっ張ぱると破ける構こう造ぞうとかにはなってません!!」

　やおらパニックに陥おちいる弟で子し二人へと、

「落ち着いてください二人とも。今から説明いたします」

「はっ！」と我に返った初雪さんから解かい放ほうされた僕も、「お、お願いします」と勒天さんに救いを求める。

　すでに勒天さんは、いつもの雰ふん囲い気きを纏まとって、僕らの前で言葉を紡つむいでいた。

　彼女はこほんと軽く咳せき払ばらいをしてから、

「初雪お嬢様にも改めてお話しさせていただきます」

　ベッドの上へと足を踏ふみ入いれ、亜あ麻ま色いろの髪を持つ少女は僕らを中央へと招まねく。

　エンペラーサイズの寝しん具ぐの上、それぞれの座すわり方かたで三角形の二角を作った僕と初はつ雪きさんへ、勒ろく天てんさんは告げた。




「全ては〝天てん魔ま〟に対たい抗こうするためです」




「は、はい！　天魔に、対抗するために……！」

　ごくりと、初雪さんは身を乗り出し、唾つばを飲み込んだ。

　──ちなみに申もうし添そえておけば、天魔に対抗できないのは、この場にいるうちで僕だけであり、初雪さんはあの地じ獄ごくの化け身しんと、すでに対等以上の力を持っている。

　勒天さんは、万全を期すために、初雪さんの弱点要よう素そ＝森もり口ぐち織おり人とを鍛きたえようとしているにすぎないのだ。

　僕らの師し匠しようは、そんな陰おん陽みようの少女をなだめるでもなく、大きすぎる寝しん台だいのシーツを小さな手で一ひと撫なでして、

「『左さ道どう』や『中ちゆう道どう』、そして『右う道どう』で到とう達たつできる域いきで調ちよう伏ふく可か能のうなのは、〝妖よう怪かい〟のみ」

　これまでの全てを、ためらいもなく、くつがえす。

「妖怪の斜ななめ上うえの存そん在ざいである〝天魔〟に対抗するには、こちらも『斜め上』の修しゆ行ぎようが必要なのです」

「ななめ、うえの……？」

「僕の問いに頷うなずき、師匠は言った。」

「道の名を、『斜シヤ道ドウ』」

「「シャドウ!?」」

　僕と初雪さんのオノノキを余よ所そに、勒天さんは続ける。

「陰おん陽みよう師じを育てぬ『砂すな御み門かど』が育てた秘ひ蔵ぞうっ子、初雪お嬢様の協力を得た修行でなければ、人の子のまま〝天魔〟と並ならぶ力は得られぬでしょう」
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　──麓ふもとから吹き上がって来る夜風が、

「あ、あの……修しゆ行ぎよう堂どうの中では、取とり乱みだしてしまって、申もうし訳わけありませんでした、織おり人とさん」

　初はつ雪きさんの長く黒い髪かみをふわりとかき混まぜる。

「織人さんの修行を、私、そ、その……さ、『左さ道どう』だと、勘かん違ちがいして、しまってっ」

　そんな頰ほおをピンクに染そめながらもコチラへと謝しや罪ざいの念を伝えてくる初雪さんに対し、

「い、いや！　しかたないよあの状じよう況きようは！　ぼ、僕だって──」

　僕の中には罪ざい悪あく感かんとも後こう悔かいの念とも言えない、あぶくが沸わき立たってしまう。

　けれど、同じクラスの陰おん陽みよう少女は、それ以上に自分を許ゆるせないらしく。

「いいえっ、お、織人さんは、真しん剣けんに陰おん陽みよう師じになろうとしていたのに、私、ばかりが、こんな……」

　彼女は祈るように指を組み合わせ、手を包む黒くろ革かわの手て套ぶくろをぎゅうぎゅうとしならせる。

　そのような状じよう態たいにある彼女の能のう力りよくを封ふうじている手套、『月つく撫なで』の中に現在、どのような妄もう想そうが渦うず巻まいているのか、想そう像ぞうしてしまうと大変なコトになりそうなので、僕は視し線せんを初雪さんから夜景へと向ける。

　──ハッキリ言って、僕は意い気く地じなしなんだと思う。

「この森もり口ぐち織人も初雪さんと同じく、今から始まろうとしていた修行を、全くもって『左道』と勘違いしていました！　あまつさえ、かなりリアルに想像までしていました……！　と、打ち明けられずして、なにが彼女を補ほ佐さする者か。

　……けれど、

　僕はかろうじてのトコロでもいいから、踏ふみとどまらなければならなかった。強がりでもいいから、初雪さんを支ささえる存そん在ざいでありたかったのだ。強がりをさせてほしかった。




　──師し匠しよう・勒ろく天てん舞まい耶やさんから『左道』とも『中ちゆう道どう』とも『右う道どう』ともまた異ことなる、天てん魔まと対たい抗こうしえる力を持てるという『斜しや道どう』なる陰陽師への道を示してもらい、その簡かん単たんな内容を教えたもらった、その後。




　恐おそるべき『斜道』修行の全ぜん貌ぼうを語るのは後にするとして、

　とりあえずは本格的な修行が始まるその前に、大いなる勘違いによって無む駄だな体力と精せい神しん力りよくを消しよう費ひしてしまった僕と、たぶん、狼ろう狽ばいしきりな初雪さんのために、『灰はい神楽かぐら流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつ』の師し範はんでもある金きん髪ぱつの巫み女こは休きゆう憩けいを挟はさんでくれたのだ。

　とりあえず、色んな意味で落ち着くためにも、いったん場所を変えたかった僕は、涼りよう気きを求めて初はつ雪きさんを外へと誘さそってみる。

　すると彼女は「でしたら、いい場所があります」と、先に立って、篝かがり火びと灰はい人にん形ぎようの並ならぶ道を進み、開けた場所へと僕を連れて来てくれたのだ。

　そこは山の中腹で、ちょっとした見み晴はらし台だいのようになっている場所だった。

　小さな展てん望ぼう台だいのように据すえつけられた木製のデッキからは、駅方面の夜景が見える。

　……というコトは、駅からはこの昭あき沙さ山やまに灯された篝火が見えているというコトなのだろうか。そう思ってみると、さっきまでの所業が今さらすごく恥はずかしくなってくるよ……!!　あの駅から全部さっきまでの僕を見られてた気がするッ!!

　再ふたたび青春のやるせなさに悶もん絶ぜつ、へこたれそうになる僕へと、

「あ、あの、織おり人とさん……」

　初雪さんは巫女装しよう束ぞくに包んだカラダの全体を向けて、

「これから、よろしくお願いいたします」

　頭を下げる。僕の全身を捉とらえた緊きん張ちようは一いつ瞬しゆん。

「こちらこそ、よろしくお願いします。初雪さん」

　少し照れくさかったけれど、同じく、陰おん陽みようの少女へと返礼する。

　そうなのだ。

　僕は、この初雪さんが住む遥はる奈な原ばらの敷しき地ち内ないで、これから寝ね起おきをするコトになる。

　本格的な引っ越しは週末。

　色々と、変わり始めるハズだった。

　なにしろ、高校二年という時期での、この選せん択たく。

　自分でも思うのだけれど、真しん剣けんに〝陰おん陽みよう師じ〟を目指すというワリには、僕の動機は短たん絡らくで、不純すぎた。

　初雪さんを守るためにという、それだけの理由。

　しかし、待って欲しい。

　僕の知る陰陽の巫女・遥奈原初雪という少女の周囲に、今、荒あれ狂くるっている力は、どうしても圧あつ倒とう的てきに、すぎるのだ。

　人生が選択の連続で、今の時期に行なう選択は一生を左右してしまうというならば、それこそ、斜め上の選択をしなければ、僕の人生はおそらく、これ以上、立ちゆかない。

　滝たき壺つぼに今まさに落ちなんとしている友人を──自分のせいで落ちかけた想い人を──できるだけの力で救うという選択を取らなかったら、たぶん、そこで僕のこれからは、ないも同然だった。

　僕は、展望台の端はしにあった手すりを握にぎってそんなコトを考えつつ、夜景を見るともなく眺ながめている。

　そこは思考の暴ぼう風ふう域いきだった。

　今いる場所が正しい道だとしても、まだ整理には時間がかかる。それが台風の目に入ったがゆえの晴れ間であっても、僕はしばらく、ためらいと前進を繰くり返かえすハズだった。

　そして、そんな僕の思いは顔に出てしまっていたのだろう。

「織おり人とさん、けっこう似に合あいますね、その白びやく衣え」

　奇き妙みように難むずかしい顔をしていたであろう僕へと、初はつ雪きさんはそっと声をかけてきてくれた。

「あ、ありがとうございます」

　彼女の言葉がふわっと頭の中で意味を成した瞬しゆん間かん、僕はとっさに、ばさばさと白い袴はかまを両手で摑つかみ、スカートのようにひるがえす。お世せ辞じだとしてもちょっと照れた。僕的にはまったくもって着き慣なれない衣服なので、けっこう不安だったりしたのだけれど。

　初雪さんはくすくすと、所在なげな僕の仕草に笑みを浮うかべて、

「織人さんは、陰おん陽みよう師じに向いていると、思います」

　そう続けた。

「そ、そう、ですか……？」

　首を傾かしげてしまう僕の反はん応のうを、彼女は誤ご解かいしたのだろう。

「あ、あの違ちがいます。ええと、格かつ好こうがソレっぽいからっていうわけじゃなくて、なんと言うか──」

　巫み女こ服ふくの少女は黒い手て套ぶくろに覆おおわれた両りよう腕うでで、夜空になにか形づくろうとするように、もやもやと思考の輪りん郭かくをなぞって、

「──織人さんは、一いち之の瀬せさんや野の上がみさん、それから三さん兆ちよう院いんさんのコトも、すごくすごく心配なさっていますよね。知って、いるんですよ。いつも織人さんが、あの三人を気にかけてくださっていること」

「まっすぐに、陰陽の少女は僕を見つめ上げていた。」

　そして、

　僕はそれを、ただ聞いているしかなかった。

　突とつ如じよぶわっと、目の前の霧きりが晴れていたのだ。

　なくなって初めて、僕は自分の思考にモヤのようなヴェールがかかっていたコトに気付いた。

　初雪さんのためにと言いながら、僕は、彼女の視し界かいの中から逃にげていたのだ。

　それは自分が抱かかえた負い目のせいだった。

　合わす顔がなかったと言いい換かえたっていい。

　己おのれが弱かったために、彼女に天てん魔まの手が迫せまったその責せき任にんを僕は取ろうとしていた。

　自分勝手なやり方で。

　初雪さんにとっては、全てが急だったハズだ。

　けれど、初はつ雪きさんはちゃんとそれを、視し線せんを逸そらしていた僕を、彼女のほうからきちんと受け止めていてくれたのだ。

　初雪さんは、なぜかいつも僕の一歩、先にいる。

　僕の思考は未だ暴ぼう風ふう雨うの中にある。だとしても、僕を打つ雨は今や、温かだった。それは勇気とも決意とも言いい換かえていいモノだと、僕は思った。

「あ、あの、織おり人とさん……？」

　彼女は、無言になってしまった僕を見て、自分が言いすぎてしまったと思ったのだろうか。

「は、はい！　なんですかっ？」

　びくっとしてしまう僕への話題を、変えてきた。

「織人さんは、勒ろく天てんさんが師し範はんを務つとめる『灰はい神楽かぐら流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつ』の道場に……、入門、されたんです、よね」

「うん、そうだけど……」

「あ、あの、私も、その道場に入門、しても、いいですか……？」

「えっ？」

「私、あのＤＶＤに感動してしまい、まして……」

「あのＤＶＤって……ああっ!!　初雪さんも観みたんですか？　勒天さんが八はち面めん六ろつ臂ぴの大だい活かつ躍やくでマフィアとヤクザの事務所を壊かい滅めつさせる、あのＤＶＤをっ!?　と言うか、初雪さんも道場の存そん在ざいを知らなかったんですか!?」

　両親以外の被ひ害がい者しやがここにも!!　僕は戦おののいて、思わず『灰神楽流柔剣術』は三日ほど前にでっち上げられた即そく席せき流派であり、まったくのダミーなのだと打ち明けようとしてしまう。

　しかし、

「も、もし私も入門できたら、織人さんは、私の先輩になりますね……」

　そのコトを今、初雪さんに言ってしまったら、それこそ僕は本当の詐さ欺ぎ師しになってしまうんじゃないだろうか。

「でも、初雪さん、手て加か減げんしてくださいよ？　今初雪さんが入門したら、あっという間に僕は追い越されちゃいます。知ってますよ、初雪さんが女子柔じゆう道どう部ぶからも誘さそわれているコトは」

　すると彼女は顔を真っ赤にして左右に首を振ふり、自分がいかに小さな頃ころから勒天さんの言いつけを守れない子だったかを、修しゆ行ぎようでどんな失敗を繰くり返かえしたのかを力説し始めたのだ。

　所々意味がわからない部分──おそらくは専門的すぎる陰おん陽みよう知ち識しきなのだ──もあったけど、僕は初雪さんの小さな頃が知れて、とても楽しかった。

　デイジーさんが、夕飯代わりの軽食の用意ができたと言って迎えに来てくれたのは、それからおよそ五分後のコト。

　その時に交わした初雪さんとの何気ない会話を、僕は今でも忘わすれていない。
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『アカギ・ウィンドファーム』

　──通つう称しよう・ウィンドファームと呼よばれるその施し設せつは、僕らが住む街から、一つ北に位置する群ぐん馬ま県にある〝風力発電所〟の名前である。

『アカギ』という名めい称しようは、日本百名山の一つにも数えられる火山『赤あか城ぎ山さん』のコトで、地元のヒトならすごく頷うなずいてくれると思うのだけど、この山からは、『赤あか城ぎ颪おろし』（通称ＡＧＯ）と呼ばれる特とく殊しゆな烈れつ風ぷうが一年を通して吹き下ろされ続けている。

『アカギ・ウィンドファーム』は、そのＡＧＯアカギオロシが吹き荒れる山さん麓ろくに作られていて、回転を止めることのない巨きよ大だいな風車による発電は、それだけで北関東で使用される電気量の、実に八十パーセントをまかなってしまっていると言うのだから、見学に来た近きん隣りんの小学生はおろか、海外からやって来た使し節せつ団だんの方々も、その技ぎ術じゆつ力りよくにはきりきり舞まいだったりする（かなりの強風なだけに）。ちなみに、北関東が必要としている残りの二十パーセントは『ダムの水力』と、これも北関東名物の『落らい雷さま』、それを特とく殊しゆな避ひ雷らい針しん（と言うか集しゆう雷らい針しん）によって集めた電力変換による発電でまかなわれてるのだけど──

　──ここでピンと来たヒトがいたら、すごい。

　ハッキリ言って、鎖くさりに繫つないでおかないと犬まで飛ばされてしまいかねない『ＡＧＯ』も、ダムによって治ち水すいしなければならない『大雨』も、家電をスパークさせる『落雷』も、これらは全て〝自然災さい害がい〟である。

　思い出して欲しい。

〝陰おん陽みよう師じ〟とは、『ヒトの力ではどうすることもできない自然の災さい禍かである〝妖よう怪かい〟』から、人間を護まもる能のう力りよくを有し、自らをその任にんに置いたモノのコトを言う。

　言わば、陰陽師とは災禍のエキスパートであり、そして真のエキスパートとは、その威い力りよくが大（＝妖怪）であれ、小（＝一般的災害）であれ、あわよくば利用し、ある意味においては味方にさえつけるモノなのだ。

　さて、僕がなにが言いたいのか、みんなにはもうわかっていると思う。

　つまり、災禍のプロである関東守しゆ護ご・陰陽師集団『砂すな御み門かど』が、その理念の元に『赤城颪』という自然現げん象しようと対たい峙じした時にできあがったのが、この風力発電施設、『アカギ・ウィンドファーム』であるということなのだ。

　もちろんそんなコトは、地元のお役所の職員にだって知らされてはいない。

　名目上は『砂御門』を擁ようする母体である、『遥はる奈な原ばら財閥グループ』の系列会社が『アカギ・ウィンドファーム』という発電所を運営しているコトになっている。そこで働いている職しよく員いんはもちろん、電力の供きよう給きゆうを受けている一いつ般ぱん家庭の人々だって、まさかこの施し設せつが自然災さい害がいに対する〝陰おん陽みよう師じ〟の理念で作られているなんて夢にも思っていない。

　ここでさらに、話を重ねる。

　さて『遥はる奈な原ばら財閥グループ』が──もとい陰陽師集団・砂すな御み門かどが主しゆ導どうする『ウィンド・ファーム』プロジェクト。

　こんな楽しいお祭りを、あのヒトタチが果たして『エコロジーな発電施設を作りました』だけで、済すませるのだろうか。

　言いい換かえよう。

　北関東の使用電力、その百％を自然の力に頼たよった発電で賄まかない、人々のライフラインの一つを完かん璧ぺきに安定させるだけで、あの〝陰陽師〟勒ろく天てん舞まい耶やがコトを終わりにするだろうかという、この問い。

　答えはもちろん、否いな、なのだ。

　ごくごく、一般的で実じつ際さい的てきな話をする。

　たとえば、

『アカギ・ウィンドファームって知ってる？』

　と、高校生百人に聞いたとして、

「うん！　風力発電所でしょ？」

　そう答えるヒトは、おそらく皆かい無む。

　原げん因いんはテレビのＣＭにあると言っていい。みんなも一度はご覧らんになったコトがあるかと思う。

【アカギ・ウィンドファームに前代未み聞もんの絶ぜつ叫きようマシン登場。その名も『カルデラ』！】

　というＣＭが一番最近のモノだと思うのだけれど、つまり、先ほどの質問に答えた百人は、百人ともこう答えるのだ。

『あー、ウィンドファームって、絶叫マシンだらけの、なにかをトチ狂くるっているとしか思えない、あの遊園地ね？　と。

　つまり、

　改めて言うまでもなく、『アカギ・ウィンドファーム』とは、全長二十メートルに達する最さい新しん鋭えいの風車十八基が配置された風力発電所であると同時に、

　その際さいに必要となる広大な敷しき地ちに、様々な絶叫ライドをズラリと並べた一大遊園地テーマパークなのだ。

【そのコースター、赤Ａ城Ｇ颪Ｏの如ごとく、疾しつ風ぷう】

　とは、メインコースターである『アカギ』に付けられたキャッチコピーだったりする。

　もちろん僕は『ウィンドファーム』をただのオモシロ遊園地だと思っていた者の一人だ。

　そこに秘ひめられた〝陰陽の理念〟を知ったのは、全て勒天さんと初はつ雪きさんと行なった修しゆ行ぎようの中でである。

　──想いが、よぎる。




　ここに、一つの約束がある。




　いや、『約束があった』と言うべきか。

　それは、僕がクラスメイトである初はつ雪きさんと交わした『今度はみんなで一いつ緒しよに、お出かけしましょう』という約束であり、『それなら、初雪さんを誘さそってウィンドファームに、行くっていうのはどうだ!?』という、一いち之の瀬せさんと野の上がみさんと交わした盟めい約やくだった。

　だから本来なら、こんな絶ぜつ叫きようマシンをメインとした遊園地である『ウィンドファーム』の敷しき地ち内ない、中央ステージに立った僕らが、このような武む者しや震ぶるいにも似にた冷静の中にあるはずがないのだ。




「お出かけの舞ぶ台たいが、決戦の場になっちゃいましたね」




　時刻は午前四時。

　初夏であっても、そこはまだ夜や陰いんの領りよう域いき。『日の昇る直前が一番冥くらい』とするならば、夜明けまであと三十分もない今が、烏ぬ羽ば玉たま色いろした鍋なべの底であるハズだった。

　修しゆ行ぎようを始めて、一週間が経たっていた。

　風力発電は夜であっても止むことはない。

　十八基の風車は絶たえ間まなく羽根を回転させ、その動力音は闇やみの静寂しじまに流れる通つう奏そう低音として、園内の全方位から響ひびいている。

「本当なら休みの日に、初雪さんと一緒に来るハズだったのに」

　僕はその時、上半身を白びやく衣えに、腰こしから下を深緑の袴はかまというスタイルだった。

　かなりの和服好きか、それこそ陰おん陽みよう師じでもなければ、遊園地にこんな装よそおいでやって来る人はいないだろう。今現在の僕において唯ゆい一いつ、遊園地的におしゃれかもしれない部分は、遥はる奈な原ばら家けを出るときに初雪さんから渡わたされた薄うす手でのマフラーだけだった。

「誰だれに向かって言ってるの？」

　返ってきた声は、今となっては聞きき慣なれた一之瀬カスミのモノだった。

　彼女の姿すがたは見えない。

　全ては冥すぎる遊園地の闇の中に溶とけ込こんでしまっていて、ただ、匂においだけがある。

　塩えん素そを混まぜた、ぬるい水の香か。

　僕の左ひだり斜ななめ後ろ辺りで、河かつ童ぱ・一之瀬カスミは周囲を警けい戒かいしているはずだ。

「……──人間のほうに用事があるなら、今ここで変わる？　上手くいけば夢だと思ってくれると思うよ」

　そして、容よう赦しやのない猫ねこ又また・野の上がみ綾あやの声は右手後方から。

「僕の独ひとり言ごとが、そんなに気になるんですか？　二人とも」

　背はい後ごより、ゆらっと夜にも暗い二つの怒ど気きが漂ただようのがわかった。

　なぜか僕は素す直なおじゃなくなっている。

　本当なら「初はつ雪きさんとした約やく束そくを守るために、力を合わせてオバリヨンを調ちよう伏ふくしましょう」とでも言わなければならないのに。

　やはり、僕は緊きん張ちようをしているのだと思う。なおも悪あく態たいに似にた言葉を吐はいてしまうのだ。

「僕達三人が憶おぼえて、意い識しきしていなければいけないのは、あの『砂すな御み門かど』による修しゆ行ぎようと、〝特とつ訓くん〟による成果だけでいいハズですが？」

　すると僕の毒どくっ気けに、逆ぎやくに子供っぽいものを感じてしまったのか、

「ふふん？　わたし達で作った『重力災禍オバリヨン殺し』の成果フオーメーシヨンなら、森もり口ぐちの身体にこそ、一番叩たたき込こんであると思うけど？」

　そんな一いち之の瀬せカスミのせせら笑いに、

「まったくです」

　早朝という時間が、僕から皮ひ膚ふ感覚を奪うばっている。

　暑いも寒いも感じていないのに、汗あせは確かく実じつに流れ、それが風に乾かわいていく。

「それより、上草千春には、きちんとメールは送ってくれているんでしょうね」

　今まさに文もん句くの続きでも言おうとしていたのだろう二つの気配。それが持つ温度が微び妙みように逸それて、

「送信できているとは思うけど。上うえ草くさ千ち春はるの携けい帯たいにはね」

　一之瀬カスミは答えた。

　──天てん魔まオバリヨン・上草千春は、旧体育館での戦せん闘とう以来、学校に登校していない。

　年間を通して生なま傷きず以上の負ふ傷しようが絶たえない彼女のコト、クラスのみんなは上草千春の立て続けの欠席は、また彼女がどこかでこしらえた無む謀ぼうすぎるドジッ娘こぶりによる入院や安静だと思っているようだけど、僕らだけには、そうは思えない理由が、ありすぎる。

「……──メールデーモンからの返信もなかったから、読んでるとは思うよ」

　曼まん珠じゆ沙しや華げの大たい輪りんを咲かせる黒い和服が醸かもす衣きぬ擦ずれの音と共に、野上綾の声。

　僕は頷うなずいて、

「なら、そろそろです」

　息を深くした。

　──一度だけ、小学生の時に家族でこの『ウィンドファーム』に来たことがある。

　もちろんそれは今のように夜に属ぞくする早朝なんかではなく、真っ昼間で、休日な上に新しいコースター（確たしか『アズマカガミ』という螺ら旋せん上じよう昇しよう型がたループ・コースターだった）が完成したばかりだったものだから、園内はめちゃくちゃに込んでいた。

　それは今でもたまに思い出したりするくらい、家族との楽しい記き憶おくで、同じ場所に立っている僕には、そのギャップがたまらなかった。

「もしオバリヨンが来なかったらさ、勝手に遊んで、帰っちゃおうか」

　河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミの茶化したセリフからは、けれど生あい憎にくのトコロ、彼女が薄うすく感じているだろう緊きん迫ぱく感かんが読み取れてしまう。

　でも、それはお互たがいさまなので、

「そうですね、今なら行列に並ならばないで、スグに人気のコースターに乗れますからね」

　なんてウィットに富とんだ答えを返したら、

「……………」

「……──、……──」

　無む視しされるとは、これいかに？

　僕の首ではただ、初はつ雪きさんから貰もらった草色のマフラーが風にゆらゆらとなびくばかりで、




　ばしゃんっ！　と、




「「「!?ッ」」」

　金きん属ぞくが弾はじけ飛とぶような音が響ひびき渡わたったのは、その時だった。

「なっ、こ、これは……ッ!?」

　僕らは突とつ然ぜんのまぶしさに思わず目を細め、腕うでを目元にあてがう。

　眠ねむりに落ちていた『アカギ・ウィンドファーム』が一いつ斉せいに息を吹き返し始めたのだ。

　昨夜の九時半に消灯され、あと十九時間後に再ふたたび点灯されるハズだった強力な園内照明が周囲を照らし、風景を次々のライトアップしていく。スピーカーからは、山車フロートこそ出て来ないものの、賑にぎやかでポップなパレードの音楽まで大音量で流れ始め、各種アトラクションが音を立てて稼か働どうを開始する。

　今や『ウィンドファーム』の周囲を取り囲む風力発電用の風車すら夜空に浮うかび上あがり、その異い容ようを、誇こ示じしているように見えた。

　それはまるで古代遺い跡せきにある、神を祭まつるモニュメントのよう。

　僕らの頭上で、幾いくつもの風車が赤あか城ぎ山さんに首を向け、プロペラを大きく、ゆっくりと回転させている。一いつ瞬しゆんだけだけど、自分達の立つ場所があたかも空中に浮く都市のような錯さつ覚かくを覚える。




「待ち合わせの時間が、ちょっと早すぎないッ!?」




　視し線せんを地平に戻もどせば、そこにいた。

　天てん魔ま・オバリヨンは、むしろ自分こそがテーマパークのメイン・マスコットであるかのように、ジェットコースター『ムカデ』のレーン上に君くん臨りん、僕達を見下ろし迎えていた。

　──二度と、天てん魔まオバリヨンの奇き襲しゆうを受けるわけにはいかない。

　それさえ回かい避ひできるならば、こちらが──元より少ないけど──〝先手を打つ〟という可か能のう性せいをチップとして使ってもいいと僕らは判はん断だんした。

　その結果が、これだった。

　擬ぎ似じ的てきにでも、『果たし合い』の体てい裁さいを取るというスタイル。

　教きよう訓くんは生かさなければならない。悩なやみに悩み、取っ組み合いの喧けん嘩かをした末に、三人は『相手を呼よび出だす』という手しゆ段だんに至いたったのだ。

　その時、僕らはあの全身〝碧玉サフアイヤ〟の天魔が、この誘さそいに乗ってくるだろうかという心配を直感として、していなかったのかもしれない。

　お互たがいに再さい戦せんを望み、その舞ぶ台たいが、共に行こうと言っていた因いん縁ねんのテーマパーク。

　アッパー系の上うえ草くさ千ち春はるが、このように食いついて来ないと考えるコトが、僕らにはできなかったのだのだ。

　そして、この通り──

「まあまあまあっ！　でもさ、今日はあちしも呼んでくれてありがとーっ！　もー絶ぜつ対たいにお呼ばれとかさてないと思ってたのにさぁっ」

　けれど、けらけらと姿すがたを現した彼女のカラダはその時、クラスメイト上草千春のモノだった。

　つまり彼女の身体は、今のところ、どこもサファイヤ化してはおらず、

「……でもでも？　遥はる奈な原ばらさんの姿が見えないけど？　もしかして今、おトイレとかっ？」

　かろうじて制服は身につけているものの、左目を眼がん帯たいで覆おおい、頰ほおにはガーゼ、ギプスで固められた右手を三さん角かく巾きんで吊つり、左ひだり脚あしも石せつ膏こうでかちんかちんにされて松まつ葉ば杖づえという、いつも教室で見るのと大差のない装よそおい。

　今にも飛び立ちそうに跳はね上あがっているツインテールの娘は、レールの上でくるくると周囲を見回す。

「ふざけるのも、いい加か減げんにしなよ？　オバリヨン」

　一いち之の瀬せカスミは一歩前に出る。

　ライトに照らされているのは僕らも一いつ緒しよだった。

　僕らが天魔を待まち構かまえていた場所は園内の中心、アトラクション広場の、奇くしくも見晴らしのいい舞台の上。本来ならここに並ならぶヒーローは『アカギ・ウィンドファーム』が認にん定ていしている正せい規きのマスコット、「アカギレッド！」「コマブルー！」「クロビブラック！」「ジゾウイエロー！」「ナベワリピンク！」『五人合わせて〝空っ風戦隊・赤アカ城ギ連山レンジヤー〟！　であり、宿しゆく敵てきである母親『カカァデンカー』とお小こ遣づかいアップやお風ふ呂ろ掃そう除じ当番を賭かけた決戦を繰くり広ひろげるハズなのだけれど、

　現在、そこに立ってスポットライトを浴びていたのは、水泳帽＆水中メガネ、そしてもちろんスク水姿すがた河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミ。

　そして、腕うでを組んで上うえ草くさ千ち春はるを睨ねめつけるカスミの隣となりには、

「……──」

　黒くろ猫ねこ耳みみを生やし、腰こしからは二ふた股またに分かれた尻しつ尾ぽをにょろりとさせた黒い和服姿の猫ねこ又また・野の上がみ綾あやが、無言で足元に幾いくつもの影かげを伸のばしながら、天てん魔まに視し線せんを向けている。

「えーと、あの、いいですか……？」

　人ならざる三者間に発生する緊きん張ちよう感かん、そこに水を差してしまうつもりはなかったのだけど、一いち応おう並ならんで立っている僕は、そっと手を挙あげる。

「ん？　どしたの森もり口ぐちくん？」

　気付いた天魔、そして河童と猫又はケゲンな視線をコチラへ寄せてくる。それを意い識しきしつつ、コホンと咳せき払ばらい一つ、僕は上草千春へと向き直り、

「〝オバリヨン〟と呼よばれし〝妖よう怪かい〟よ！」

「……な、なに？　森口くん、改まって……」

　ぽかーんとしてしまっている天魔へ指を突つきつけ、

「今すぐ上草千春のカラダを解かい放ほうし、我らが門に降くだりなさい!!」

「え？　やだけど……？」



　いとも簡かん単たんに、オバリヨンは答えてくる。

「ま……まあ、そうでしょう」

　三秒後、僕はゆっくり腕うでを降おろして、一人、頷うなずいた。

「ねぇ、森もり口ぐち。なに、やってんの？」

「……──空気、読みなよ」

　結果、いなたい空間を乗り越え、冷ひやっこい視し線せんが一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやから放たれ僕の背せ筋すじを襲おそった。もしもこのステージを演えん出しゆつ監かん督とくが見ていたなら、僕はきっと、舞ぶ台たいから引きずり降ろされていただろう。

「わ、わかってますけど！　ほら！　初はつ雪きさんも一いち応おう！　やるじゃないですかこの前まえ口こう上じようを！　僕らも『砂すな御み門かど』の陰おん陽みよう師じになるんなら、礼れい儀ぎかと思って!!」

「森口のがらじゃない」

「……──かっこわるい」

　初しよっ端ぱなから味方がいなくなったこの戦い。果たして僕は勝利を手にすることができるのか？　もう僕は空気を変えるべく、全てをなかったことにするべく、

「ええと、一つ聞きたいんですが」

「森口織おり人とはオバリヨン・上うえ草くさ千ち春はるに隙すきを見せないよう、脚あしを捌さばき、半身になりつつ、尋たずねる。

「上草さん、あなたを〝妖怪〟化させ、あまつさえ〝天てん魔ま〟にまで堕おとしたのは、もしかしたら、牛骨をかぶった毛皮コートの妖怪じゃありませんでしたか？」

　僕の声は底冷えのする遊園地の中、確たしかに届とどく。

「あれぇ？　知ってたの？　牛ぎゆう鬼き・いー様のコト」

　上草千春はオーバーリアクションでツインテールを振ふり乱みだし、あわやその勢いきおいでコースターのレールから転がり落ちそうになりつつ、

「でも、それ以上のコトを知りたかったらぁ……わかってる、よねっ!?」

　そのままぐるんとコースターに足をつけたまま半回転、まるで蝙こう蝠もりのようにぶら下がり、にたりと笑みを浮うかべる。

　オバリヨンは『重力』を操あやつる。

　それが証しよう拠こに、短いスカートは、逆さかさまに捲めくれる様子をまるで見せない。

「言っておくけど、前の〝鍼はり〟はもう効きかないからっ！」

　上草千春はふわりと身をひるがえして半回転、地面へと──僕らの前方、およそ七～八メートルのステージ上に着地する。

　いつもならちびっ子で溢あふれかえる無人の客席から見れば、センターを挟はさんで左手にオバリヨン、右手側に僕ら三人が並ならぶカタチだ。

「……──それはお互たがいさま」

　そして、すでにこの距きよ離りはお互いの〝刃やいば〟が届く圏けん内ない。広げた二対のカギヅメ付きの鉄てつ扇せんで口元を隠かくして野上綾は零こぼす。

「そう？　あちしは、この技わざが、破られるなんて、まぁぁったく、思えないんだけどっ!?　たかだか一週間でこの重力、攻こう略りやくができるなんて思わないほうがいいよぅっ？」

　確たしかに、オバリヨンが発生させる『超重力』は戦せん闘とうに使えるフィールドの全ぜん域いきに及およぶのだろう。彼女を中心とするその領りよう域いきにおいて、僕らがその〝重力災禍オバリヨン〟から逃のがれる、もしくは近寄る術すべは、なかった。

　しかし、

「じゃあ、やってみればいいんじゃない？」

　一いち之の瀬せカスミが発した挑ちよう発はつ的てきな物言いが契けい機き。

「そうだねっ。じゃあ、さっそく」

　ツインテールな満まん身しん創そう痍い娘、上うえ草くさ千ち春はるの半身が変へん容ようする。

　ぬるりと漏もれ出だしたサファイヤ・カラーの気焰オーラと共に、負ふ傷しよう部分は、衣服や医い療りよう具ぐごと、碧あおい鉱こう石せきへくるりと、入れ替わり、

『おばり……』

　先に動いたのは天てん魔ま、魔ま法ほうの杖つえのように振ふるわれたオバリヨンの松まつ葉ば杖づえ。

　即そく発はつの空気は、その一ひと触ふれで、

『よーんッ!!』

　弾はじける。




「ひぃえッ!?」




　だが声をあげたのは、突とつ如じよ、頭上の光を遮さえぎった影かげに気が付き、天を仰あおいだ上草千春。

　その時、僕・森もり口ぐち織おり人とと、オバリヨンの視し線せんが合う。そう、僕の身体は、天魔・オバリヨンの頭上にあるがゆえに。

　次の刹せつ那なで、──いや、すでに僕の身体を捉とらえていた超重力災さい禍かが、領域内のあまねく全てに牙きばを剝むく。

　どごんッ、

　と鳴ったのはステージ上に叩たたきつけられた僕・森口織人の肉体が立てた音であり、

「ふぎゃあッ!?」

　僕と地面に押おし潰つぶされた上草千春のカラダが奏かなでた地じ響ひびきだった。

　もちろん僕もノーダメージなわけがなく、衝しよう撃げきは肺はいから「おぐぅーっ!!」といううめき声となって吐はき出だされる。

「〝重力災禍〟、破れたりッ！」

　見れば叫さけんだ一之瀬カスミと、こくこくと頷うなずく野の上がみ綾あやも、地面へとお互たがいが縺もつれるように押し付けられていて、

「な、なんで、お、お、お前がぁぁぁあ……ッ!?」

　うつぶせな僕の下でクラスメイト・上うえ草くさ千ち春はるが吠ほえた。

　混こん乱らんしきりの彼女はこう言いたいのだろう。

「つまり……どうして超重力の中、僕があなたの元に来ることができたのか……と？」

　僕は、カチカチかと思ったら普ふ通つうに柔やわらかい、天てん魔ま・上草千春のサファイヤ部分をガッチリ押おさえ込こみながら声を絞しぼる。

「ぐ、ぅぅうっ!?」

　オバリヨンの顔が苦く痛つうにも似にた感情に歪ゆがむ。

　予よ想そう通りだった。

　彼女は重力を自じ在ざいに操あやつるのと引き替えに、自らの肉体が持つ純じゆん粋すいな力は、酷ひどく、儚はかない。

　確たしかに、

　僕ら三人が持つ個々の能のう力りよくでは、『超重力』が発生するまでにオバリヨンの元へ、あるいは『超重力』の効こう果か範はん囲い外がいへ逃にげるコトは限かぎりなく難むずかしいだろう。

「余よ裕ゆうの上に胡あ座ぐらを搔かきすぎて、見てなかったんでしょう。僕が、あの二人にぶん投げられる一いつ瞬しゆんを」

「は、はぁぁあっ!?」

　けれどそれが、

　超重力が来るタイミングが予よ測そくできた上で、三人の力を合わせた一回の行動だったなら？

　河かつ童ぱと猫ねこ又またが一人の人間をひっつかみ、全てを間に合わせるために砲ほう台だいよろしく全力でそいつを投げ飛ばし、宙を舞まった僕が自じ重じゆうを爆ばく弾だんに変えて、オバリヨンにのしかかったのなら。

「そ、そんなのって──」

　これぞ、僕と河童と猫又が真しん剣けんに頭を突つき合あわせ、試し行こう錯さく誤ごの果てにワケわかんなくなり、取っ組み合いの末に生み出した『重力災禍オバリヨン殺し』のコンビネーションだった。

「──そんなのって、アリなのッ!?」

「僕らもそう思いますが、現に効きいてますんで……!?」

　まだ人間形けい態たいである上草千春の控ひかえめな胸きよう部ぶの上から、僕はなんとか顔をどかそうとしながら言葉を紡つむぐ。

「名付けて『森もり口ぐち砲台の陰おん陽みよう道どう』!!　森口のエロさで精せい神しんダメージも計り知れない攻こう撃げきなのだ!!」

「ちょ！　いい加か減げんなコトを言わないでください一いち之の瀬せカスミ!!　僕はこんな時までそんなにエロくはありません!!」

「くぅっ！　やっぱりか!!」

　しかし、オバリヨンは身をよじるが結果は同じ。その肉体的な力だけでは己おのれの能力の効果をバキバキに食らっている僕が重たくて、身動きができない。

　僕らは、なにもヤミクモにその可か能のう性せい──オバリヨン本体無力説に賭かけたわけじゃない。

　その兆ちよう候こうは前回、勒ろく天てんさん──もとい、鍼はり使つかいの王いく生るみ枢すうがオバリヨンに近寄る際さいに、すでにあったのだ。

「うわぁっ!?」

　突とつ如じよ、ぶわっと重力が元に戻もどり、それが反転。上うえ草くさ千ち春はるが起き上がるのと同時に、僕は思いっきり重力場で弾はじき飛とばされ、ステージ中央に転がる。

　しかし、解かい除じよされた〝重力災禍オバリヨン〟で動けるようになっているのは、彼女だけじゃない。

「……──カスミ！」

「させるかぁッ！」

　猫ねこ又また・野の上がみ綾あやも河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミも瞬しゆん応おう、再ふたたび発動されようとしている超重力の隙すき間まを縫ぬうようにして、ひっくり返っている僕の両りよう腕うでをひっつかみ、

『おばりよーんッ!!』

　天てん魔まが再ふたたび能のう力りよくを発動する、その時すでに、

「「ぐぅはッ!?」」

　森口織人の打ち出し完了。

　僕はまたもや天魔・オバリヨンを頭上から爆ばく撃げき、彼女を押おし潰つぶしている。

「いくらやっても、無む駄だですよ……!!」

「う、うるさいぃっ!!」

『旧第二体育館』において、上草千春は自分の近くに敵てきが寄って来るコトを、異い常じように恐おそれていた。

　それはつまり、肉にく弾だん戦せんを避さけたいという現れなのではないか。

　だとすれば、いかに彼女に近づいて、格かく闘とう戦せんに持ち込むかが作戦の鍵かぎだったわけなのだけど、状じよう況きよう的てきに僕がクラスの女の子を押おし倒たおしているようにしか見えないこの企き画かく。

　続けば続くほど、今度は僕へのダメージが計り知れないモノに。

「確たしかに、対たい策さくは、考えてきたみたいだけどッ!!」

　もぞりと、僕の下で上草千春のサファイアの眼がん帯たいに隠かくれた左ひだり眼めと、肉体の右眼がコチラを見上げ、

「え……？」

　背せ筋すじにゾグリと怖おぞ気けが貫つらぬき走はしる。

　目の前にあった少女の顔、その全てが透とう明めいな碧あおへと染そまり、




　上草千春の全身が、青く透明な光に沈む。




　それは、地じ獄ごくの破は片へん〝壊ナ喜ラ楽ク玉ダマ〟を飲み、自ら一つの泥梨ないりとなりて現世に浮ふ上じようせし壊ナ喜ラ楽クの化け身しん。

　天てん魔ま・上うえ草くさ千ち春はるの顕けん現げんだった。

「はぃっ!?」

　瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくする僕の身体は、ふわっと突つき飛とばされ──いや、身体が、宙に浮うき上あがり？

「これなら、どう？」

　次の一いつ拍ぱくで、

「がぁッ!?」

「ちょっとっ!!」

　僕と一いち之の瀬せカスミ、そして、

「……──ふぅあっ」

　野の上がみ綾あやの三人は、あたかも不ふ可か視しの逆ぎやくバンジー装そう置ちに括くくりつけられ、解とき放はなたれたかの如ごとく、像ぞうすら残す勢いきおいで上空、まだ暗い未明の天てん蓋がいへと、音もなく打ち上げられたのだ。
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　ぎゅんぎゅんと、限かぎりなく上じよう昇しようするかに見えた影かげ、僕ら三人は、

「……──さすがに、大たい気き圏けん外がいまでは届とどかないみたい」

　きっと高々度ジェット戦せん闘とう機きで限げん界かいまで挑いどんだら、地球はパイロットにこんな景色を投げかけるのだろうという、

　まるで異い世せ界かいの如ごとき天に夜──と言うよりも、天に宇宙──地には空という景色の中で、

　平へい常じよう視し界かいに煌きらめく満天の星々を背はい景けいにしながら、鋭するどすぎる放物線の頂ちよう点てんへと到とう達たつしようとしているのを感じていた。

　上昇速そく度どがあからさまに落ちてきている。

　オバリヨンによる爆ばく裂れつ的てきな反転重力の効こう果かが、ついに途と切ぎれ始めたのだ。

「宇宙空間っていう自然現げん象しようって言うか、災さい害がい？　にまで放り出されたら、わたしら〝妖よう怪かい〟もサスガにヤバイ気がするんだよねー。ま、試す機会も、もうないだろうけど」

　雲なんてずっと前に突つき抜ぬけ、おそらく周囲の気温は限りなく氷ひよう点てん下か。

　けれど、極度の異い常じよう事じ態たいに感覚は著いちじるしく鈍どん感かんになっているらしく、僕は風ふう圧あつというか空圧に全身を揉もまれながらの景色──東の空、世界の果てより出現している朝の片へん鱗りん、太陽のてっぺんがコチラに放ってくる濃こい黄金色の光を、ただただ、暖かいと感じていた。

「で、森もり口ぐちはどうするの？」

　そんな僕に問いかけて来たのは、スク水姿すがたな一いち之の瀬せカスミ。

　水泳帽からこぼれた髪かみを烈れつ風ぷうに遊ばせながら、空中にてあぐら、身を乗り出すようにしてくるのだ。

「はい？」

　白びやく衣えに深緑の袴はかま姿すがただった僕はその時、逆さかさま状じよう態たい。

　天に両りよう脚あしを向けた格かつ好こうで、マフラーをなびかせつつ太陽から視し線せんを河かつ童ぱへと向ければ、

「わたし達二人は、たぶんすたっと地面に着地できるとして、あんた、このままだと死んじゃうけど？」

「……──森口の残り寿じゆ命みようは、あと一分弱ってトコロかな。ご愁しゆう傷しようさま」

　ちょこんと空中に置いた扇おうぎの上に、まるでベンチに腰をかけるように身をくねらせてたネコ耳の野の上がみ綾あやまでが、僕にお悔くやみを申もうし上あげている始末。




　そして、やってくるのは上じよう昇しようの終点。




　ふわっと頂ちよう点てんに達した一之瀬カスミ、野上綾、森口織おり人との視線が、

　示し合わせたように絡からみ合あう。

「まあ、このままだと──」

　しかし、迎える制止は一いつ瞬しゆんだけ。

「──地面に激げき突とつして、僕だけ跡あと形かたもなくなりそうですよね」

　三人は正しよう真しん正しよう銘めい、今度は地球の重力に捕とらえられ、紐ひもをたぐられるように落下を開始する。

　言わば、ここからは超高度スカイダイビングのスタートなのだった。

「ところで、二人はどうですか？」

　落下の風圧を片かた腕うでで防ふせぎながら、僕は尋たずねてみる。

「は？」

「……──なにが？」

　案あんの定じよう、眼ガンに近い、人間には不ふ可か能のうな領りよう域いきで鋭するどい視線が僕へと突つき刺ささる。

　それはそうだろう。

　今や河童・一之瀬カスミと猫ねこ又また・野上綾のカラダ、全身からは、粘ねん性せいの高い気焰オーラが漏もれ出だし、それはあたかも時ならぬ流星のように大気へと尾おを引き始めているのだ。

　陰おん陽みよう師じとなった初はつ雪きさんと同じく、気焰に包まれた二人は、襲おそいかかる風圧によるカラダのブレが一切ない。身に纏まとった気焰オーラにより、ある程てい度どのバランスを全て自らの意い志しで抑よく制せいするコトができているのだ。

　そんな二人が、着ている服だけ一丁前なただの人間、しかも意い識しきを保たもっているコトすら奇き跡せき的てきである僕なんかに心配されるコトなんか、なに一つありはしないだろう。

　けれど、僕は問うのだ。

「修しゆ行ぎようの成果です。天てん魔ま・オバリヨンに勝てそうですか？」

　と。

「あのさ、森もり口ぐち」

　ゆらりと空くうを搔かき、空気抵てい抗こうを銀色の気焰で制せい御ぎよした一いち之の瀬せカスミは、泳ぐようにして僕の傍かたわらへと到とう達たつ。絡からみつくように右みぎ腕うでで僕の首くび筋すじに背はい後ごから巻まきついてくる。

　まるで、今ここであんたを絞こう殺さつしてもいいんだとばかりに。

「勒ろく天てん様が言った、『これが修行の締しめくくり』っていう話、覚えてる？　修行についてこられなければ、放られる。つまり、オバリヨンを打だ倒とうしなければ、わたしらは『砂すな御み門かど』にいらんなくなるんだけど？」

「……──自信がなかったら、ここに来てないよ」

　そしていつの間にか、野の上がみ綾あやまで赤黒い気焰をたなびかせ、僕を海へ沈しずめる重しのように、河かつ童ぱの反対側、つまり僕の前側から両りよう肩かたをひっつかみ、胸むな元もとからマフラーで覆おおわれた顎がく部ぶ辺りにマトワリついているのだ。

「それに、わたしらがどんだけ──」

　一之瀬カスミは言いかけて、

「どうしたんです？」

「な、なんでもないっ！」

　やめてしまった理由が僕にはわかった。伝わった。彼女達二人も、かなりしごかれたのだろう。なにしろ、河童・一之瀬カスミには〝青せい龍りゆう〟、野上綾には〝白びやつ虎こ〟と呼よばれる〝妖よう怪かい〟が師し匠しようとしてついたというのだ。

「それより森口、あんたこそどうするつもり？」

　僕の首に腕を回しながらの挑ちよう発はつ的てきな物言い。野上綾すら、目を細めている。

「方法は一つ、〝陰おん陽みよう師じ〟になるしかないと思います」

　すると、

「ふふんー？　まあね、わたしと綾は、あんたなんか助けないもんね」

　にたにたと笑みを浮うかべ、一之瀬カスミはトンと押おすように、僕から離はなれ、

「……──へぇ、大だい丈じよう夫ぶなのかなー」

　同じく、一之瀬カスミほどあからさまではないけど、野上綾もかなりいぶかしんだ様子で、僕から身から距きよ離りを取った。

「そこまで言うんなら──」

　腕うでを組み、人差し指を頰ほおに当てて笑みを浮うかべる、スク水の妖よう怪かいは、

「──あんたの修しゆ行ぎようの成果を、わたし達が見てあげる」

　いつかのように、僕を挑ちよう発はつしてくるのだ。

　生意気すぎる妖怪二人に──でもしかたない、僕は本来、彼女たちの百分の一以下の力しか持っていなかったのだ。まずは二人に、確かく認にんしてもらおう。

　僕がどのような変化を遂とげたのか。

「言っておきますが、僕もお二人と同じくらい……もしかしたら、それ以上、修行中に泣いてます」

「……──わたしとカスミは泣いてない」

「いいです言わなくて。僕もわかってます」

　僕は二人を押おしとどめ、空中で体たい勢せいを変えて両りよう脚あしを下、空くうに立つ。足た袋びに包まれた足の裏うらに風ふう圧あつがかかり、ばさばさとマフラーと袴はかまがはためいた。

　安定をどうにか保たもてるようになった僕は、懐ふところに手を入れて、そこから──

「おぉわァッ!?」

　思わず声が漏もれた。

　僕が懐から引ひっ張ぱり出だそうとした瞬しゆん間かん、舞まい上あがるようにして上空へ逃にげてしまったのは、一対の厚い手て套ぶくろのような深緑色の物体。

「ちょっッ！　しまっ……ッ!?」

　目の前から頭上へ、あっというまに消えたそれを、

「……──ふぁ」

　条じよう件けん反はん射しや的に、摑つかんでいてくれてたのは野の上がみ綾あや。

　彼女は空を蹴けって、それに手を伸のばしてくれていたのだ。さすがは猫ねこの機き敏びんさと言うべきか。

「あ、ありがとうございます」

　しかし、戻もどってきた猫ねこ又またに、僕が手を伸ばしたその先で、

「……──なに、これ」

「は、はぁああッ!?　ちょ、森もり口ぐち!?　これって、まさかッ!?」

　なにやら、妖怪二人は寄より添そうようにして驚きよう愕がくしている。

「わかりませんか？　たぶん、和式甲かつ冑ちゆうの篭こ手てだと思うんですが」

　それは僕の身につけた袴と同系色、深い草色の『篭手』だった。

　動物の皮をなめした腕うで覆おおいに、金きん属ぞくの手てつ甲こうと細い鎖くさりを編あみ込こんだ、一対の腕うで鎧よろいなわけなのだけど、

「そんなのわかってるッ!?　ちょ、これ、そうじゃなくて──」

　河かつ童ぱと猫又は、篭手を一本ずつ両手に抱かかえ、食い入るようにして叫さけぶのだ。

「「──『雨う情じようの堤つつみ』!?」」

「え？　なん、ですか？」

「ばかじゃないの!?　『雨情堤』だよ!?　これ、山サン本モト様が戦場に出るときの甲かつ冑ちゆう篭こ手てじゃんか!!　なんで、そんなモノを、森もり口ぐちが持ってるの!?　って言うか、あんたこのまま墜つい落らくして死になよ!!　わたし、これ山ン本様に返してくるからッ!!」

「や、やめてくださいっ！　袴はかまの帯おび紐ひもを引ひっ張ぱったら僕は空中で素すっ裸ぱだかになっちゃいますって!!　それだけです！　僕が勒ろく天てんさんから借りたのはその篭手だけですから勘かん弁べんしてください野の上がみ綾あやもッ!?　僕を裸はだかにひん剝むいてどうする気ですか!?　とんだハプニング映えい像ぞうだ！　ちょっと返してくださいっ！　その篭手がないと僕、陰おん陽みよう師じになれないんですから!!」

「おまえなんか陰陽師になれなくていい!!」

「ナニを言ってんですかッ!!」

　僕はなかば無理矢理二人の妖よう怪かいから篭手を奪うばい返かえし、それを両りよう腕うでに装そう着ちやくする。

　初はつ雪きさんが陰陽師に変身するときに御札プレートが必要なように、二人が『雨情堤』と呼よんだこの篭手は、僕が陰陽師になるために必要な鍵かぎなのだ。

「で、誰だれなんですかそのサンモトさんて……」

　でも、どうやら、これはなんだか、本当はサンモトさんというヒトのモノらしい。有名な戦国武ぶ将しようか誰かなのだろうか。でも、今はともかく、これがないと本当にアウトなのだ。

「……──本気で言ってるのかな。それで本当に陰陽師になろうと思ってるのが驚おどろきだよ」

「妖怪で〝あの方〟を知らない者なんかいないよ。でも、まあいいから、それ話してると、到とう着ちやくしちゃうんだけど、下に」

「は、はぁ……」

　僕は篭手にしっかりと包まれた両腕の具合を確たしかめつつ、

「でも、たぶんこのオバリヨンとの戦い、生なま半はん可かではないと思っていたけれど、まさか高度四千メートルでの陰陽師化とは、さすがに想そう像ぞうしていませんでした」

　咳せき払ばらいをしてみたりするのだけど、妖怪二人からは『いいからさっさとやれ』的に、手を振ふられる。

　まあ、二人からの扱あつかいは、それくらいがちょうどいいとも言えた。

　改めて息を深く吐はき出だし、それから、吸い込もうとした瞬しゆん間かん、




　どふぅっと、




「のわぁッ!?　こ、こんどは、なにッ!?」

　昇のぼりの時に下から突つき抜ぬけて来た雲の中に、再ふたたび上から突とつ入にゆうしたと理り解かいできなければ、僕はもうちょっとパニクっていただろう。

　視し界かいはグレイアウト、灰はい色いろに塗ぬりつぶされる。

「は……」

　僕はかえってそれで、妙みような安あん堵どを覚えてしまう自分がおかしい。

　見みて貰もらうとは豪ごう語ごしたけど、やはりあの二人の前で全部となると、少し緊きん張ちようがあったらしい。

　僕は雲を味方につけるつもりで、雨う情じようの堤つつみに包まれた両りよう腕うでを胸むな元もとで交差、冷たい雲間の空気を吸い込み、吐き出し、




「夫それ神かみは唯ゆい一いつにして御み形かたなし。虚きよにして、霊れい有あり」




　力を持つ言葉を、紡つむいだ。

「天あめ地つち開ひら闢けて此この方かた、国くに常とこ立たちの尊みことを拝はいし奉たてまつれば」

　僕が『砂すな御み門かど』にて歩み始め、これからも行くだろう修しゆ行ぎようの道を名は『斜しや道どう』。天てん魔まに対たい抗こうするべく──いや、第一義はそれじゃない。

　初はつ雪きさんを護まもれる力を持つべく、〝陰おん陽みよう師じ〟となるコトを、僕は決意している。

「天てん狐こお、地ち狐こお、空くう狐こお、赤しやく狐こお、白びやつ狐こお、威い鳴なりの八はち霊れい、五ご狐こおの神しん、誰だれも信しんずべし」

　身体に叩たたき込こむようにして覚えた言葉は、もはや無む意い識しきの領りよう域いきで進行している。

　──思った。

　もしかしたら僕が今『雲』の中にいることは、なにかの兆きざし、もしくは運命に似にた必然なのかもしれない。初雪さんが陰陽師になる際さいに、桃もも色いろの雷らい光こうをその身に孕はらむように、砂御門の陰陽師である僕も、一つの自然現げん象しようを、この身に宿す。

「心しん願がんを以もつて、空くう界かい蓮れん來らい、七しち曜よう九きゆう星せい、二に十じゆう八はち宿しゆく、有ある程ほどの星ほし」

　それが〝霧きり〟だった。僕は腕に装そう備びした篭こ手て『雨情堤』を中心とした両手から、文字通り特とく殊しゆ効こう果かのような、たなびく濃のう霧むを溢こぼれさせる。

　それが、修行の末に僕が獲かく得とくした〝陰陽師〟としての《原初能のう力りよく》が持つ、象しよう徴ちようだった。

　そして僕は、身の内に起こった変へん容ようを固定するために、力ある言葉を締しめ括くくる。

「威い鳴なり秘ひ文もん、慎つつしみ白もうす」

　雲の下部を突つき抜ぬける。

　全身から、淡あわい緑色の気焰オーラを立たち昇のぼらせ、雲の片へん鱗りんをかっさらって来たかのように、両腕から霧をたなびかせる僕は、両りよう脇わきから同じように雲を飛び抜けた二人の妖よう怪かいと共に、地表へと落ちる流星の一つとなっていた。

　これにて森もり口ぐち織おり人とは〝陰陽師〟。

『ヒトの力ではどうにもならない自然災さい害がいである妖怪から、人間を守しゆ護ごする一族』へ至いたる、これが第一歩だった。

「……──確たしか、こうやっても五回に一回くらいしか、陰陽師になれてなかったよね」

　すぐ隣となりで、野の上がみ綾あやが囁ささやいた。

「本当にバカ」

　一いち之の瀬せカスミはその隣、空中にうつぶせで寝ねそべりあきれ顔。あまつさえ頰ほお杖づえまでついている。いつも通りな二人に安心して、

「ここからが、本当の第二ラウンドです」

　ゆっくりと、僕らを引く重力の方向へと視し線せんを向ける。

「わかってる」

「……──森もり口ぐちこそ、足をひっぱんないでね」

「もちろんです」

　地表には、ライトアップされた『アカギ・ウィンドパーク』が迫せまっている。

「──じゃあ、いきますよ？」

　僕は、篭こ手てに包まれた両りよう腕うでを広げ、

『雨う情じように幽かくり坐ませなる奇くすき左さ右ゆうより』

　力ある言葉に呼こ応おうする『雨う情じようの堤つつみ』。僕を包む気焰オーラが、両腕に集中し、

『我が道を通じて〝陰おん陽みよう〟と奉たてまつるっ！』

　変へん換かんされるは鴬うぐいす色いろの〝雲〟。

　湧わき出でた僕の《原初能のう力りよく》は、あっというまに周囲に満みち溢あふれ──




　　　　　●




　あちしは断だんじて、油ゆ断だんしてたわけじゃぁあ、なかった！

「おぉのれぇぇぇええええ……ッ!!」

「ただあの三人を──一之瀬カスミ、野上綾、そして森口織おり人とを、もっと高く評価しすぎていただけなのだ！」

「それを、あんなワケのわかんない方法でっ!!」

　あいつらが、そもそもあんなにもバカだったというのが計算外ッ。

　全身をオールサファイヤ、本気に透とう明めいな〝天てん魔ま〟モードにチェンジさせたまま、あちしは地じ団だん駄だを踏ふんだ。頭に血が上って思わず三人を空へとぶち上げてしまったけど、これでくたばるようじゃあ、話は簡かん単たんすぎる。

　奴やつらはこのくらいじゃ、死にやしないのだ。

　残心を上空へと向けたまま、あちしはこの『アカギ・ウィンドファーム』のメインライドである『アカギ』のコースターがスタート地点直後に最大位置エネルギーを獲かく得とくする場所、いわゆるレールの頂ちよう点てんから園内を見下ろす。

　緑の多いウィンドファームは今や時ならぬカクテルライトに照らされ、なおかつ絡からみ合あうように園内をのたうつレール上のコースター自体にも電でん飾しよくが施ほどこされているせいで、月つき並なみな言い方だけど、スピーカーから賑にぎやかなメロディーさえ流れる光景は本当におもちゃ箱をひっくり返したみたいだ。

『遊園地』を決戦の場に、あまつさえこんな時間にやって来いと、あちしを呼よび出だしたのはあいつらだった。

　万全の対たい策さくを立ててコチラを待まち構かまえていたのだろう。

　確たしかに、あちしの最初の奇襲は成功している。

　そのために三人は相当『修しゆ行ぎよう』だって積んだに違ちがいなく、対策として『迎むかえ撃うつ』コトを選んだのはわかる。

　けれど、あちしはそれを打破できる自信があったからこそ、ここにやって来た。あいつらの仕し掛かけているだろう罠わななんて、指先一つで突とつ破ぱできる力があちしにはあるのだ。

　──頭が良いヤツほど、ドツボにハマルのが〝重力災禍オバリヨン〟。

　天てん魔まの技わざは総じてインチキ臭くさいほどに理り不ふ尽じんだ。

　そのコトワリは、あらゆる常じよう識しきを遥はるか後方へと置き去りにする。もしもそこへ手をかけようとするならば、道理の一線を踏ふみ越こえない限かぎり追いつけはしない。

『策さく略りやく』を用意すれば用意するほど、時間をかければかけただけ、突破できないのが天魔の技。

　だとするならば、

　それがどんなにバカげた方法であったにせよ──いや、これだけバカげたやり方で──コチラの超重力フィールドを攻こう略りやくしてきたあいつらを、あちしは評ひよう価かする。

『普ふ通つうはそんなコトしない』天ヤ魔ツには、それなりのやり方でしか、対たい抗こうできないのだ。

「でも、それはそれとしてッ！」

　あちしはついさっき封ふうじ込こめるコトに成功したハズの屈くつ辱じよく感かん、その仕し舞まい忘わすれに襲おそわれる。

「よっくもあの森もり口ぐち織おり人とのバカッ！　あちしのこのカラダを押おし倒たおした上にベタベタベタベタとォッ!!」

　思わずポケットからハンカチを取り出して、つやっつやな、まさしく珠たまの肌はだについているヤツの指し紋もんをあちしはぬぐい取る。

「ぜぇええッッッッたい、ぺしゃんこだぁあああああッ!!」

　拳こぶしを振ふり上あげ仰あおぐ空は、いつの間にか日の光を零こぼす茜あかねに染そまっている。

　夜が終わろうとしているのだ。

「見えた……ッ」

　そんな朝の片へん鱗りんの中に、




　飛行機雲のように気焰オーラをたなびかせているのは、やはり。




　──待て、

　なにかがおかしい。

　どうして、気焰オーラをたなびかせている影かげが三つある？

　二つはわかる、銀の気焰は河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミ。そして赤黒い気焰は猫ねこ又また・野の上がみ綾あやのモノだ。

　残る、あの若草色の気焰は、いったい。

「まさかっ」

　でも、それしか考えられなかった。

「森もり口ぐち織おり人とが、〝陰おん陽みよう師じ〟に……？」

　瞬しゆん間かん、

「ぷぁはっ」

　ドウしようもない衝しよう撃げきが、あちしの胸むねを打った。

「ふぁはっ！　うはははははははぁああっ!?」

　こんな感情で笑ってしまったのは、生まれてこのかた、初めてだった。

　修しゆ行ぎようの果てに〝陰陽師〟になる。

　いったい、それが今さら、なんだと言うのだろうかっ！

「呆あきれた！　本当に呆れたっ！　」

　今さらそれ如きで、この天魔とやり合おうと、本気で思っているのだろうか。

「なーんだ、残念というか、がっかりと言うかっ？　」

　あちしが右みぎ腕うでを振ふるえば、握にぎられていたサファイヤの松まつ葉ば杖づえが変へん容ようする。

　融とかされたガラスが見えざる職しよく人にんの手によってあしらわれていくように、あちしの身の丈たけを越えて形づくられたのは一いち条じようの大おお鎌がま。

　碧あおく具ぐ現げん化かしたこの戦具は、具現化した重力の凝ぎよう塊かいだった。その弧こを描えがく両もろ刃はは、切り口から確かく実じつに獲え物ものを分ぶん断だんしてのける。

　片腕で、碧く透とう明めいな重力鎌を腰こしに回すようにして下げ段だんに構かまえれば、

　ふわりと上空の気配が匂におった。

　向こうでもコチラを察さつしたらしい。

　けど、遅おそいのだ。

　そして、あちしが三つの光点を断たち割わるため、そのまま大鎌を振ふり抜ぬこうと上空を睨にらんだ、

「ッ！　なにィ!?」

　その時、晴はれ渡わたり、朝日にまみれた上空が、一いつ瞬しゆんにして、

「く……雲ッ!?」

　爆ばく裂れつ的てきにもくもくと出現した綿の如ごとき、陽ひに照らされる雲によって覆おおわれたのだ。

「なに、あの色……」

　しかも煙えん幕まくの如ごとく湧わき出でた雲の色は鴬ウグイス。奇き妙みようにもマヌケな黄緑色で。

「そして、ワケのわからないことはそれだけじゃあ済すまなかった。」




　雲の中にあったハズの三つの気配は、突とつ如じよとして、ざっと見積もっても五十あまりに増ぞう殖しよくする。




「はぁぁあッ!?」

　なおかつ、『鴬の煙幕雲』という〝状じよう況きよう〟は、それごとこの『ウィンド・ファーム』へと落下してくるのだ。園内の視し界かいをあっという間に〝五ご里り霧む中ちゆう〟。

　けれどそんなコトにかまっている場合じゃなかった。

　なにより、上空から殺さつ到とうしてくる五十の気配は、

『猫ねこ又またッ!?」

　全てが実体だった。

　最初の数すう撃げきを弾はじいた時は、なにかの間ま違ちがいだと思った。けれど、

「……──どれだけ修しゆ行ぎようの成果が」

　後頭部を狙ねらってきた一人の扇おうぎをいなし、

「……──身に付いているか」

　正面、大だい上じよう段だんからの一いち撃げきを鎌かまの刃はで受け止め、

「……──あなたで、試してみるよ」

　鉄てつ扇せんの柄え部分で首くび筋すじ狙いの殴おう打だを逸そらしながら、次々と囁ささやいてくる猫又の言葉に確かく信しんする。

　分ぶん身しんなんてもんじゃない。字は同じくも、それは本物の分わけ身みだった。あちしの目の前にある妖よう怪かい・猫又のポテンシャル、纏まとう気焰オーラは、ついこの間あの廃はい体育館で感じるコトができたモノと、どうやら桁けたが違ちがっている。

「……──なかなか、当たらない」

　どこかの一匹が漏もらした、その余よ裕ゆうがむかついた。

「舐なめるなァ！」

　同時に、沸ふつ騰とうする闘とう争そう心しんとは反比例で、心は冷静になる。

　レール上にいたあちしは、それこそ全方位から襲おそい来くる猫又のカギヅメを鎌一本で防ふせぎ続ける。

　重力の凝ぎよう塊かいたる大鎌は、ぶっちゃけて言えばあちしが手で持たなくとも竜たつ巻まきのように旋せん回かいし主あるじを護まもる。

　しかし、そのカギヅメ扇の一撃一撃が、今やその自動防ぼう御ぎよを貫つらぬこうとしているなら、あちしは大鎌の柄に手をかけないわけにはいかない。

　──〝妖よう怪かい〟が、

〝天てん魔ま〟に至いたらぬ妖よう怪かいが、修しゆ行ぎようを積んでここまでになれたなら、それは賞しよう賛さんに値あたいする。

　しかし、

「まだまだぁッ!!」

　あたかもグラインダーで鉄を削けずるが如ごとき音おん響きようがあちしをとりまく全ての空間から響ひびき渡わたり、

「んぎぃいっ!?」

　刹せつ那な、理り解かいの届とどかないコトが起こった。

「はぁッ!?」

「サファイヤの大おお鎌がまが、動かない。固こ定ていされたのだ。何者に」

　見ればわかった。

　瞳ひとみにその光景を納おさめるコトでしか把は握あくは不ふ可か能のうだった。

　あちしに襲おそいかかってくる、五十に分ぶん裂れつした猫ねこ又または、囮ブラフ。

　真の兵へい隊たいは、その五十の兵隊に紛まぎれるように《猫又の隠おん業ぎよう》で襲いかかってくる、もう三十の〝野の上がみ綾あや〟。

　あからさまに見えすぎる軍ぐん勢ぜいに紛れ込む、気配なき暗あん殺さつ者しや。

　その三十の猫又が、あちしが後方下げ段だんに構かまえた重じゆう力りよく鎌がまを、カギヅメ扇おうぎで固定、封ふうじ込こめている。修行の成果。これがか。

「しゃがらあああああああああぁぁァアアアアアッ!!」

　ハッキリ言って、むかついた。

　森もり口ぐち織おり人とがあちし、〝オバリヨン・上うえ草くさ千ち春はる〟の能のう力りよくに関して行なった推すい理りには、穴あながある。

　ヤツの言う通り、あちしはインチキとも言える重力操そう縦じゆうという能力を使える代わりに、肉体的ポテンシャルは著いちじるしく低い。

　けれど、

　この能力にはそれを充じゆう分ぶんに補おぎなう、裏うら道みちがある。

「はぁッ!!」

　あちしは固定を構かまわず、三十の猫又を一匹残らず両りよう断だんする勢いきおいで、大鎌をぶんまわす。

　これぞ、周囲に展てん開かいしていた重力フィールドを、自らの肉体の表面へと細かく、くまなく展開するコトで、擬ぎ似じ的てきな筋きん力りよくを得るという、インファイトモード。

「天魔の操あやつる重力災さい害がいは、あちしに鬼き神しんの如ごとき、膂りよ力りよくを与あたえる。」

　まるでアロンアルファで固かためられたプラモデルをねじ切るような音を立て、猫又の〝封〟が壊こわれ、猫又から零こぼれた血ち嵐あらしが発生する

「それしきのコトでついて来れると思うのが烏お滸こがましいッ！」

　勢い余あまって、あちしの足場『アカギ』のコースターのレールが粉こな々ごなになり、同時に周囲にあった〝ウグイスの雲〟が上空へと吹き流れる。

　てへりり、ざっとこんな──

「…………ッ!?」

　視し界かいが開けた、目の前。

「なっ！」

　銀色の気焰オーラを纏まとったスク水河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミがあちしに、狙ねらいを定さだめていた。

　彼女は両手で、胸むねの前に一つの握にぎり拳こぶしを作っている。握り拳？　いや違ちがう、それは、

「水みず鉄でつ砲ぽう!?」

「実じつ験けん台だいにするつもりじゃ、ないんだけどね」

　一之瀬カスミが合わせた手の隙すき間まから射しや出しゆつされたのは、やはり水鉄砲、一いち条じようの水流だった。

　ただし、それは恐おそろしく細い、水の刃ウオーターカツター。

　鋼こう鉄てつを削けずり、ダイヤモンドさえ貫かん通つうするという水の槍やりが、正面からあちしを打うち抜ぬいた。

「かぁッ!?」

　すんでのトコロで大おお鎌がまを引ひき戻もどし、作り上げた極厚の重力壁かべで曲げなければ、両りよう断だんすらされただろう。あちしは右みぎ肩かたをざっくりと、滑なめらかに削られた。射出と同時に、超ちよう音おん波ぱのような高音があちしの胴どう体たいと共鳴した感覚。

「あれ、けっこうスゴイ威い力りよく？」

「ぎっ！」

　思わず憤ふん怒ぬが歯し間かんより漏もれる。一之瀬カスミの言いぐさは、まったくもってあちしの神しん経けいを逆さか撫なでるためのモノだったろう。まんまとそれに乗ってしまったのも悔くやしいが、それより疑ぎ念ねんが、一つの戸と惑まどいが、火ほ照てろうとする精せい神しんを冷やそうとしてくる。




　これもコイツの修しゆ行ぎようの成果だとでもいうのか？




　あちしの珠たまの肌はだを抉えぐる一いち撃げきを放つなど、一週間やそこらの特とつ訓くんなどで到とう達たつできる限げん度どの外にあるハズ。第一に、修行一つでここまで来ることができるならば、誰だれだってする。

　なにかある。

「どんなカラクリが、あちしを追いつめようとしているのだ」

　しかし、対たい峙じする一之瀬カスミに、コチラの戸惑いを嗅かぎ取とられるわけにはいかない。

　奴やつらが天てん魔まに、手が届とどきそうであるコトを悟さとられてはならない！

「えッ!?　レールの先がないッ!?」

　突とつ然ぜんの声に振ふり向むけば、そこにいたのは

「森もり口ぐち織おり人とッ!?」

　察さつするに、彼はどうやら、今まさにキュラキュラと急きゆう勾こう配ばいを昇のぼってきた『アカギ』のコースター、そのボンネットとも言える先せん端たんにしがみついて、あちしに近づき、不意を打とうしていたらしいのだが、

「う、うわぁああああっ!?」

　レールはさっき、あちしが鎌かまでぶった切ってしまったものだから。

「お、落ちるぅぅっ!?」

　がくんと、コースターの車しや輪りんは脱だつ線せん、裂さけ目めに落ち込んだ。けれどその時、

『砂すな御み門かど流りゆう《蒟こん蒻にやく術じゆつ》其その三号！　《補ほ修しゆうこんにゃくの術ッ》!!」

　突とつ如じよ、どこよりか低い男の声が響ひびき渡わたったかと思えば、落ちかけたコースターを支ささえ持ち上げるかのように、ぷるぷるとした濃こい灰はい色いろのレールが出現し、元のレールへと連結する。

「へ？　ええっ!?」

　と、呆あつ気けに取られた森もり口ぐち織おり人とは、同じく眉まゆ根ねを寄せてしまうコチラの目の前へと、やって来るから、

「ほいっ」

　あちしも、コースターのボンネットに飛び乗った。

　なので、当然の如ごとくあちしと森口織人の『現場』に発生するのは【そのコースター、赤Ａ城Ｇ颪Ｏの如く、疾しつ風ぷう】。文字通りジェットコースター、『アカギ』の猛もう威い。

「ぐぅ、うううッ!?」

「あははははははははーッ！！」

　コースはほぼ、九十度の直ちよつ滑かつ降こう。

　あちしは重力を制せい御ぎよし、陰おん陽みよう師じたる森口織人は気焰オーラで慣かん性せいを抑制して、絶ぜつ叫きようマシン上の決けつ闘とうは始まる。

「しゃぁッ！」

「うわぁっ!?」

　体たい勢せいを立て直す隙すきなど与あたえない。凄すさまじい右下から左上へのカーブに曝さらされながらも、あちしの首くび刈かりを狙ねらった大おお鎌がまの一いち撃げきを、陰陽師はなんとか弾はじく。

「うぅうううん？　ねーねー森口くんっ、それはなにっ!?」

「ぐぅうううあああああッ!?」

　コースターが三回転連続ループに入り、彼はそれどころではなくなってしまうが、あちしは確かく認にんする。和式甲かつ冑ちゆうの篭こ手てを両りよう腕うでに仕込んだ森口くんが右手に握にぎり、こちらの攻こう撃げきを防ふせいだモノは、〝軍ぐん配ばい〟だった。

　おそらくは、それが森口織人の修しゆ行ぎようの成果なのだろう。あちしはうずく心根を悟さとられぬよう、

「も、もしかして、あんた〝陰陽師〟じゃなくて、相撲すもうの〝行ぎよう司じ〟なのッ!?」

　言ってみる。するとひょうたん型のうすべったい、変な団扇うちわみたいなアレを摑つかんで離はなさない陰陽師は、

「ち、違ちがいます!!」

　叫さけびながらなんとか二本の脚あしでコースターの上に再ふたたび立つのだけど、

「うわぁああッ!!」

　もうそれで、限げん界かいみたいで。

　あちしの連れん撃げきを半分も防ぼう御ぎよできず、

「しゃがぁああッ!!」

　振ふるった鎌かまの重力刃に両りよう脚あしをズタズタに斬きり苛さいなまれて、コースターから振り落とされるようにぶっ飛んで行ってしまう。

「あーあ……」

　まずは一匹。……まあ、修しゆ行ぎようで誰だれもが成長できるわけでもなし。

　でも、確かく実じつを期すために、あちしは水みず飛沫しぶきを上げて池の中に突つっ込こんだ陰おん陽みよう師じの脇わきへと、着地する。

「んっ？」

　そこで、変な違い和わ感かんをあちしは覚える。

「あれぇ？　ここって、池じゃなくって、なに？　……温おん泉せん？」

　周囲に湯気が漂ただよっているのだ。そして思い出す。

「あ、ここが『オイガミ温おん泉せん郷きよう』……って、ことかぁっ」

『アカギ・ウィンドファーム』内には、現役の火山である赤あか城ぎ山さんの麓ふもとから湧わき出でる湯をふんだんに使った施し設せつ、『オイガミ温泉郷』という、水着で遊べる温泉プールがあるのだ。

「やだもう、まだ友達になったばかりの女の子を露ろ天てん風ぶ呂ろに誘さそってくるなんて、ホントにエロいな、森もり口ぐちくんっ」

　浅く暖かい湯船の色を赤く濁にごらせ続ける陰陽師へと、あちしはざぶざぶと湯気立つ温泉に入っていく。

「すいません上うえ草くささん……。僕も最近、自分がどうかしてるんじゃないかとは、思うんです」

　すでに下半身の感覚がないのか、うつぶせのまま、弱ってはいるものの苦笑にも似た表情の陰陽師・森口織おり人と。

「てへりり！　それは、お互たがいさまかもよ？」

　あちしは首を振って見せ、

「嫌きらいじゃないんだ、あちし、森口くんのコト。でもさ」

　それから重じゆう力りよく鎌がまを振り上げて、

「なかなか上手くは、いかないね。修行とか、ごくろうさん」

　予感。

「……っ」

　咄とつ嗟さに首をすくめるように頭を下げれば、右耳を擦さつ過か、風ふう圧あつを残して通過していくのは、

「ビート板ッ!?」

　とっさに振り向けば、あちしの頭上をかすめたビート板を片かた手てでキャッチ、構かまえを崩くずさずスク水姿すがたな一いち之の瀬せカスミが『オイガミ温おん泉せん郷きよう』に姿を現していて。

「それって、なん……なのかなぁっ？」

　彼女の足元から、なにやらひょこひょこと、まるでペンギンのようにと言うか、表面にペンギンのイラストがプリントされたビート板が出現。これも、彼女の修しゆ行ぎようの末に編あみ出だした技わざだったりするんだろうか。

「なに、森もり口ぐちといちゃついてんの？」

　ぎりりと奥おく歯ばを鳴らすように怒ど気きを孕はらませる一之瀬カスミに、

「在々あれれ？　ヤキモチ？」

　あちしは言ってやるんだけど、あっちはこっちを無む視し。そして、

「かかれ」

　河かつ童ぱの号令一いつ下か、ビート板に描かかれたマスコット的なペンギンの一体一体が一之瀬カスミに向かって敬けい礼れい、ぶいんと宙に舞まって回転するやいなや、意い志しを持っているかのように、迫せまり来くるのだった。

『ちょ、ちょっと、あちしになんてものを斬きらせるのッ!?」

　闇やみ雲くもに投とう擲てきされた大型手しゆ裏り剣けんとはワケが違ちがう。一いつ瞬しゆんで、あちしにはそれら砲ほう弾だんのようなビート板が独自の思考を持っているコトに気が付く。それはまさしくペンギン達の特とつ攻こうだった。

　しかも、己おのれの獲物ビート板を疑ぎ似じ的てきに〝式しき神がみ〟──いや、〝隷れい妖よう〟化かさせるコトさえ、このスク水妖よう怪かいにとっては陽動なのだ。悟さとるあちしは、ビート板の群むれを縫ぬうようにして一之瀬カスミから放たれた、鋭するどすぎる水流の刃を、

「二度も効きくかッ!!」

　今度こそ正面から極厚の重力壁かべで上空に逸そらす。

　刹せつ那なで周囲に迫せまった平面ペンギン共を切きり裂さき、叩たたき落おとすあちしは、

　一瞬、気付くのが遅おくれた。

　今散らした、水流刃ウオーターカツターすら陽よう動どうだった。

「ッ!?」

　全ての気配にまぎれ、襲おそってきたのは再ふたたび《猫ねこ又またの隠おん業ぎよう》。

　しかも、余よ力りよくを残さず自らの《隠業》に力を注ぎ込んだのだろう。

　あちしは、目の前に黒和服、ネコ耳の彼女がいるにも関わらず、常に猫又である野上綾を意識し、必死に思い出そうとしなければ、自分が今からナニをされようとしているのか、わからなくなってしまいそうになる始末。もはやそんなモノは《猫又の隠業》でさえなく、限かぎりなく〝天てん魔ま〟の技わざ。

　なおかつ、

　彼女の鉄てつ扇せんを大おお鎌がまで防ふせげば、扇おうぎをかち当てたまま〝猫又〟はスルリと分ぶん裂れつした。

　まるでセル画をそのままコピーしてスライドさせたかのように、攻こう撃げきを防がれたままの猫又から、もう一人の猫ねこ又またが出現し、新たな一いち撃げきをもって襲おそいかかってくるのだ。

　刃はと刃を合わせれば、火花の如ごとく増ぞう殖しよくしていく妖よう怪かいに、あちしは確かく実じつに追いつめられていく。

　すでに複数の斬ざん撃げきを腹といわず背せといわず、珠たまのような肌はだには無む惨ざんな傷きずが飾かざられていく。

　普ふ通つうなら──天てん魔まが常じよう識しきを語るなと言わないで欲しい──新たに習得した技わざを使いこなすには、それ相そう応おうの経けい験けんが必要なハズ。それが、僅わずかの期間に、この錬れん度どで、このコンビネーション。

　もはやこれは修しゆ行ぎようでなく、彼女達の持つ生せい来らいの素そ質しつ──なんだったら、余よ計けいに、ここでぶち倒たおしておかなくちゃ、ならない！

　だと、言うのに、

「い、いくら、なんでも──」

　ガラスが叩たたき割わられたような音おん響きようと共に、その時、

「──酷ひどくないッ!?」

　大おお鎌がまが崩ほう壊かいする。

　同時にあちしの心中においても、ヒビのような狼ろう狽ばいが走る。

　しまった。

　赤あか城ぎのレール上で一度大鎌を封ふうじられた時から、猫又の狙ねらいは、これだったのだ。

　武ぶ器きを壊こわされてからそれを悟さとる。あちしは猫又・野の上がみ綾あやの攻こう撃げきを防ふせいでいたんじゃない。

　ずっと防がされていたのだ。

　一撃が弱いと侮あなどっていた。けれど向こうの狙いはダメージの蓄ちく積せき。しかも本体ではなく、攻撃手しゆ段だんである武ぶ具ぐへの集中に、あちしはどのような手が打てたのだろう。

「……──酷ひどく、ない」

　猫又のそれが、こちらの問いの答えなのだと知り、あちしは心の中のヒビから漏もれ出だし始めたモヤモヤが、なんであるか知る。

　不安と焦しよう燥そうだった。

　天魔であるあちしの〝重力災さい害がい〟からぴくりとも動けなかった妖怪風ふ情ぜいが、たった一週間の修しゆ行ぎようでここまで辿たどり着ついている。

　その理り不ふ尽じんと現実が、あちしのカラダを強こわばらせた、その刹せつ那な。

「……──これからカスミがするコトに比べれば」

　降ふり注そそぐような、猫又の、あちしを踏ふみ押おし潰つぶすかのような複数合計の一撃。

「ぐぅ!!」

　そして、身動きの術すべを失った一いつ瞬しゆんで、河かつ童ぱの放った鋭するどすぎる水の刃やいばが、あちしの右みぎ脚あしを、

「そん、な……ッ！」

　根ね本もとより、断たち割わった。

「ぐぅ、ぁあああああああッ!!」

　痛いたみと言うより、深い喪そう失しつ感かんが、文字通りあちしの右みぎ脚あしから這はい上あがる。ごろりと地面に転がる長細いサファイヤ。

　あちしは背せ中なかからごつりと、露ろ天てん風ぶ呂ろに配置された大きな岩によりかかり、女子高生の片足と酷こく似じした塊かたまりに、瞳ひとみを見開きながらぞわりと、目の前の現げん状じように愕がく然ぜんとする。

　認みとめないわけにはいかない。




　明らかに二人の力は、激増している。




　それが、二人の修しゆ行ぎようによるものなのだと、納なつ得とくせざるを得なかった。

　だが、

「ねえ綾あや、これってわたし達が修行した意味、薄うすくなってない？」

「……──ちょっとだけね。でも、悪くないよ」

　二人はナニを言っている？

「ッ!?」

　そこで、気が付く。




　……〝雲〟？




　いや、〝霧きり〟が、気焰オーラを纏まとう河かつ童ぱと猫ねこ又またの、さらに外側に、まとわりついていた。

　二人を包み込んでいたのは、白く発光しているかのような霧で、

「な……、こ、これって……」

　そして、あちしを覆っていたのはまるで雷雲、ダークグレーの不吉な霧だった。

「いや、でも、まさか──!!」

　一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾の力が強くなっているのは確たしかだ。

　けど、それだけじゃない。

「──あちしの力も、弱まっている!?」

　この場所。

『オイガミ温おん泉せん郷きよう』に流れる湯気に紛まぎれて、気が付くのが遅おくれたのだ。

　周囲は常つねに、ウグイス色の雲に覆おおわれ続け、そして、あちし達には別個に、不ふ穏おんな霧がまとわりついていた。

「なんなのさ、これって……」

　喉のどから零こぼせば、




「僕の、能のう力りよくです」




「森もり口ぐち織おり人との脚あしの傷きずが、治なおっている」

　湯気のシルエットを破り、姿すがたを現したのは、両りよう腕うでを篭こ手てで鎧よろった陰おん陽みよう師じの少年。ヤツが自分で治ち癒ゆを施ほどこしたとは思えない。が、彼はなんだか尻しりの辺りを押おさえて変に涙なみだ目めだ。

「まさか……幻げん術じゆつ？」

「そのオチは、ちょっと酷ひどすぎだと思うけど」

「……──もしくは、すべて夢だった。ああ、良かったとか」

　河かつ童ぱと猫ねこ又またの戯ざれ言ごと。けれどそれはヒントになる。そうだ、幻術のワケがない。自分の都合良いように考えすぎてはダメだった。おそらくその道は、敗北に繫つながっている。

　──これは、幻術なんかじゃない。

　そして、あちしにトドメを刺さそうと、得え物ものを振ふりかぶる河童と猫又の挙きよ動どうが、

「そこまでです一いち之の瀬せカスミ！　野の上がみ綾あやッ!!」

　陰陽師の一いつ喝かつで制止する。



「僕ら『砂すな御み門かど』の陰陽師は、妖よう怪かいを〝入にゆう滅めつ〟させません」

　森口織人が、二匹の妖怪を押しのけようとして、あちしの前へとやって来る。

「天てん魔ま、オバリヨンと呼よばれる〝妖怪〟よ！」

　軍ぐん配ばいを振り上げ、あちしに向かって差さし伸のべ、森口くんは言う。

「今からあなたを、〝調ちよう伏ふく〟します」

　びりりと、彼の言葉があちしの傷きず口ぐちを震ふるわせる。

「おとなしく、我らが門に降くだりなさい」

　そしてあちしは、彼に砕かれたのが、大おお鎌がまや、右みぎ脚あしじゃないことを知った。
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　オバリヨン・上うえ草くさ千ち春はるの語調に、

「うはぁ、やっぱこれって、陰おん陽みよう師じになった織おり人とくんの、能のう力りよくなんだっ？」

　ある種の達たつ観かんが混まじったことに、僕は気が付く。

　けれど油ゆ断だんなんてもっての他だった。僕は注意深く、首に巻まいた草色のマフラーの端はしを、たくし上げるように背はい後ごへと流す。

　相手は天てん魔ま。舌戦であろうとも、命に関わると師し匠しように教わっている。

「あちし、当ててみせようか。あなたの陰陽師としての《原初能力》を」

　僕が黙だまっていたのを了りよう解かいと取ったのか、片足で岩に寄りかかったままの上草千春は続ける。

　透とう明めいなサファイヤの指を一つ立て、

「織人くんの、陰陽師としての原初能力は『人が持つ能力の増強ブースト』」

　それから、

「そして、『能力の減殺セーブ』。その二つだよ」

　ピースサインを向けてくるオバリヨンに、僕は頷うなずく。

　それが、師し匠しよう・勒ろく天てんさんと初はつ雪きさんとの修しゆ行ぎようの中で見いだされた森もり口ぐち織おり人との可か能のう性せいの一つであり、僕が選び取った能のう力りよくだった。

　ある目的のために特化した〝陰おん陽みよう師じ〟。僕は著いちじるしく片かた寄よった使い手となっていたのだ。

「んで、『効こう果か範はん囲い』は、このウグイス色した気持ち悪い雲の中限げん定てい。つまり、そこの河かつ童ぱと・猫ねこ又または絶ぜつ賛さん、森口くんの能力でパワーアップ中で、あちしは今、能力がセーブされるって、コトなのね？」

「はい」

　当たり前だけど、この力を理り解かいして受け入れてくれる人になら、僕はこの能力を拒否ことわられずに行使できる。

　けれど、敵てきであるオバリヨンの持つ力を減殺セーブしようとするならば、もちろん話は変わってくる。その場合、初雪さんが神しん宝ぽうである『輪りん宝ぼう』から作り出す《月つく撫なでの剣つるぎ》と同じく、神宝である篭こ手てから生み出す《雨う情じよう軍ぐん配ばい》でもって、敵を撃うたなくてはならない。

　それは僕らが〝天てん魔ま〟を上回るには、どちらもクリアしなくてはならないポイントだった。

　周囲を、僕の能力効果が及ぶ《領りよう域いきの雲》で覆おおい、一之瀬カスミと野の上がみ綾あやが修行で得た力に、さらなる増強ブーストをかけ、なおかつ、相手の力を減殺し、よって天魔越えを果たすというのが、作戦の骨こつ子し。

「えへりりりっ!!」

　それを理解したのか、オバリヨン・上うえ草くさ千ち春はるは、妙みようにあどけない表情を作り、

「それに──」

　三本目の指を、チョキの隣となりに加えるのだ。

「──さらにまだ、奥おくの手があるでしょ」

「はい」

　にひりと笑う彼女に、僕は頷うなずいた。

「ばか！　なに正直に答えてんの!?」

　これに驚おどろいていたのは背はい後ごの二人、一いち之の瀬せカスミと野上綾だった。

　猫又な彼女のほうは『……──！　……──!?」と、言葉もなく、河童と共に僕を羽は交がい締じめ、なにかしらの罰ばつを与あたえようとでもしているのか、カギヅメ扇おうぎを振ふりかぶっている。

「い、いや、でも──」

　そして、僕がなにやらいきり立つ二人の妖よう怪かいにイイワケしようとした、その時だった。




　ぎきんっ！　と床ゆかで、なにかの鳴る音がする。




「「「っ？」」」

　陰おん陽みよう師じである僕ら三者の視し線せんが一点に集まった。

　露ろ天てん風ぶ呂ろ施し設せつの舗ほ装そうされた地面。

　そこには一いち条じよう、猫ねこ又またが砕くだいたハズの鎌かまが転がっていた。──いや、違ちがう。僕は憶おぼえている。

　鎌が置かれているそこには、彼女の、オバリヨンの切せつ断だんされた右みぎ脚あしが今さっきまで転がっていたのだ。

「な……っ！」

　というコトは、おそらく先ほどの一音、クリスタルを打ち鳴らしたような響ひびきは、彼女の切り落とされた一部が、鎌と化した音色で、

「確たしかに、あちしに戦意はもうない」

　俯うつむいたままのオバリヨンから、低い声が漏もれる。

「けれど、戦う理由なら、まだ残ってる!!」

　自らの脚を変形させたサファイヤの鎌が、天てん魔まの重力に引かれ、音を立てて彼女の両手に収おさまった。

「無理です!!」

　河かつ童ぱと猫又が離はなれ、展てん開かいし、軍ぐん配ばいを構かまえる僕は、下方より逆ぎやく袈け裟さで迫せまるサファイヤの鎌による一いち撃げきを防ふせぐ。最初の大鎌ほどの迫はく力りよくと大きさはないけれど、それは、立りつ派ぱすぎる武ぶ器きだった。

「降こう参さんなんてできないッ！」

「してください!!」

　左右に散った一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやは、僕とオバリヨンの距きよ離りが近く、同どう士し討うちを恐おそれてか手が出せない。それは彼女達が抱かかえた、制御下にないパワーアップの弊害だった。

「上うえ草くさ千ち春はるはこれを計算しているのか」

「いやだーッ！」

　僕は上じよう段だんからの斬ざん撃げきを軍配の腹で流すまでで精せい一いつ杯ぱいだった。

　そして、次の一撃。両もろ刃はの鎌による突つきで僕はバランスを崩くずす。さらに踏ふみ込こむ天魔。マフラーの先せん端たんをちりりと削けずられ、左の脇わき腹ばらを冷たいサファイヤが炎ほのおのように舐なめ上あげた。

「ぐぅぅッ……ッ！」

　傷きず口ぐちの喪そう失しつ感かんが全身に跳はねた後、一いつ瞬しゆんで体調が激げき悪あくになったが如ごとく持って行かれる。

「ふんッ！」

　僕は気合い一発、深い裂れつ傷しようという異い常じよう事じ態たいに結集しようとする身体中の神しん経けいを気焰オーラで散らし、そのまま無理矢理に止血、神経に正常を取とり戻もどす。ふらついた両脚に活を入れ、体重を支ささえる。

　ダメージが癒いえたわけじゃない。ただ、持ち越しただけの状じよう態たいで、

「オバリヨン！　あなたが降参しても──」

　どっと首くび筋すじに溢あふれる汗あせをそのままに、僕はサファイヤの瞳ひとみを見み据する。

「──僕はあなたごと護まもります!!」

「……は!?」

　強い語調の僕と、戸と惑まどうオバリヨンの声に、河かつ童ぱと猫ねこ又またも目を白黒させる。

「あなたを造った〝牛ぎゆう鬼き〟からもあなたも護りますから、だから、『砂すな御み門かど』に降くだってください」

「いー様にあんたなんかが敵かなうわけないっ！」

「できます!!」

　上うえ草くさ千ち春はるの鎌かまは、構かまえられたまま止まっていた。

「『砂御門』にはそれが可か能のうです。だから、降ってください。僕らの側に」

「ぅ、う」

　その時の彼女の表情は、悲しみに近い。変化は真正面にいた僕にだけわかるものだった。彼女はこらえていた。それは確たしかだった。でも、だとしたら、次の一言を零こぼしたのは、オバリヨンの中にある誰だれだったのか。




「うん……」




　喉のどから漏もれた声は明めい瞭りよう。天てん魔まは首だけを、縦たてに動かした。

「あ、あれ？　今、あちし……」

　ふと、周囲を見回すようにして、オバリヨンはコクビを傾かしげ、

「砂御門に、降るって、うなずいちゃった……？」

　今僕を見つけたみたいに、つぶやいた。

「はい、たぶん……」

　鎌を下げてしまった天魔に、僕は一歩近寄って、

「ぁあ、そうかぁ……」

　へたりと、崩くずれ落おちる上草千春の肩かたを支ささえ、ゆっくりと地面に降おろす。

　僕は放心してしまったような彼女の隣となりに、同じように座すわってみる。

　上草千春は僕のことを嫌きらいじゃないと言った。僕にしてみれば、それは予告だった。

　──僕達が修しゆ行ぎようをしていた一週間という期間、

　天魔となった上草千春があの〝牛鬼〟と、どのような関係にあったのか、僕には知るよしもない。

　けれど、戦って死すとも負けるワケにいかなかったのは、彼女も一いつ緒しよだろう。

　そしてそれが、天魔の戦う理由になっていた。

　僕は──いや、僕らは──その理由を取とり除のぞくことが、おそらくできると思ったのだ。

　上草千春に変わりのモノを受け取らせるしか、彼女を護る方法はなかった。

「ねえ、森口、これってつまり」

「……──つまり、調ちよう伏ふくできたって、こと？」

　ガクガクと左右後方から僕の両りよう肩かたを揺ゆさぶる一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あや。僕はたまらず、

「そういうことに、なりますね」

　答えれば、

「っっっっっっっしゃあああああッ!!!!　天てん魔まっ！　天魔を調伏しちゃったよ綾！　わたし達!!」

「……──これで、わたし達は勒ろく天てん様にも認みとめてもらえるの？　ねえ、森もり口ぐち！」

　朝焼けの空に、妖よう怪かい二人の声が木こ霊だまする。

「は、はい、おそらく、たぶんこれで、正式に『砂すな御み門かど』の〝陰おん陽みよう師じ〟として、誰だれからも認められるハズで──、ッ!?」

　言うが早いか、河かつ童ぱと猫ねこ又または、力ちから一いつ杯ぱい、僕に抱だきついてきていて、

「ぬぅ、ぐぅおああああおおッ!?　ご、い、痛いたぃですちょっと死ぬ死ぬ死ぬ!!　脇わき腹ばらを触さわらないでください！　開いちゃいます傷きず口ぐちがッ！　二人とも今、ハンパない力なんですから手て加か減げんしてください!!　そして、なんでオバリヨン・上うえ草くさ千ち春はるまで僕の脚あしにすがりついてくるんですか!?　そっちはそっちで砕けます僕の脚が!!」

　言いつつも僕も嬉うれしくないワケがなかった。いや、妖怪とは言え女の子三人と戯たわむれることが嬉しかった、わけじゃなく──

　とにかく、

　これで僕達は修しゆ行ぎようを終え、『砂御門に』残るコトができるということが、僕の目の前をキラキラにしていた。

　初はつ雪きさんを、僕はこれからも護まもり続けるコトが、できるのだ。

　達成し、突つき抜ぬけた感覚が僕を痺しびれさせる。

　けど、一いち応おうなりとも人間である僕が仕切らねばまとまらない。この上なくはしゃぐ二匹と一匹の妖怪に向き直り、

「じゃ、じゃあ早く、砂御門に帰りましょう。『ウィンドファーム』の被ひ害がい状じよう況きようも報ほう告こくしないと……と、その前に。三人とも、僕の能のう力りよくを解かい除じよしますんで──」




『それは、ならないのだわ』




　四人のすぐ側で、声。

「なッ!?」

「ちょっと、これっ……!?」

「……──本当、に？」

「森口くん!?　ねえ、護ってくれるんだよねっ!?　森口くん!?」

　温おん泉せんが醸かもす天然の霧きりと、僕が解かい除じよしようとしていた鴬うぐいす色いろの霧の向こう。

「ねえ、聞いて欲しいの」

　声の主は、明らかに入浴中的にリヴァーブの効きいた独ひとり言ごとのように、ちゃぷんと僕らへと語りかける。

「まだ、なにも終わってはいないのだわ」

　見れば湯気の作るモヤの向こうに、それと女性のシルエットライン。

　湯船から上がったのだろう、たぷんと揺ゆれる二つの胸むねを、岩にかけてあった毛皮のコートで包み込む。

　揺れる白い湯気と、ウグイスの雲の中で彼女は、置いてあった牛ぎゆう骨こつの面を頭部に固こ定ていし、

　僕らの目の前に、姿すがたを現した。

「牛ぎゆう鬼き……ッ！」

　目の前にあった顚てん末まつの、全ての元げん凶きよう。

　妖よう怪かい・牛鬼。

　牛骨の面は、塗ぬったように白く虚うつろ。

　ふかふかなブラウンの毛皮を羽は織おったそいつは、コートの合わせ目から豊かにすぎる胸の谷間を揺らすようにして、僕らと対たい峙じする。

　彼女こそ、〝地じ獄ごく〟に通い、その破は片へんである〝壊ナ喜ラ楽ク玉ダマ〟をもって〝妖怪〟を〝天てん魔ま〟へと堕だ落らくさせている張ちよう本ほん人にん。

　コトここに至いたって、ノンキに温泉に浸つかった状じよう態たいから現れ、ゆうゆうとコチラの射しや程てい圏けん内ないへと足を踏ふみ入いれた彼女に、僕らは絶ぜつ句くせざるを、得えない。

「ねえ、聞いて欲しいの」

　削けずったように白い素す肌はだの上に、毛皮のコート一枚という彼女の呼こ吸きゆう音おんが、仮か面めんの中から聞こえてくる。

「な、なにを、ですか？」

　──僕は思わず、『砂すな御み門かど』に投とう降こうしてきたばかりであるオバリヨン・上うえ草くさ千ち春はるを背はい後ごに庇かばうようにして返す。

　以前、僕に自分のコトを〝いーちゃん〟と名乗った妖怪である彼女が現れた理由は、先兵であるオバリヨンを奪うばい返かえす、それくらいしか思いつかない。

　一度『砂御門』に降った妖怪を、護まもると約束した彼女を、牛鬼に奪われてはならなかった。

　しかし、

「まだジョーカーが出ていない。このジョーカーでは、出足りないのだわ」

　それは熱く爛うれた、まるでお酒に深く酔よって上じよう機き嫌げんになった大人の物言い。

　そして、僕と一いち之の瀬せカスミ、野の上がみ綾あやには、それがただの牛鬼の消滅としか把は握あくできない。

「「「ッ!?」」」

　振ふり向むけば、そこにかき現れていたのは、

「置いていかれたのはこちらのほうだわ。《牛ぎゆう歩ほ》というほどに、〝いーちゃん〟はただ、取り残されただけ」

　すでに全身サファイヤの天てん魔ま・オバリヨンに背はい後ごから手を回す牛ぎゆう鬼きがいる。

「ちょッ!?」

　毛皮コートの妖よう艶えんな牛ぎゆう骨こつ面めんが片かた手てに乗せている黒く雷いな走ばしる小さな珠たまは、見まごうことなき地じ獄ごくの破は片へん、

「壊ナ喜ラ楽ク玉ダマっ!?」

　今やそれを、牛鬼は上うえ草くさ千ち春はるの喉のどに埋うめ込こもうとしている。

　けれど、

「待ってください！　もう上草千春は〝天魔〟のハズじゃ……!?」

　僕の叫さけびに、牛鬼・いーちゃんは、

「〝天魔〟に、二つめの壊喜楽玉を飲ませたらどうなるか、教えてあげても、いいのだわ」

　そこで我に返ったのはオバリヨン・上草千春。

　全てが碧あおい宝石である彼女は、カラダを極きめられているのか、身動きできないまま、けれど瞳ひとみをコチラに向けて、

「た、助けて、織おり……ッ！」

　声は青黒い光にかき消される。

　容よう赦しやもなかった。

　牛鬼はさも当然の如ごとく、なんの躊躇ためらいすら見せずに二つめの壊喜楽玉を天魔・オバリヨンに押おし込こめた。

　再ふたたびの変へん容ようが、僕らの眼がん前ぜんで始まった。

　上草千春が身に纏まとい、それ自体をもサファイヤとしていた高校の制服が、膨ふくれ上あがるようにして彼女の全身を包み込む。そして、あたかも鉱こう石せきの卵の如ごとく、透とう明めいな楕だ円えん球きゆう体たいになったのも束つかの間ま、




　ォォォオオオオオオオオォォオオオオオ────ンッ!!




　という、風の爆ばく鳴なきが如き咆ほう哮こうと共に、殻からを破って内部より飛び出したのは、一匹の、

「り、竜りゆうッ!?」

「……──違ちがうの、あれは──」

「『竜りゆう人じん』って、言えば、いいの、かな？」

　一いち之の瀬せカスミが零こぼした通り、それは、自らのカラダを〝竜〟で鎧よろったかのような──見方によっては、制服の代わりに碧く透とう明めいなワニの着ぐるみを着込んだみたいにも思える──上草千春だった。

　僕達三人に、あの感覚──初めて旧第二体育館で天てん魔ま・オバリヨンに相対した時の感覚──が甦よみがえろうとする。

　僕らは、ようやく今、なにが目の前で起こっているのかを理り解かいするのだ。

　到とう達たつできたかに見えた〝天魔調ちよう伏ふく〟。

　その余よ韻いんも冷めやらぬ間に現れた局面は、再ふたたび僕らを突つき放はなす。

　天魔の竜りゆう人じん・上うえ草くさ千ち春はるから放たれる気焰オーラは、圧あつ倒とう的てきだった。

　──僕は師し匠しようである勒ろく天てんさんから修しゆ行ぎよう中ちゆうに聞かされた言葉を連想、思い出す。




　曰いわく、自然現げん象しようの究きゆう極きよくのカタチは、『竜』である。




　そして同時に、僕は発見している。

　サファイヤは軋きしみをあげていた。

　竜人の咆ほう哮こうにすら、苦しみは漏もれ出だしている。当たり前だった。

　上草千春は地じ獄ごくを重ねられたのだ。

　このままでは、上草千春の『器』が砕くだけ壊こわれてしまうのも、時間の問題で──

「さあ、そちらの本当の隠し球ジヨーカーというものを、見せて欲しいのだわ」

　──にも関わらず、今にも苦く悶もんのうちにコチラへと飛びかかろうとしていたサファイヤ、天魔の竜人・上草千春を片手で制し、牛ぎゆう鬼きは告げるのだ。

　予感とも直感とも知れぬ戦せん慄りつが、全身を貫つらぬいていた時には、

「いいでしょう、お見せします」

　僕は、吹き飛びそうになる勇気を身体に縛しばり付つけるように答えていた。

「（バカ！　堂どう々どうと敵てきの前で〝アレ〟を使う気なの!?）」

　すぐさま僕の白びやく衣えを背はい後ごから引ひっ摑つかみ、河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミが鋭するどく囁ささやく。

「（少しでも時間を稼かせがないでどうするんです!?　僕らはあっという間に皆みな殺ごろしになりますよ!?　それに、すでに上草千春は砂すな御み門かどに降くだっています。彼女を助けなくちゃ、なりません！　僕は彼女と約束したんです。絶ぜつ対たいに護まもるって!!）」

「（そ、そりゃ、そうだけど……っ！）」

　僕の白衣によりいっそう力を込める一之瀬カスミをそのままに、僕は懐ふところから、

「ネユ！　レキ!!」

　浣かん腸ちよう器きとコンニャクを取り出し、放り投げれば、

「お呼よびなのん？　りぐりぐー」

「うむ、我らの出番のようだな？　織人よ」

　一人と一匹が、くるりと身を翻ひるがえして着地。人なる姿すがたをしたのがマジカル幼よう女じよ・ネユであり、獣けものなる姿が、こんにゃく狐ぎつねのレキだった。

「これを使う隙すきなんかないと思っていたんですが、事じ情じようが変わりました。今から〝アレ〟をやります！」

「りょーかいなのん！」

「この状じよう況きよう、ヤムを得まい」

　おもちゃのピアノ旋せん律りつで両手を挙あげる浣かん腸ちよう器きの憑つ狗く模も神がみと、極低音を奏かなでる管楽器の響ひびきで唸うなる子こ狐ぎつね型がたの式しき神がみは、ためらうコトなく『雨う情じようの堤つつみ』に覆おおわれた僕の手に、ネユは手の平を、レキはその身体を預あずけてくる。

　──そう、砂すな御み門かどにて修しゆ行ぎようを行なっていたのは、なにも〝陰おん陽みよう師じ〟だけではない。

〝式神〟も己おのが力を、僕と共に研けん鑽さんしていたのだ。

「高こ空くうの玉たま、神や狐こうの神しん」

　僕は再ふたたび力ある言葉を紡つむぐ。

《増強ブーストの雲》、そして《減殺セーブの雲》が僕の《原初能のう力りよく》だとすれば、これから僕が行なおうとしているのは、一いち段だん階かい上となる陰陽師としての《昇華能力》。

　両りよう腕うでの篭こ手てから生じる。首に巻まいたマフラーが揺ゆれて、より微び細さいな〝霧きり〟は、しゅわしゅわと二体の式神を包み始める。

『鏡きよう位い改あらため、神かん寶たからを於もちて』

〝妖よう怪かい〟二人、一いち之の瀬せカスミと野の上がみ綾あやとの共同作戦は前ぜん提ていだった。勒ろく天てんさんは〝式神〟であるネユとレキとのコンビネーションをも重じゆう視しした。

「神しん納のう成じよう就じゆ、なさしめ給たまえ！」

　結果、《他者の能力をアレンジする》という僕に眠ねむっていた傾けい向こう、アプローチを、僕の師し匠しようは研究し尽つくす。そこに、一つの術じゆつ式しきが編み出される。

『雨情堤』に覆われた両腕に繫つながったモノが溶とけ合あい、跳はね上あがる感覚。

　そこより生まれイズルものは、




「ネユネユっ！　ヴァージョンⅡなのんっ！」




　マジカル幼よう女じよから一気に美女の域いきへ。

　ぼふんと煙けむりの如ごとく霧が沸わき立たてば、そこより現れたのは僕の年ねん齢れいも遥はるかに通り越し、溢こぼれるオーラはオトナの香り。豊かに溢あふれる紫むらさき色いろの髪かみで片かた目めを隠かくし、同じデザインながらも長い手て脚あしを大だい胆だんに露ろ出しゆつさせた看かん護ご服ふくを身に纏まとった、声すらたおやかなハープの音色の如ごとく変化してしまった長身の美女。

　彼女は、ネユとレキという式神を合体させた、ネオ式神とでも言うべき存そん在ざいに変へん貌ぼうしている。

　これこそ森もり口ぐち織おり人とという即そく席せき陰陽師が持てる奥おくの手。

《昇しよう華か能のう力りよく》、〝式合体〟の術じゆつ式しきだった。

「その〝式しき神がみ〟が、隠かくし球だま？」

　オトナの女になってしまった救きゆう護ご士し、僕よりかなり背せが高くなってしまったダイナマイトスタイルのネユの出現に、牛ぎゆう鬼きは警けい戒かいしているのか、いないのか、白い骨こつ面めんの上からでは判はん断だんできず、

「違ちがいます。今から、お見せします」

　僕は続ける。

　そうなのだ。このままではまだ、切きり札ふだの途と中ちゆうと言える。

　ここまでやってなんだけど、ネユとレキはあくまでサポート式神であり、こと戦せん闘とう能力だけ見れば、ヴァージョンⅡツーとなっても期待はできない。

　ならば、なにが切り札ジヨーカーなのか。

「さあ……」

　浣かん腸ちよう器きの式神であるネユ一人が持つ本来の能力は、あらゆる傷きずを尻しりから癒いやすというものだ。

　そこへ、こんにゃく式神レキのパワーを合わせることによって起きる成長変化は、

『傷を癒して余あまりあり、本体のパワーすら大おお幅はばにアップさせるエネルギー注入』というシロモノだった。

　僕の《原初能力》がもたらす雲によるパワーアップが乗かけ算ざんだとすると、ネユネユヴァージョンⅡが持つ力は累るい乗じようと言える。

　数字こそ同じかもしれないが、跳はね上あがり方は尋じん常じようの域いきを超える。

　──それは、僕の持つ『雨う情じようの堤つつみ』の能力をもってして、『エネルギー供きよう給きゆう』という能力をさらに増強ブーストさせるという、斜ななめ上うえの、それこそ『斜しや道どう』に属ぞくするタグイの技わざ。

　ゆえに、

「覚かく悟ごは完了していますか、一いち之の瀬せカスミ」

「カースミンっ！」

　ネユⅡと共に、振ふり返かえった僕に、

「いやぁあああああああ!!　だからだめって言ったじゃん!!　だから人前で本当にそれするのかって言ったんじゃぁんッ!!」

　見たことのない涙なみだ目めで、河かつ童ぱ娘は雄お叫たけびをあげる。

　もちろん、ネユの持っていた小さめのカジキマグロ大だった浣腸器は、今はイルカショーのイルカぐらいにパワーアップしており、シリンダーの中にはとろっとした特選こんにゃくが詰まっていたりするので、

「お願いします！　僕らの中で無む傷きずなのは一之瀬さんだけなんです！」

　本当だった。野の上がみ綾あやと僕は気焰オーラで傷を隠かくしているだけで、ダメージを堪こらえているだけなのだ。

「だ、だめ！　二人して肩かたを押おさえないで！　ちょっと逃にげられない!!　やだっ！　どうして綾あやもそっちの味方するの!?　友達でしょ!?　ねえお願いッ！　分身してないで助けてってば！　やだやだやだ　絶ぜつ対たいに殺す！　森もり口ぐち織おり人と後で殺すぅぅぅうううっ！　って、マジ？　マジマジまじ!?　いやぁああああ……ッ!!　だ、だめだめだめっ！　ふぅううっううううんんんんん──────!!」

　天てん魔まに二つめの壊ナ喜ラ楽ク玉ダマを与あたえた時にひけを取らない輝かがやきが、一いち之の瀬せカスミに溢あふれた。

「ぅうう……絶対……絶対に、責せき任にんとって、もらうからね……」

　パワーアップの果てに、スク水姿すがたからふんどしにサラシという姿に変化した河かつ童ぱの瞳ひとみは、両方とも涙なみだに濡ぬれながら焦しよう点てんを失いつつコチラに向いているけれど、僕らは彼女の瞳を直ちよく視しすることができない。

　けれどそのまま、

「いいですから一之瀬カスミ!!　戦ってください！　あなたしかこの難なん局きよくは乗り切れない！」

「……──カスミ、ファイト！」

　僕と野の上がみ綾は、大切な仲間を、励はげまして。

「ぅうッ！　うがああああッ!!」

〝激げつ高こうした“超〟河童・一之瀬カスミと〝天魔の竜りゆう人じん〟上うえ草くさ千ち春はるの戦いは、ふんどし娘の呼よび出だした巨きよ大だいな水球が、オバリヨンの能のう力りよくを色濃こく残す竜人に激げき突とつする展てん開かいから始まった。

　傍はた目めにもわかった。

　河童の呼よび起おこした巨大な水球の内部は、オバリヨンを断たち割わった水すい流りゆう刃じんが嵐あらしのように吹き荒れる海かい域いきとでも呼ぶべき球体で、一ミリでも内部へ浸しん食しよくさせれれば、もしも天魔のままだったオバリヨンならば、そのまま跡あと形かたもなく融とかし刻きざまれるだろう一いち撃げき。

　しかし、そんな水球は、重じゆう力りよく砲ほうとでも言うべき竜人の咆ほう哮こうにねじ切れる。

　戦う二人の作り出す余よ波はに、僕と野上綾はタタラを踏ふまざるを得えない。

　なにより、周囲の状じよう況きようがただでは済すまなかった。

　地面が捲めくれ上あがり、一直線にすぱっとコースター群ぐんが地面にズレ落ち、巨大な風車が二ついっぺんに消し飛んでゆく。

　その様子はまさしく天てん変ぺん地ち異い。災さい害がいvs厄さい災やくだった。

　僕と野上綾は思わずお互たがいをつかみ合う。そうでもしないと戦いの余波で空へとすっ飛ばされそうになる。そして、僕は初はつ雪きさんからもらったマフラーが行方不明にならないように首をすくめた、次の瞬しゆん間かん。

「ぬぅわッ!?」

　ついに僕も猫ねこ又またもその場から吹き飛ばされるに至いたる。

　竜人の振ふるった尾おの一いち撃げきで、一之瀬カスミのカラダは大地に大おお穴あなを抉えぐる。その甚じん大だいな余波に巻まき込こまれたのだった。

「へッ!?」

　──ここはどこだろう。

　ごろごろと転がった先の頭上で、じゃりっと地面を踏ふむ音。僕は重じゆう力りよく咆ほうを放とうとしている上うえ草くさ千ち春はるを発見する。

「う、わ……」

　天てん魔まの竜りゆう人じんは一いち之の瀬せカスミにトドメをさそうとしている。僕はその軸じく線せん上じようにいた。

　よくよく見ればそこは、両りよう腕うでから吐はき出だされる重力ブレスの直ちよく撃げきコースではなかった。

　けれどそれがなんだと言うのだろう。

　僕はおそらく掠かすっただけで、擦すり切きれてなくなる。

　そして、オバリヨン・上草千春は僕など眼がん中ちゆうになかったからこそ、躊躇ためらうコトなどしなかった。

　重力咆ほう哮こう。

　竜たつ巻まきに直面した木の葉のように巻まき込こまれる、瞬しゆん間かん、ぶばっと首の周囲が捲めくれ上あがった。

「ッ!?」

　僕は護られる。発生した〝結けつ界かい〟の中心は、

「マ、マフラーが……ッ！」

　身代わりのように、どんどん摩ま耗もうしてゆく草色のマフラー。おそらくは初はつ雪きさんの手編み。だからこその結界。

　天魔の竜人が放った咆哮の響ひびきが遠くなったそこには、糸くずさえ残らず。

　僕の命だけが、残っている。

「な……」

　僕とオバリヨンの目が、合う。

　しかたがない。

　周囲には僕ぐらいしか、残っていないのだ。

『アカギ・ウィンドファーム』は、今や大だい地じ震しんと台風のダブルアタックに見み舞まわれた有様で、再さい建けんのための解かい体たい工事すら不要な状じよう態たいへと成り果てている。もちろん照明設せつ備びも全てイカレており、今僕らを照らしているのは、東の空に出現し始めた太陽による横よこ薙なぎの光。

　それに照らされた重力を操あやつる竜人・上草千春の肩かたに、碧あおく光を弾はじく無ぶ骨こつな大おお鎌がまが現れる。

　神こう々ごうしくすらある彼女はしかし、強すぎる力に明らかな崩ほう壊かいの兆きざしを見せている。透とう明めいな氷に走ったヒビのような亀き裂れつがそこかしこに走り、キラキラとサファイヤの粉こなが地面に落ちている。

　僕らを平らげる時間は残されているだろう。けれどそれではダメだった。

　彼女が崩壊するのを止めるのだ。

　このままでは、砂すな御み門かどに降くだったばかりの上草千春すら救えない……!!

　──けれど、それだけだった。

　僕には最も早はや、思うコトしかできない。

　彼ひ我がの距きよ離りは、二メートル足らず。

　彼女がそう思えば、僕はその時、大おお鎌がまによって真っ二つ以上になっているだろう。

　そして、

　思ったであろうオバリヨンの斬ざん撃げきに、情なさけないことに僕は怯おびえて縮ちぢこまるコトすらできなかった。思考スピードの数倍で、僕は終わろうとしていた。

　──信じることは、できた。

　ありえない、とは、思わなかった。自分が真っ二つになっていないコトを、僕は確たしかめるまでもなかった。

　まるで映画フィルムのコマを数枚飛ばしたように、僕の目の前の景色が変わっていたのだ。




「遅おそくなって申もうし訳わけありません、織おり人とさん！」




「は、初はつ雪きさん……！」

　朝日が筋すじを描えがいて降ふり注そそぐ中に、陰おん陽みようの巫み女こ。白びやく衣えに緋ひ袴ばかま、黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの同級生。陰陽師集団『砂すな御み門かど』が抱かかえる本当の切り札ジヨーカーが、輪りん宝ぼう剣けん・月つく撫なでの剣つるぎで鎌かまの刃はを斬きり飛とばしていた。

　さくんと、僕の背はい後ごに鎌の破は片へんが突つき立たつ音。

「勒ろく天てんさんと周囲に結けつ界かいを張はっていたら、急にあの牛ぎゆう鬼きの妨ぼう害がいが入ってしまって……って、あの、織人、さん？」

　平然とそういうコトをするのだ。

　僕がどんなに、初雪さんに感かん謝しやをしているか、彼女はわかっていない。自分がどんなに、僕にとっての奇き跡せきを起しているか、この陰陽の巫女は、ちっとも御ご存ぞんじないのだ。

「今回ばかりは僕も──」

　安あん堵どで遠くなりそうになる意い識しきを無理矢理引きずり起こし、朝あさ陽ひ輝かがやく初雪さんの瞳ひとみに、僕は漏もらす。

「──ああ、これは普ふ通つうに死んだなと、思いました」

　けれど、びっくりしたコトに、僕の身体は相当参まいっていたらしい。地面が傾かしぎ、あっという間に初雪さんに、抱だきとめられるように支ささえられてしまうのだ。

「お、織人さんっ!?」

「き……聞いて、ください、初雪さん」

　僕は慌あわてて自分を両りよう脚あしで支え、顔を赤くしながら新たな敵てきに距離を取った竜りゆう人じん・上うえ草くさ千ち春はるを見み据すえる。

「は、はいっ！」

「天てん魔まになった上草さんは『砂御門』に降くだる意い志しを見せました。けれど、そこにあの牛鬼が現れて、彼女に二つめの壊ナ喜ラ楽ク玉ダマ飲ませたんです」

「そんな、〝壊喜楽玉〟を、二つ……!?」

「彼女の身体はそれに堪たえ切きれていません。早くしないと──」




「まかせてよ、ここは」




「「っ！」」

　その時僕が見たモノは、初はつ雪きさんの隣となりに並ならび立たつ、ふんどし河かつ童ぱ・一いち之の瀬せカスミ。

　彼女は横よこ抱だきにしていた黒和服の妖よう怪かい、目を回し気を失った猫ねこ又また・野の上がみ綾あやを傍かたわらに横たえ、

「絶ぜつ対たいに、やってやるから」

　僕らに目を合わせるコトなく、立ち上がる。そして、

「らぁあああッ!?」

　再ふたたび、重力を操あやつる竜りゆう人じん・上うえ草くさ千ち春はるとの乱らん闘とうにもつれ込む。竜たつ巻まく水流の林と、光すら歪ゆがんで暗い重力渦うず弾だんの共食い、新たな手て管くだはさらなる手て練れんに止められる。

　互たがいの力量は手の内を晒さらせば晒すほど肉にく薄はくし、その余よ波はは周囲を砂さ塵じんに変えていく。

　しかし、拮きつ抗こうするだけでは、僕らの勝利に届とどかないなんてことは、一之瀬カスミが一番わかっているハズだった。

「今のうちに、織おり人とさん！」

「は、はい!?」

　僕の白びやく衣えを、肩かたが露ろ出しゆつするほど引ひっ張ぱったのは初雪さんだった。びっくりして彼女を確たしかめれば、

「私にも、一之瀬さんや野上さんと同じように、織人さんの《増強ブーストの雲》をかけてくださいっ！」

　ここまではよかった。僕にも理り解かいできる。けれど、

「ずるいです、あの二人にだけなんて……！」

　初雪さんの瞳ひとみの中にあった光は真しん剣けんそのもの。危き急きゆう存そん亡ぼうの刻ときに救いを遣つかわす神を見るような視し線せんで僕を射い抜ぬきながら、そう言ったのだ。

「ええッ!?　ず、ズルイ!?　ズルイって、なんですかっ!?」

　途と端たんに初雪さんは自分の口を、黒い革かわ手て套ぶくろに覆おおわれた両手で押おさえ、真っ赤になる。

「あ、ち、ちがいますっ！　ずるい……とかじゃ、なくて、その、今の上草さんを調ちよう伏ふくするには、それしか方法がないと、思って……」

　もじもじと下を向いて耳までピンク色に発光してるんじゃないかってくらいに、染そまってしまう。

「そう、ですね。あのオバリヨンを鎮しずめるには、それしかないかもしれません……。わかりました。やってみます！」

「本当ですかっ!?　う、うれしいですっ!!」

　言葉の選せん択たくを彼女はまだ若じやつ干かん間ま違ちがっている気もしないでもなかったけど、僕は自分の中に残っている気焰オーラを腹の底より奮ふるい起おこす。まだ感覚はあやふやだけど、たぶん、これで僕のＭＰマジツクポイントならぬＯＰオンミヨウポイントは底を突つくはずだ。これがゼロになってしまうとどうなるか、僕にはわからないけど、ここまで来てやらないという選せん択たく肢しなんかない。




『雨う情じように幽かくり坐ませなる奇くすき左さ方ほうより、』




　力ある言葉が、僕の中で眠ねむる〝回路〟を揺ゆり起おこす。勒ろく天てんさんから与あたえられた神しん宝ぽう『雨う情じようの堤つつみ』に経けい絡らくは繫つながり、気焰は〝霧きり〟となって左ひだり腕うでから白く輝かがやき漏もれ始め、




『我が道どうを通じて〝陰おん陽みよう〟と奉たてまつるっ！』




　湧わき出でた雲が、初はつ雪きさんを包み込んだ瞬しゆん間かんだった。

「ふわぁッ!?」

　視し界かいのホワイトアウトと共に、僕の全てが強烈にジャックされる。

「な、まさか、これって……」

　まるで夢の中の光景、エンターテイメントをディフォルメした遊園地が、さらなるファンタジーに放り込まれた具合だった。

「僕の周囲三六〇度に、壊かい滅めつしたハズの『アカギ・ウィンドファーム』が、さらなる進化を遂とげて、復活していたのだ。

　その光景は、霧に映えい像ぞうを映し出すというウォータービジョンシステムの比じゃなかった。

「僕の能のう力りよくを……雲を通して、初雪さんと繫がったッ!?」

　手ではなく、《能力》である霧を通して初雪さんの《能力》に直ちよく接せつ触ふれてしまった僕だからわかった。

　ここは霧の中に初雪さんの〝妄もう想そう〟が投影された、リアルすぎる仮か想そう現実とも言うべき、陰陽の少女の脳のう内ない世界だった。

　僕は、今までの肌はだと肌を触れ合わせた時以上に、能力と能力を触れ合わせるコトにより、より完全なる初雪さんの妄想世界インナーワールドに引きずり込まれてしまっていたのだ。

　そして同時に今はこの場が、彼女にとってなによりの現実だというコトも認にん識しきできた。

　なぜ、こんなにも僕は確かん信しんを持って断だん言げんできているか。気になる人がいるかもしれない。

　理由はある。




　なにしろ、これこそが、僕が行なった修しゆ行ぎようである『斜しや道どう』の全ぜん貌ぼうだったからだ。




　初はつ雪きさんが作り出す異い界かいとも呼よべるこの空間にて行なう修行は、質・量とも、現実世界のそれを遥はるかに上回ったのだ。肉体を通さず、直じかに陰おん陽みよう師じとしての素そ質しつそのものを鍛きたえ上あげるという裏うら街かい道どう。

　僕はこの『斜道』によって、一週間の間に現実時間で七～八年ほどの修行をした換かん算ざんになるらしい。まったく斜ななめ上の修行法だった。

　もちろん修行時には、勒ろく天てんさんの手助けがあって初めてこの世界にやって来ていた。

　しかし、それが今、僕と初雪さん二人だけで発生してしまっている。




「……え？　あ、あれっ!?」




　だと言うのに、それ以上に理り解かいのできないコトが起きる。




「初雪さん、まだこないのかなぁ」

　今日は学校の課外授業として、この『アカギ・ウィンドファーム』にやって来たのだという確実な認識が僕の中にあった。

「初雪さん、なにやってるんだろう」

　だから、ここは遊園地『アカギ・ウィンドファーム』の正門だった。

　しかもなんと課外授業だというのに現地集合であり、僕は同じ班のクラスメイトを待っているんだけど──

「って、ち、違ちがう違うッ!?　今日はオバリヨンになった上うえ草くさ千ち春はるさんを助けに……ッ！」

　しかし、僕はその事実に抗えない。

「ま、まさか、これも全部、パワーアップした初雪さんの《能のう力りよく》!?」

　なんということだろう。僕自身の認にん識しきが、初雪さんの《原初能力》の影えい響きようを受け、彼女の妄もう想そうの一部となっているのだ。

　オバリヨン・上草千春があの時、一言だけ漏もらしたような〝幻げん術じゆつ〟──いや、これはおそらくそれ以上の、初雪さんと僕だけの、能力を媒ばい介かいにしたダイレクトチャンネル。

　初雪さんの妄想という番組に僕は叩たたき込こまれていた。

　心地よい日差しと風のある、昼下がり。

　ありし日の『アカギ・ウィンドファーム』の正面入り口は親子連れはもちろん、若者の集団やカップルを次々と飲み込んでいる。園内からはコースタの滑かつ走そう音おんやそれに伴ともなう絶ぜつ叫きよう、リズミカルな音楽が流れてくる。

　ついこの間、美術館に行くために『巌いわ沓くつ木きわくわくぱーく』の公園入り口で初雪さんと待ち合わせをしていた時の気持ちがフラッシュバックする。

　僕は高校の制服を着ていた。

　それはそうだ、クラスのみんなはすでに園内に入って、先に発電施し設せつのほうへ見学に行ってしまっている。

　課外授業。

　僕はリアルな夢を見ているように、自分を制せい御ぎよすることができない。

　そしてそれは起こった。

「お、織おり人とさん……」

　思い出す。はっとするまでもなく、これは、

「わ、私……どうしたら、いいんですか……？」

　初雪さんの妄想の中だった。

「ちょ、それッ!?　は、初はつ雪き、さんっ!?」

　その時の彼女の格かつ好こうを、僕はここに、文章として残してしまっていいのか、わからなかった。

　しかし、

「私今日、遅ち刻こくしそうになって、慌あわてて、それで……っ」

　なんということだろう。そんなコトが、現実に起こりえるのか。

「ふ、服を着るのを、忘わすれて……きて、しまったんです……っ」

　彼女は自分から言った。

「ど、ど、どう、して、ですか!?　だって、ここまでその格好で、どうやって来たんですか!?」

　そう、彼女は人目もはばからず、なんと、髪かみを括くくる白いリボンと、いつもの黒くろ革かわ手て套ぶくろ以外には、白い靴くつ下したにスニーカーしか履はいていなかったのだ。

「わたしにも、わからないんです……っ！」

　幸いなコトに──そして異い常じようなコトに──周囲の誰だれも、まだ初雪さんが特とく殊しゆな裸はだか状じよう態たいだと気が付いていない。しかし、それも時間の問題だった。

「わ、私は、こんな妄もう想そう、したいわけじゃないんです、織人さんっ！」

　どうやら、初雪さんにもこの番組をどうするコトもできないらしい。僕は慌てて、

「わかります！　だからとりあえず、これを羽は織おって──」

　──と、

　僕は声を出したつもりだったのだ。

　だというのに、もう完全に身体の自由を奪うばわれ、自らの意志で身体を動かせない自分を、僕は実感してしまっていた。いつもコチラを悩なやませるコンニャク狐ぎつね、式しき神がみのレキがいないというのに、僕は、自分の意志で指先一つ、舌した先さきすら動かすことができなくなっているのだ。

　そして、




「そんな格好の女の子と歩く僕の身にもなってください」




　実じつ際さいに僕の喉のどから紡つむがれた言葉とは、心を百八十度、曲きよつ解かいしたかのようなモノだった。

「……お、織おり人とさんっ!?」

　愕がく然ぜんとする。

　初はつ雪きさんだって僕からこんなコトを言われ、言葉を失う。

　自由を奪うばわれた上に、操あやつられているのだ、僕は。

　──いったい、誰だれに？

「おそらくは、初雪さんの深しん層そう意い識しきに、彼女のどうしようもない部分に」

　すでに僕は僕ではなく、初雪さんの妄もう想そうの登場人物としての森もり口ぐち織人なのだ。

「初雪お嬢様には、まだお仕置きが足りないみたいですね……」

　本当の僕自信は、神に誓ちかってそんなコトなんて一切考えてないし、言いたくもなかったのだでも、僕の目はその時、本体に画が像ぞうを届とどけるだけのカメラであり、一切の傍ぼう観かん者しやとなっていた。

「けれどさすがにお嬢様といえども、そのままで遊園地を歩くというのは、恥はずかしいでしょう……」

　僕はいつの間にか手にしていたアタッシュケースの中から取り出したモノを、初雪さんの前へと大おお仰ぎように広げる。

「ですから、これを着てください」

「そ、そんな……！」

　陰おん陽みようの巫み女この、電でん光こう石せつ火かな反はん応のう。

「だってこれ、メイド服……しかも、子供用じゃないですか！」

「では、そのままハダカのほうがいいと？」

「で、でも、私、そんな小さな服なんて着れません……！」

　僕は両目を細め、首を傾かしげる。

「でも、僕には今のお嬢様には、大人用の服こそ着れない気がしますけど」

「あ、ぁあっ!!　そんな、私……っ！」

　そこには初雪さんのどんな心理が、はたまた願望が、忌き避ひが、あったのだろうか。

　今や彼女は、小学校に入る前の如ごとき、ちびっ子のカラダしか持たない身の上に。

　彼女はそれがよっぽど恥ずかしいのか、黒くろ手て套ぶくろに覆おおわれた腕うででひったくるようにして僕からゴスロリ調の給仕服を受け取り、

「お、織人さん……あの、し、下着は……」

「ありません」

「そ、そん……な！」

　僕の言いようには、僕もびっくりする。しかし、もっと驚おどろいたコトには、

「わ、わかりました……」

　初はつ雪きさんは服で自分のカラダを隠かくすようにして、俯うつむいていた顎あごをゆっくりと上げて、

「私、織おり人とさんのこのおしおきを、う、受けます……っ」

　僕に頷うなずいたのだ。

　──そう、

　僕は、自分自身の、この《能のう力りよく》を、よく理り解かいしていなかったのだ。

　彼女、遥はる奈な原ばら初雪さんに《能力を増強ブーストする雲》を施ほどこした場合、あくまでパワーアップするのは彼女の陰おん陽みよう師じとしての、原初能力》。となると彼女の場合、その『他人に思考が伝わるという』能力が、増強されたコトになるというコトであり、一いち之の瀬せカスミや野の上がみ綾あやの事例とは一線を画かくすコトになる。

　畢ひつ竟きよう、増強されるのは、妄想のパワーと言っていい。

「は、恥はずか、しいです……っ」



　どういうコトだろう。メイド服に身を包んだ子供の初雪さんは、ナニも身に着けていなかった時より周囲の視し線せんを集め、それにより、彼女はいっそう、羞しゆう恥ちを感じてしまっているらしい。

　けれど、僕は発見する。

　僕に手を引かれ園内に入り、おっかなびっくり周りを窺うかがい付いてくる初雪さんの内部に、今まで見たこともないような霊れい力りよくが満ち始めているのを。

「あ、あの、織おり人とさん……」

「どうしたんですか？　初はつ雪きお嬢様？」

「ぁ、ぁの、だっこ、……して、もらって、いい……ですか？」

　ついにちびっこ初雪さんは、服の中にカラダの全てを潜もぐり込こませてしまうように縮ちぢこまり、一歩も動けませんという上うわ目め遣づかいで尋たずねてくる。

「しかたないですね」

　僕はそんな彼女を、ひょいっと片かた手てで、胸むねの位置まで抱だき寄よせる。

「お、織人さん……っ」

　びっくりしたのか、それともまだ恥はずかしいのか。恐おそる恐おそる僕へと体重を預あずけ、ずり落ちないようにぎゅうっと、僕の背せ中なかに小さな腕うでを回して、

「……い、今は、子供、だから、ですよね……」

　僕はとっさに、なんと答えていいかわからない。それが意味することを摑つかみ損そこねる。

「くぅ、ぁ、ぁぁあ……ッ」

　そして、彼女は、

「ご、ごめんなさい、織人さん……っ！」

　僕の肩かたに嚙かみつくように震ふるえ、《臨りん界かい》を迎えるのだ。

「……織人さん」

　彼女は僕の耳に──意い識しきはしていないのだろう──息をかける。

「ようこそ、『砂すな御み門かど』へ……」

　そして、僕はすべての〝映像ビジヨン〟が消え去るのと同時に、身体に自由が戻もどっていることに気が付く。

《臨界》を迎える初雪さんの中で、ブレーカーとも呼よべる部分が落ち、全てが解かい放ほうされる。

　周囲も、元の荒あれ果はて、廃はい墟きよ寸すん前ぜんの『ウィンド・ファーム』の光景。

　だというのに、

「初雪、さん？」

　彼女は、持って帰ってきてしまっていた。

　──これこそ、後に彼女の《昇しよう華か能のう力りよく》となるのだけれど、

　今は混こん乱らんだけが著いちじるしい。

「あ、あの、でも、いけます、織人さん」

「いける？　って、あ、ご、ごめんっ！」

　僕は慌あわててちびっこ初雪さんを地面に降おろし、そのまま腰こしを落としたまま、彼女へ頭を下げた。

「み、見ていて、くださいっ」

　初雪さんは僕の目を見ることができないまま、その手に輪りん宝ぼう剣けん・月つく撫なでの剣つるぎを、夜空に浮うかぶ銀の三日月が如ごとく化け現げんさせる。

　刀身から氷ひよう煙えんを垂たらすその神しん剣けんの大きさは変わらず、今は初はつ雪きさんの身長くらいある。陰おん陽みようの少女はそれを下げ段だんに──つまり、両りよう腕うでを頭より高く上げ、刀身を下方へさげるという変形した構かまえで、天てん魔まの竜りゆう人じんへと視し線せんを走らせ、

「カスミさんっ！」

　まるで祭まつりの格かつ好こう、ふんどしにサラシ姿すがたの河かつ童ぱの名を呼よべば、

「やってくれ!!」

　ビート板にプリントされたペンギンなどではなく、それ一匹がすでに〝妖よう怪かい〟とも言えるトビウオのような〝隷れい妖よう〟の魚ぎよ群ぐんを引き連れ、彼女は飛とび退すさる。

　一いち之の瀬せカスミは、戦いながら天魔の竜人を支ささえていたのだ。

　崩ほう壊かいしようとするオバリヨン・上うえ草くさ千ち春はるが自らの膂りよ力りよくで瓦が解かいしないよう、自らの戦い方を変えて、食い止めていたコトが僕にはわかる。そして、もちろん初雪さんにも。




　竜人に、一いち迅じんの雪らい花かが奔ほとばしる。




　罅ひびだらけの竜人へ翔かけ抜ぬけたのは、給仕服のまま月つく撫なでの剣つるぎを腰こし元もとに納おさめた小さな女の子、初雪さんであり、

　残され、斬きり捨すてられたのは、二つの壊喜楽玉だった。

　実体ある影かげのように上草千春から吹き飛んだのは、全身サファイヤの天魔であり、災害の化身である竜を象った最終形態。

　二つのシルエットは黒く、壊ナ喜ラ楽ク玉ダマへと集しゆう束そくしたあと、ぱりんと二つにずれて、はらはらと風に流される。

　背はい後ごで地じ獄ごくの破は片へんが崩ほう壊かいしたことを知る初雪さんは、パワーを使い果たしたせいなのか、元の巫み女こ服ふく、高校二年生の姿に戻もどっていて、

　後ろには、負ふ傷しようした部分を碧玉サフアイヤに変えた妖怪・オバリヨンが横たわっている。

「……終わりました、急いで『砂すな御み門かど』に上草さんを運びます」

　僕へと振ふり向むいた陰おん陽みようの少女は、なんだか、とても恥はずかしそうにしていた。




　──後の話。僕は思おもい至いたる。

　関東の地に愛された陰おん陽みよう師じ、〝灰はい姫ひめ〟遥はる奈な原ばら初雪は、おそらくこの時より、本格的に、目覚めていたのだと。
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　──休日の朝九時にして、身体がだいぶ温かい。

「よーし、これで全部、かな……？」

　開け放たれた窓まども涼すずしい自室の床ゆかを水みず拭ぶきし終えた僕は、ホコリ一つなく清せい廉れんな気配を漂ただよわせ始めた室内──細長い板張りの六ろく畳じよう間ま──に視し線せんを巡めぐらせ、雑ぞう巾きんをバケツに戻もどしながら、

「さーて、レキさーん、ネユー」

　廊ろう下かに向かって式しき神がみを呼よばってみる。ちらりと外の様子をうかがえば、晴天が続く今日この頃、ほどよい加か減げんのお掃そう除じ日び和よりだった。

「うむ、道場を含ふくめ床の掃除、終わったようだな」

「ご苦労さまなのん、りっぐりぐーっ！」

　テコテコと姿を現すのは、ハタキを口にくわえたバリトンボイスのこんにゃく狐ぎつねと、ホウキを両手に抱かかえた紫むらさき髪かみの小さな救きゆう護ご士しで。

「さてさて」

　僕は式神二人を連れて、道場の裏うら手てにある水場にバケツを運ぶ。

『灰はい神楽かぐら流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつ道場』は、竹林とこぢんまりとした庭との境さかいにある、どっしりとした瓦かわら屋根に漆しつ喰くいの壁かべを持つ平屋の建物だった。面積の半分が、板張りと畳たたみ敷じきに分かれた道場、残りが倉そう庫こや資し料りよう室しつになっていて、そんな屋根の下の片かた隅すみに、ベッドに机、小さな本ほん棚だなに衣類収しゆう納のうケースが置いてある簡かん素そにして必要充じゆう分ぶん条件を満たした部へ屋やがあり、そここそが、住み込みの道場生──つまりは僕・森もり口ぐち織おり人とが現在、同じ市内ながら親元を離はなれて寝ね起おきしている部屋だった。

　ご飯とお風ふ呂ろは『客きやく殿でん』のほうで勒ろく天てんさん達と一いつ緒しよに頂いただくのだけど、それ以外は全てここ。ちなみに、修しゆ行ぎようには普ふ通つうに『勉強』の時間も組み込まれているので、僕は家族のいる自宅にいるより成績が上がる予感までしている。

「織人、今日はこの後はどうするのだ？」

　マジカル幼よう女じよ・ネユのヘッドドレスの上にちょこんと座すわる隻せき眼がんのレキが、しゃがんで雑巾を濯すすぐ僕へと低い声をかけてくる。

「えーと、とりあえず下の小川で汗あせを流して（これも勒天さんの指示だ）それから──」

　言いかけたトコロで、僕は横手に現れた新たな気配に顔を上げる。

「あれ、どうしたんですか勒天さん」

　噂うわさをすれば影かげ？　立ち止まってコチラを見ていたのは──評ひよう判ばんが良かったからなのか──いつもの巫み女こ服ふくではなく、例のブレザー姿すがたな金きん髪ぱつ巫女。僕のお師し匠しよう様だった。

「掃そう除じは済すんだようですね、森もり口ぐち殿どの」

「はい、今し方」

　流し終えたバケツと雑ぞう巾きんを片かた付づけるために、僕と勒ろく天てんさんは道場の表側──日なたぽかぽかな前庭、と言うか広い原っぱ──へと移い動どうしつつ、

「身体の具合はどうでしょうか。まだ違い和わ感かんがあるようなら言ってください。一日おきになら『王いく生るみ』の鍼はりもうてます」

「ありがとうございます勒天さん。おかげでだいぶましになってます」

　──『アカギ・ウィンドファーム』での天てん魔ま調ちよう伏ふくより、すでに一週間弱の時間が過ぎていた。

　全てが済すんでから明らかになったのだけど、僕の身体は急きゆう激げきな成長と能のう力りよくの行使（そして受けたダメージ）によって、イササか以上に壊こわれていたらしいのだ。

　肉体的な疲ひ弊へいだけなら、たぶん僕の身体にも治ち癒ゆの手しゆ段だんがあったとのだと思う。たとえばそれがオバリヨンによる脇わき腹ばらへの一いち撃げきのみだったら、適てき切せつな施せ術じゆつの後、ベッドに横になっていればそれだけでなんとかなっていただろう。

　けれど僕の肉体は、自覚するのが難むずかしいとされる陰おん陽みよう師じとしての精神的疲弊に、驚きよう天てん動どう地ちの『ショック状じよう態たい』に陥おちいって、あらゆるリカバリーが機き能のう不全になってしまったらしいのだ。

　生まれて死ぬまで経けい験けんするハズのないモノに直面してしまったのだから、これはしかたのないことかもしれない。

　本来なら、精せい神しん的てき疲ひ労ろうから来る一種スピリチュアルな損そん傷しようを癒いやす方法も、陰陽師修しゆ行ぎようの中で養やしなっていくハズだったのだけど、火急の用、僕はそれを全てすっ飛ばして、ここまでやって来てしまったというのだ。

　だから、オバリヨンを『砂すな御み門かど』に運びこんだ途と端たん、僕が上うえ草くさ千ち春はるの隣となりに倒たおれ込こんでしまった僕の身体は、開いてしまった脇わき腹ばらの傷きずがふさがる気配も見せないのはもちろん、眠ることすらできなくなってしまっていた。

　悪いことは重なってやってくる。

　同時に、気焰オーラの行使によって僕は〝内ない臓ぞう〟を損そん傷しようしていた。おそらく、脇腹の外がい傷しようより、それは酷ひどかった。

　筋きん力りよくを司つかさどるのが筋きん肉にくならば、霊れい力りよくを司るのは、どうやら腹の中の五ご臓ぞう六ろつ腑ぷ──ここに陰陽師としての〝回路〟が巡めぐる──らしく、そこから来る全身への疲労と緊きん張ちようにより狂くるってしまった僕を、全面的に調ちよう律りつしなおしてくれたのが、勒天さんの鍼しん術じゆつだったのだ。

「森口殿の成長と活かつ躍やくは、わたしの想そう像ぞう以上でした」

　弟で子しとして、僕は彼女のそんな言葉だけで、体調が回復する思いだった。

「ありがとうございます勒天さん。僕はここまで来れたのは、全部勒天さんのおかげだと思っています」

　──人の立ち寄らぬ森の奥おく、波は紋もん立たぬ水みな面もの如ごとき師し匠しようへと、僕はどうにか小石を投げ込んでみようとするけど、それはまだ叶かなわないらしい。

　お師匠様は小さく頷うなずくコトすらせず、僕へと顔を向ける。

「さて、今日の修しゆ行ぎようですが──」

　そうやって、日の光に亜あ麻ま色いろの髪かみをくゆらせ、金の粉こなを撒まいたように勒ろく天てんさんがブレザーのスカートを揺ゆらした、その時だった。

「おーい、森もり口ぐち！」

「……──お待たせ」

　道場の向かいにある庭──もとい、原っぱ──の向こうから姿すがたを現すのは、学校にあるプールの自由解放日が余あまりにも嬉うれしくて家からスク水一丁でやって来てしまった女子校生と、家が厳きびしい日本舞ぶ踊ようの家元だから着るモノは絶ぜつ対たいに黒い和服じゃなきゃいけない厳しい家庭に育った女の子──ではなく、

「一いち之の瀬せカスミに、野の上がみ綾あや……？」

　河かつ童ぱと猫ねこ又また、クラスメイトのカラダを借りる妖よう怪かいコンビだった。

「あ、あれ？　どうしたんですか？　二人とも……」

「どうしたって、森口？」

　両りよう眉まゆと瞳ひとみをかなり険けわしい角度に曲げ、おでこに水中メガネをずり上げるのは、今日は横に白いストライプの走ったスク水姿な一之瀬カスミ。

「あんた昨日学校で、わたし達と新しいコンビネーションを試そうって約束、した、よね…・…？」

「え？　ちょっと、待ってください？　『あれ』って、そういう意味だったんですか!?」

「……──他に、どういう意味があるのか、こっちが教えて欲しいよ」

　じとりと湿しめり気けを含ふくんだ物言いは、黒いネコ耳に二ふた股また尻しつ尾ぽの野上綾。彼女はカギヅメがついてない、大おお振ぶりの扇おうぎで口元を隠かくしながら僕に獣けものの瞳を向けてくる。ので、

「いや、だって『うちらはまだ三人で遥はる奈な原ばら初はつ雪き一人の働きができるかもあやしいねー』みたいなあの会話だけじゃ、今日そんなコトをするなんてのは──」

「森口くーん」

　いったいなんだというのだろう。次に僕の言葉を遠くから遮って来たのは、

「お掃そう除じは終わりましたか？」

　巫み女こ服ふくの上にふりふりエプロンの白がまぶしいソバカス巫女。明るくクセのある髪をアップにまとめた陶とう器きの式しき神がみ、デイジーさんで。

「今日は一いつ緒しよに山に分け入って、新しい山さん菜さいの採さい取しゆ場ばを探さがそうって、約束……してたと、思うんす、けど……」

　彼女は口を動かしながらコチラへと近づいてくるのだけど、予定外に人数が多かったものだから、だんだん言葉が尻しりすぼみになってきて、

「あ、あれ？　それって今日でしたっけ!?　今度の雨上がりの日にって、確たしかデイジーさん言ってませんでしたっけ？」

　さっきまで静かだった『灰はい神楽かぐら流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつ道場』が、にわかに騒さわがしくなり始める。

　勒ろく天てんさんはもちろん、一いち之の瀬せカスミや野の上がみ綾あやは『砂すな御み門かど』に属ぞくして修しゆ行ぎようを続けているからには師し弟てい同士であるわけで、金きん髪ぱつ巫み女こはいつも通りの泰たい然ぜん自じ若じやく。向かい合う二人の妖よう怪かいは師し匠しようを前に舞まい上あがりつつ挨あい拶さつ以上の会話を交わし始めていて、僕はちょっと天然なデイジーさんと天気の話が始まってしまう。

　そして、そこへ、

「てへりり！　ねえ、森もり口ぐち？　今日は病院に付つき添そってくれるって──」

「あなたとは確かく実じつに約束してないです上うえ草くさ千ち春はる！　アブナイから早く道場の屋根から降おりてきなさい!!」

　コチラへとサファイヤの碧あおい影かげと不ふ穏おんなセリフを落としてくるのは『砂御門』に降くだったばかりのオバリヨン・上草千春であり、そのスグ隣となりには、

「ちょっとどういうコトですの森口織おり人とッ!?　今日は、わたくしの修行に付き合ってくれるんじゃなくって!?　ほんっとうにズルいんですのよあなた達ッ！　このわたくしにこれ以上の遅おくれを取らせたままにするなんて許ゆるさなくってよッ!?」

　下半身は曇くもった銀スプーン色の絡じよ新ろう婦ぐも、槍やりのような八本脚あしの蜘く蛛も娘な陰おん陽みよう師じ・三さん兆ちよう院いん琉る夏か。

　彼女は上草千春の右隣、つまりは屋根の上からコチラを見下ろし、上半身を薄うすいプレートと同色の銀色の短い巻まき毛げを搔かき上あげ、下方周囲を見回して、

「ええい、なんですのこの騒ぎは！　ちょっと森口織人!?　静かにさせなさい！」

「三兆院さんが一番うるさいですよっ!?　あとなんですか毎日毎日！　僕も修行中の身なんですから、修行はあなたのお師匠様としてください！」

「でも、あなたの〝雲〟があれば、それだけでわたくしは強くなった気がするんですのよ!?」

「気分だけでどうするんですか！　そこはあなたの実力アップが目的なんですからねッ！？」

「きぃぃいいいッ！　というか、わたくしの出番は本当にここだけなんですのッ!?　これではなんにもしてないのと一いつ緒しよじゃなくて!?　そんなの許しませんわよーッ!?」

　僕は絡新婦・三兆院琉夏の腕うでから放たれた糸し撃げきをもんどり打って回かい避ひする。

　このままじゃだめだった。ワケのわからない状じよう況きようが勢せい揃ぞろいし始め、それこそ、あまりにも糸が絡からみ合あいすぎている。

　僕はここまで、どこでどう道を間ま違ちがってしまったのだろう。

　だいたい今日、僕は──

「あの、織人さん……？」

　すぎゅんッ！　と、僕の最深部にあるボタンを押おす声が、届とどく。

「今までで一番控ひかえめな、けれども誰だれよりも心の奥おくまで届とどく声が、背はい後ごから聞こえたのだ。」

「は、初はつ雪きさんっ！　」

　振ふり向むけばそこにいる、ワンピースにカーディガン姿すがたという黒くろ髪かみ黒くろ手て套ぶくろの少女。

「ええと、あの、これは……！」

　式しき神がみと妖よう怪かいに包囲されている僕の状じよう況きように、戸と惑まどいの色を隠かくせない初雪さんへと説明しなくてはならない。

　──そうなのだ。




　僕は今日、初雪さんと二人で、僕の家──というか、妹のトコロに行く約束をしているというのに！




　だから、今からのこれは、まったくもって、しかたがなかったの一言。

　僕は素す早ばやく、両りよう腕うでに『雨う情じようの堤つつみ』を装そう着ちやく。

　一いつ瞬しゆんにして不ふ穏おんな空気が、僕を包んだ。

　一いち之の瀬せカスミや野の上がみ綾あやコンビ、屋根の上の絡じよ新ろう婦ぐもとオバリヨンはもちろん、勒ろく天てんさんとデイジーさんまでもが、僕側のカラダを緊きん張ちようさせる。

「ええと、みんな、ごめんなさい！」

　しかしかまわず、僕は能のう力りよくを発動する。

『雨う情じように幽かくり坐ませなる奇くすき左さ右ゆうより』

　深しんと両腕を冷やす神しん宝ぽう『雨情堤』。気焰オーラがそのまま、二つの篭こ手てに流れ込み、

『我が道どうを通じて〝陰おん陽みよう〟と奉たてまつるっ！』

　辺り一帯を、ぶわりと爆ばく発はつ的てきに広がる『鴬うぐいす色いろの雲』が覆おおい隠かくした。

「うーわ！　〝陰おん陽みよう師じ〟になったよ森もり口ぐちが!?」

「……──逃にげられると思ってるのかな、あの子は」

「なるほど、師し匠しようであるこのわたしも煙けむに巻まこういうのですね」

「あの、勒天さん、なにをなさる気ですか？　まさか、ここで本気は出しませんよね!?」

「ちょっとなんなんですの!?　誰だれですの？　わたくしのお尻しりを触さわったのはー!!」

「あ、あちしじゃないよ!?　だってさんちょーいんさんのお尻って、今はただの虫じゃんね!?」

　とにかく、今や雲の中は大だい混こん乱らんになっているようだった。

　それでこそ、やったかいがあるというモノで、

「今のうちに行きますよ初雪さんっ！」

　僕はとっさに『砂すな御み門かど』の筆頭陰陽師である少女まで駆かけ寄より、彼女の『月つく撫なで』に包まれた手をとって、原っぱの向こうへと駆け出すのだ。

「お、織おり人とさん!?」

　彼女はあっという間に顔を真っ赤にして、それから──僕が初めて見る表情──なんだか、初めて面おも白しろいイタズラを思いついた子供みたいな笑みを浮うかべ、

「あ、あの……」

　それが急に恥はずかしくなってしまったのか、耳までピンクに染そめて俯うつむき、

「す、凄すごいです織おり人とさん。修しゆ行ぎようを積んで、陰おん陽みよう師じにまでなって、こんなことまで、できるように、なってる、なんて……」

　僕は褒ほめられているんだろうか。たぶん、婉えん曲きよくに、陰陽の技わざをイタズラに行使していることを、怒おこられているわけじゃないんだろうけど……と、むやむや一いつ瞬しゆん、考えてしまっていた僕に、

「私、う、嬉うれしい……です」

　初はつ雪きさんは、なにか勇気を振ふり絞しぼるみたいにして、小さく言ったのだ。

　僕はその場で立ち止まって、今自分のなかに発生しているこの感情をじっくりと嚙かんで、吸きゆう収しゆうし、いつまでも余よ韻いんに浸ひたっていたかった。

　なのに、状じよう況きようがそれを許ゆるさない。

「っ!!」

　僕の感覚に反はん応のうアリ。多数の気配が鴬うぐいす色いろの雲の中から、コチラに迫せまっている。

　けれど、

「織人さん！」

　初雪さんはまだそれに気付いていないハズなのに、

「裏うら口ぐちは、こっちです！」

　僕の腕うでを摑つかみ直なおして、走り出したのだ。







　──こうして、僕は本格的に（？）、陰陽師としての道を歩み始めたわけなんだけど、ちょっと思うトコロがある。

　勒ろく天てんさんしかり、一いち之の瀬せ野の上がみコンビといい、三さん兆ちよう院いんさんや上うえ草くささんの名前を出すまでもなく、基本的に〝陰陽師〟とは、一風変わった個性の持ち主しか、その特性が──言いい換かえれば素そ質しつが──ないんじゃないだろうかと。

　初雪さんを見ていると、その想いはよりいっそう強くなってしまう。




　と言うか、そういう特とく殊しゆな『傾けい向こう』こそが、本人に尋じん常じようではない力を与あたえている、みたいな。




　そして、ということは──、と、僕は考える。

　陰陽師・森もり口ぐち織人も、彼女達と同じように、本当は、ちょっと、変へん態たいなのだろうかと。

　僕は祈る。

　この仮か説せつが、大外れしていますようにと。

　けれど、得えてしてハズレて欲しいクジほど、的中してしまうということを僕はおそらく、故こ意いに忘わすれていたのだと思う。

　ほどなく、それは判はん明めいしてしまう。

　舞ぶ台たいと役やく者しやは揃そろい、新たな幕まくがどこかで開こうとしているのだ。







　　　あとがき劇場




マイクＯＮ




三さん兆ちよう院いん「というわけでお久しぶりですわッ！　三巻のあとがきを担たん当とういたします三兆院琉る夏かでございますの！」

織おり人と「あ……どうも、あの、森もり口ぐち織人です……」

三兆院「さあさ、ついに『三兆院琉夏の陰おん陽みよう道どう　巻まきノさん』、あとがき劇げき場じようが始まりましてよー!!」

織人「すいません……、くす玉とか紙吹雪とかミラーボールまで用意していただいて、なんなんですが、一いち応おう、この作品、僕の名前で『陰陽道』が、タイトルなんですが……」

三兆院「どうかおだまりになって森口織人！　あなた『裏うらタイトル』というモノを御ご存ぞんじないようね」

織人「う、『裏タイトル』!?　なんですかそれ……いや、聞いたコトもないですがそんなの……」

三兆院「よくありますでしょ？　アニメや漫まん画がとかにも、制せい作さく中ちゆうのコードネームみたいなものが！」

織人「え!?　ということは、この巻のコードネームって『三兆院琉夏の陰陽道　巻ノさん』だったんですか!?」

三兆院「まあ、そうであっても、おかしくはない。つまりはそういうことですわっ！」

織人「すいません、でも僕、そういうの聞いたコトも……」

三兆院「このバカめがーッ！」

織人「え、えええ……？」

三兆院「とにかく、この『陰陽道　巻ノさん』こそ、ついに真の巫み女こであるこのわたくし、三兆院琉夏の活かつ躍やくを満まん喫きつできる一品となっておりますのよ？　あなた、森口織人のクセにそんなコトもわからないんですの？」

織人「あ、ちょ、あ、あの……」

三兆院「はぁぁっ、やっぱりアレなんですの？　関東においても比ひ類るいなきとされる『三兆院兵ひよう法ほう』の陰おん陽みよう師じでもあり、なおかつ〝妖よう怪かい陰陽師〟として、陰陽師集団『砂すな御み門かど』に属ぞくするなんていう、スペッシャルなこのわたくしは、なにをやっても絵になってしまうといいますの？　いるだけだけでもはや物語なんですのね……。うっとり……。森口織人も、ああ、そうは思わなくって？」

織人「とても言いにくいんですが、三兆院さん」

三兆院「いいえおっしゃって!?　よろしんですのよ？　このわたくしは褒ほめそやされて当然の存そん在ざいなんですわっ！」

織おり人と「じゃあ、言いますけど、三さん兆ちよう院いんさんはこの巻かん、ほとんど出てませんよ……？」

三兆院「……？」

織人「あ、い、いやっ!?　僕にそんな、今まで一度も見せたこともないようなつぶらで無む垢くな瞳ひとみを向けられても、こ、困こまります！」

三兆院「もりぐちおりと……？　今、なんと言いまして？」

織人「だ、だからですね、三兆院さんは、この巻に、その、つまり、あんまり出てないんです……」

三兆院「でも、わたくし、『巻まきノに』のカバーには、ばーんと出ていましてよ……？」

織人「は、はい。なにしろ前巻は三兆院さんメインみたいなトコロがありましたからね」

三兆院「ですわよねー？　それが、……え？　待ってくださいまし？　わたくしとしたコトが、ちょっと混こん乱らんしていますの」

織人「だからですね、この三巻は、あの、言いにくいんですが、メインは別のヒトなんです」

三兆院「だっ、だ、誰だれですのッ!?　わたくし今からその人物を始末して来ますわッ!?　白はく状じようなさい森もり口ぐち織人ッ！　この三巻で一番目立っているのが誰なのか！　遥はる奈な原ばら初はつ雪き以外で教えなさいッ！」

織人「うぅうぐぅッ!?　待ってください三兆院さんッ！　絡じよ新ろう婦ぐも化かして、その糸で僕を必殺仕事人みたいに天てん井じようからぶら下げないでくださいぃぃッ！　それは……それだけは言えませんッ！　『本ほん編ぺん』より先にこっちの『あとがき』から読んでいるヒトタチのためにも……ッ！」

三兆院「だったらそもそも、わたくしが本編にあまり登場してないっていうことをここで言うのも、相当なネタバレではなくって!?　どうしてくれるんですの!?　そのせいで今この部分をまさしく読んでいるかたが本屋さんで本をこのまま棚たなに戻もどしたりしたらッ！」

織人「だ、だからこの『あとがき』が今、三兆院さんに任まかされているんじゃないですかぁッ!?」

三兆院「……ッ!?　た、たしかに、『あとがき』は重要ですわッ！　そこに、このわたくしが抜ばつ擢てきされている……というコトはッ！　は────ッ！」

織人「い、今さらキラキラしても遅おそいですよ……!?」

三兆院「というわけで、『森口織人の陰陽道 巻ノさん　巻ノさん』、いかがだったかしらっ？」

織人「正しい振ふり出だしに戻った……！」

三兆院「意外な展てん開かいに次ぐ展開で、わたくしもとってもハラハラドキドキしてしまいましたわっ！」

織人「そ、そうだよねー。僕も正直、この後自分がどうなっちゃうのか、まったくわからなくなった場面が一度や二度じゃ……」

三兆院「って森口織人なんでちょっと虚うつろなんですの!?　もっと気合いを入れて！」

織人「う、は、はい！　ええと、そ、それでは皆みなさん、また次巻でお逢あいしましょう！　」

三さん兆ちよう院いん「ッ!?　ちょ、も、もう締しめるんですの!?」

織おり人と「風の噂うわさなんですが、なにやら次あたりの『あとがき』ではついに、修しゆう錬れんを積むことによって人前に立つコトができるようになってきた初はつ雪きさんが登場するとか、しないとか……」

三兆院「な、なんですって!?　なんでそれをもっと早く言わないんですのッ!?　だとしたら、もうこんな『巻まきノさん』なんてトコロにいられようもありませんわっ!?　次巻である『巻ノよん』の『あとがき』に急ぎますわよっ!?　ついてらっしゃい森もり口ぐち織人ッ！」

織人「さ、三兆院さん『巻ノよん』の『本ほん編ぺん』はスルーなんですか!?　物語に登場しないでまた『あとがき』直行でいいんですかッ!?　ちょ、ちょっと、待ってくださいよー……っ！」




マイクＯＦＦ







おかゆまさき

とにかく埼玉県北部は雷が多いです。他県からやって来た友人が「なんで落ち着いてられるの!?」とアタフタするんですが僕は子供の頃からなのでこんなのへっちゃらです。でもパソコンをクラッシュさせるのだけは勘弁な！　あと、ちょっと熱い日にはほぼ１００％の確率で光化学スモッグが発生します。マジでサイバーパンクの世界だぜ埼玉県！　これも僕が子供の頃からだ！
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とりしも

新潟県出身東京在住。物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
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